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    　都市バライラ──レギオス王国において、冒険者の数が最も多い地である。その理由は、近隣に広がる大きな森、通称『迷い人の大森林』の存在が大きい。


    『迷い人の大森林』はレギオス王国中央部に広がる巨大な森であり、約二百年前のウォーリミア大陸西部の八国統一戦争の終結以前は国々の国境となっていたほどである。多種多様な魔獣に、様々な効能を持つ薬草、更にはそれを求めて森へと旅立った冒険者たちの遺品……それらを求めて、この森へと立ち入る冒険者が多いのだ。


    　また都市バライラは冒険者向けの施設が充実しており、冒険者のギルドが取引する際に生じる税も他の都市よりも遥かに少ない。何かにつけて冒険者が優遇されている都市であり、だからこそレギオス王国随一の冒険者都市へと発展することができたのだ。


    　だが、『迷い人の大森林』は同じような光景が続く上に、魔力場の極端な偏かたよりがあるために方位を教えてくれる魔法具等が通用しない。そのため、不充分な準備で森へと立ち入った者達は道に迷って森から抜けられなくなり、疲労したところを魔獣に襲われて命を落とすというケースが多い。『迷い人の大森林』と呼ばれる所以ゆえんである。


    　森を横断しようとする者は年に数人存在するが、一人として成功した者はいない。例外なく魔獣に殺され、死体を悪霊に乗っ取られ、森を徘徊する死体フオレストワイトと成り果てている。


    　その『迷い人の大森林』奥深くを、無謀にも単独で歩く者の姿があった。男は更に、移動に不向きな全身鎧よろいを纏まとっている。


    　その者は約二百年前、八国統一戦争において、レギオス王国を戦勝国へと導いた四魔将の一角、ランベールである。ランベールは八国統一が成されるほんの数か月前に、同じく四魔将であるかつての親友グリフの手により命を落としていた。しかし、それから二百年の歳月を経て、ひょんなことより肉体を持たない骨の騎士、アンデッドナイトとして再びレギオス王国に蘇よみがえったのだ。


    　ランベールが『迷い人の大森林』を訪れた理由は、ここを通るのが、都市アインザスから都市バライラへの一番の近道であったからである。


    　ランベールはオーボック伯爵の騒動の際に名前の出た、『笛吹き悪魔』という禁魔術組織を危険視していた。


    　伯爵家の者が、反国家組織に加担していたのだ。『笛吹き悪魔』がレギオス王国相手に本気で国家転覆を企くわだてており、オーボック伯爵がそれに勝算があると考えたからこそ、出資を行っていたのであろうと、ランベールはそう考えていた。


    　すでに時代が移り変わっているとしても、レギオス王国の将軍であったランベールにとって、見過ごせる事態ではない。かつての主君、統一王オーレリアが築き上げた平穏に仇あだを成す者の成敗が、今のランベールの目的となっていた。


    　都市バライラはレギオス王国にとって重要な都市の一つである。万が一レギオス王国が外部からの攻撃を受けたとき、都市バライラに溢あふれ返っている冒険者たちが、我先にと援護へ向かうことができるからだ。


    　また単純に、金の回りが早く、商業が発展している都市だから、という意味合いもある。オーボック伯爵の騒動によって存在が露呈した『笛吹き悪魔』は、王国側が本格的な対応を行うより先に、主要な都市を潰つぶしに掛かりたいはずである。また、最近、都市バライラで怪しげな風貌の者たちを見かけるとの噂うわさもあった。


    　無駄足であったとしても、様々な冒険者の行き来するこの地は情報収集には最適であり、『笛吹き悪魔』に関する情報を得ることができる。オーボック伯爵領近辺を徘はい徊かいし、現レギオス王国の情報を得たランベールは、そういった思惑より都市バライラへと向かうことに決めたのである。


    　ランベールが森を歩いていると、地面に落ちていた枯れ葉の下から起き上がり、泥が人間を象かたどったかのような、醜悪な魔獣が現れる。


    　腐敗した顔面から緑に変色した眼球がランベールを覗のぞいていた。冒険者の成れの果て、森をフオ徘徊する死体レストワイトである。


    　鼻を衝つく異臭、おぞましい声、そして何より、生理的な嫌悪感を覚えさせる外見。普通の死体は見慣れている冒険者でさえ、吐き気を催す醜悪な存在である。


    　だが、ランベールにとってはただの下級魔獣である。大剣を一振りし、胸部から上を叩き落とす。砕けた骨と、腐った肉が辺りに舞い、森を徘徊する死体は崩れ落ちた。


    　この程度の死体など、ランベールにとっては見慣れている。八国統一戦争において、残虐な剣士や、人道を捨てた魔術師など、いくらでもいた。拷ごう問もんのためだけに毒虫を十万匹集めた者もいたし、敵の将軍を辱はずかしめて士気を落とすために、四肢を捥もいで白魔術で延命だけ行い、身体からだに棒を突き刺して戦地に高々と掲げていた者もいた。そういった連中を相手取るのに慣れ切っていたランベールにとっては、ただの腐った死体など、可愛かわいらしいものであった。


    （アンデッドが出てきたか……もう一週間進んできたが、そろそろ都市が近いのかもしれん）


    　アンデッドが出没するということは、元になった人間がこの付近まで辿たどり着いていた、ということに繋つながる。ランベールが森を徘徊する死体の近くに大剣を突き立てて考え事をしていると、生きた人間の気配が近づいてきていることに気が付いた。


    　森を徘徊する死体フオレストワイトの首を掴つかむ。ずるりと腐った肉から、脊せき髄ずいの上まで自然に抜けた。


    　ランベールは振り返りながら、同時に頭を投げ付ける。森を徘徊する死体フオレストワイトの頭部は遠くの木の幹に命中した。「ひゃうっ！」という叫び声に続き、悲鳴の主がひっくり返ったらしい大きな物音が聞こえる。


    　近づいてみれば、女が、腰を抜かして両手を上げていた。女は厚手のマントを羽織っていたが、その下はどうやら随分と軽装のようだった。


    　頭に巻かれた黄緑のスカーフからは、やや赤みがかったブラウンの髪が覗のぞく。手にはぶかぶかの革手袋を嵌はめており、足にはぶかぶかのブーツを履いていた。足下には琴が転がっている。


    「ぬ、盗み聞きするつもりはなかったのですが……申し訳ない……。いやしかし、なんと鮮やかな剣の音。さては、そうとうに名の知られた剣士とお見受け……いや、お聞き受けした、とでも言った方が適切でしょうか？」


    　閉じられていた女の目が、開かれる。色素の薄い、独特な瞳ひとみをしていた。


    「目が見えぬのか。一人でここまで来たのか？」


    「私の耳は、常人の目よりもよっぽど物を知りますので。なにせ、これで生活をさせていただいている身ですから。私、旅の詩人のアルバナと申します」


    　アルバナはそう言って、足下の琴に手を触れ、指で示す。


    「吟ぎん遊ゆう詩人ならば、わざわざこんな魔獣の出る森に潜もぐらんでもよかろうに」


    「とんでもない！　マナの溢あふれるこの森からはいいインスピレーションがもらえますし、それに魔獣を知らずにいて、英雄譚たんを歌えましょうか？　我々は、様々なことを知らなければならない身……それに、素敵な冒険者の方とお会いできることもありますからね、このように」


    　アルバナは冗談めかしたように言って、立ち上がろうとしてランベールの投げた森を徘徊する死体の頭部へと手を置き、顔を顰しかめて手袋を近くの木へと擦こすり付けた。


    「ああ……うわぁ……何を投げてきたのやらと思っていたら、よりによって……うわぁ……」


    （……見かけによらず、肝が据すわっているな。そうでなくては、盲人の身でこのような場所へは来んだろうが）


    「いや剣士様の剣筋、このアルバナ、聞き惚ほれました！　どうか街へ戻るまで、同行させていただけませんかね！」


    （街が近いのか。少々怪しいが……こちらとしても、案内がいればありがたいか）


    　ランベールが許可を出せば、アルバナは歓声を上げて手放しに喜んでいた。


    「おおっ！　なんと、ありがたい！　このアルバナ、必ずやいつかは、剣士様を元に英雄譚を謳うたってみせましょう！」


    　アルバナは声を上うわ擦ずらせ、手で固く握り拳こぶしを作って宙へと向ける。


    「英雄譚か……残念だが、俺には似合わない言葉だな」


    「いえいえ、そんなことはありませんとも！　私、人を見る目……もとい、人を聞く耳には自信がありましてね。剣士様は、いずれ大義を成す方に違いありませぬ」


    



    



    ２


    



    　ランベールは盲目の女吟ぎん遊ゆう詩人、アルバナと共に、森を進む。魔獣の気配を探りながら歩くランベールとは裏腹に、アルバナはケラケラと笑いながら、馴なれ馴れしく、多少煩わずらわしいほどにランベールへと声を掛けてくる。その様子からは魔獣を警戒する様子は一切見られない。


    　アルバナは数歩ごとに立ち止まって手にしている琴を鳴らし、フンフンと鼻唄を歌いながら歩みを再開する。どうやら琴の音を周囲に反響させ、周囲のものを把握しているようであった。


    （聴覚が優れているとはいえ、よくもこんな森奥まで、盲目の身で来られたものだ。……にしては、警戒心が薄すぎる。俺がいるから気を抜いているのか？）


    　ランベールは、アルバナの無警戒過ぎる様を、やや訝いぶかしんでいた。


    「剣士様！　やはり剣士様も、この森へは『悪夢の大馬』を見に来たのですか？」


    　アルバナが首を傾かしげながら、閉じられた目をランベールへと向ける。音でランベールの位置を把握しているのだろうが、それにしても、まるでこちらが見えているかのような動きだった。


    「なんだ、それは？」


    「知らないはずはないでしょう。『迷い人の大森林』を恐怖のどん底に落としている、アンデッドの大馬ですよ。誰かが余計な死し操そう術じゆつでも使ったのかはわからないんですが、最近になって急に現れたんです。これがとんでもない暴れ者でして、この辺りまで進む冒険者がいなくなってしまいました。領主様が私兵を送ったのですが、帰って来た者は一人もおらず……」


    「……ふむ、先ほどの冒険者の亡なき骸がらといい、お前の話といい、随分と都市の近くまで来たらしいな」


    「剣士様は、わからないことばかり言いますね。街にいれば嫌でも耳に入りますし、準備でもしていれば止められるでしょう。それではまるで、都市バライラにはまだ立ち寄っていないかのような言い方ではありませんか」


    「ああ。ここへは、森の反対側の、都市アインザスの方面から来た」


    　ランベールは、前人未到の快挙をあっさりと口にする。


    「ハハハ！　剣士様は、真ま面じ目め腐っているようで、笑い話が得意でいらっしゃる。ここから都市アインザスまで、どれだけの距離があることか！　いえ、言いたくなければいいのですよ。人には事情があるというものです」


    　ランベールとしてはただの事実だったのだが、アルバナには冗談として一いつ蹴しゆうされてしまった。しかし何にせよ、納得してくれたのならばランベールにとってはどうでもよかった。そのため、敢あえて否定も肯定もしない。


    「しかし、アルバナとやら。お前は何をしに森へと来た？」


    「決まっているではありませんか！　『悪夢の大馬』の迫力を、ぜひ体感したいと思いましてね。我ら詩人にとって、感性は財産ですから！」


    　ランベールは一瞬、アルバナの方こそ冗談を口にしているのではないだろうかと考えたが、アルバナの顔は真ま面じ目めそのものであった。アルバナもアルバナで、とんでもない命知らずであることには違いない。ランベールは彼女の無鉄砲な生きざまに色々と思うことはあったが、「そうか」とだけ口にして歩を先へ進めることに専念していた。


    「それで……実は私、バライラの酒場で小耳に挟んだのですが、その馬、五十年前に殺された馬にそっくりだそうなんですよ。嘘うそか本当かは知らないのですがね」


    　ランベールが黙っていると、アルバナは自身が耳にした馬の亡霊の話を、抑揚と迫力を込めて語り出す。頼んでもいないのに、迫真の語りであった。


    　曰いわく馬は、勇猛な冒険者の馬であった、と。冒険者が『迷い人の大森林』で狩りを行い、怪け我がをして休んでいた際に、白い細身の馬が襲いかかってきた。怪我を負っていた冒険者は危うく命を落とすところだったが、馬が素早くその白馬を押し倒し、踏み殺した。大事な主人が襲われたことに憤慨したのか、白馬は身体からだ中蹄ひづめに抉えぐられ、手足の骨は砕け、首は捥もげていたという。


    　だがその白馬は、貴族の跡継ぎの愛馬であったのだ。怒りを買うことを恐れた冒険者は、発覚したその場で馬の頭を落とし、貴族に詫わびたのだ、と。終わるとさっきまでの表情を緩ゆるめ、元の調子に戻ったアルバナがヘラヘラと笑う。


    「……と、いった具合でしてね。さぞ人間を恨んでいることでしょう。死し操そう術じゆつの対象として、強い思念によってマナが固定されている死者が優れている、という話もありますからね。生物にとって一番強い感情は、恨みですから。あながちただの噂うわさとも捨てきれないやもしれません」


    「…………」


    「あやや、ちょっとしんみりしてしまいましたか？　意外ですね、お堅い方に見えたのですが」


    「いや……そうではない」


    　そう言うランベールの言葉にも、やや覇は気きがない。ランベールは否定してみたものの、守った主あるじに殺された馬に、同情に近い感情を覚えていた。


    　と、そのときだった。


    　──ダン、ダン、ダン。ダン、ダン、ダン。


    　大地を叩く馬ば蹄ていの音が、二人の会話を遮さえぎった。一直線にランベールたちへと駆けてくる。


    「ほ、本当に来ちゃったみたいですね」


    　アルバナはそれが目的だと、意気揚よう々ようと口にしていたのだが、さすがにその存在を間近に感じて恐怖を抱いたらしく、及び腰であった。


    「重いな……大馬というのは、伊だ達てではないらしい」


    　ランベールが大剣を引き抜く。


    　木々を掻かき分けて飛び出してきたのは、大柄の黒馬であった。逞たくましい、引き締まった肉体。四つの脚は太く、力強い。しかししなやかさを感じさせるものであった。


    　大馬の身体からだは微弱に発光しており、森の闇を仄ほのかに照らす。死し操そう術じゆつによって再現された仮かり初そめの肉体である。


    　そして馬の太い首の先には、頭が付いていなかった。断片からは、留とどまることを知らない黒い血が垂れている。黒血の垂れた場所の草は枯れ、地面が窪くぼんでいる。


    「……なるほど、いい馬だ」


    「けっ、剣士様！　噂うわさ以上に、この駒は危険なようですよ！　自分もどうにか逃げ切れるだろうと思っていましたが、これほどまでとは……。正面に立っていては、命がいくつあっても……」


    　頭のない大馬が、ランベールへと突進する。ランベールは大剣で受け止めたが、勢いを殺しきれず後方へ弾かれ、足を地面に擦こすりながら止まる。大馬が、興奮したように両の前脚を持ち上げた。頭もないのにどこからともなく不気味な嘶いななきが響き、森中に反響する。


    



    ３


    



    　大馬がランベール目がけて大きな蹄ひづめを叩きつけた。ランベールはそれを躱かわし、直後に向かってきた巨体の体当たりを大剣の腹で往いなす。大馬は勢い余ってランベールの横を駆け抜けるが、すぐに蹄を地面に叩きつけて曲がり、再びランベールへと突進してくる。


    　先ほど容易たやすく往なされたことが堪こたえたのか、大馬はランベールの目前で急停止し、再び前の両脚を高く持ち上げ、ランベールへと叩きつける。


    　ランベールはそれを避けず、大馬を正面に見み据すえたままで大剣を構えた。


    「けっ、剣士様！　それは駄目です！」


    　ランベールが避けようとしていないことを察したらしいアルバナが悲鳴を上げる。


    　人がまともに相手取るには、頭部のない大馬はあまりに巨きよ躯くであった。ランベールの行為はまさに自殺としか思えなかった。


    　大馬の蹄と、ランベールの大剣が競り合う。アルバナは耳を疑った。常人よりも三回り以上は大きい大馬の体重を掛けた圧のしかかりと、人間の剣の一振りが拮きつ抗こうしているのである。


    「こ、こんなことが……」


    　離れたところから様子を窺うかがっていたアルバナも、恐る恐るランベールの元へと近づいてくる。


    「ふむ、なるほど素晴らしい。生前はさぞ名馬だったことだろう」


    　ランベールは「はぁっ！」と大きく叫ぶと、大馬の巨体を勢いよく弾き上げてしまった。大馬のがら空きになった腹部がランベールへと晒さらされる。もう一振り大剣を振るえば、確実に致命傷を与えることができるはずだ。


    「や、やった！」


    　アルバナは額に汗を垂らしながら耳を澄まし、この戦いの終わりを必死に聞き遂げようとする。だがランベールは、追撃を繰り出さなかった。


    「…………あ、あれ？」


    　アルバナが呟つぶやく。大馬も、ランベールを訝いぶかしむように、距離を取ったまま制止する。


    「お前も、主から討たれたか。奇遇だな」


    　大馬が、ランベールの言葉に聞き入るように頭のない首を傾ける。次の瞬間、背を屈めてランベールへと飛びかかっていった。ランベールはすぐさま大剣を振り上げ、一気に振り下ろす。


    「はぁっ！」
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    　力を込めたことで、ランベールからアンデッドの瘴しよう気きが漏れ出す。


    「っ！」


    　アルバナが動きを止め、色素の薄い眼を開き、警戒気味に腰を落とす。


    　ランベールの振り下ろした大剣が、地面を砕いて砂の飛ひ沫まつを巻き上げた。大剣は、馬を目がけて放たれたのではない。馬の、すぐ側そばへと振り下ろされていた。


    　大馬は瘴気に当てられて恐怖を感じたのか、腹を地面に着け、その場に竦すくんでいた。ランベールはゆっくりと体勢を直し、鞘さやへと大剣を戻す。強こわ張ばっていたアルバナの身体からだから緊張が抜ける。アルバナが目を閉じて、口元に手を当てて笑った。


    「び、びっくりした……。凄すごい気迫でしたよ、もう。にしても……アハハ、もしかして私の話のせいで、情が移りましたか？」


    「いや、悪くない馬だと思ってな。少々森の移動に時間がかかってしまったと、悩んでいたところだ。かといって、並の馬では俺の鎧よろいの重さには耐え切れず、すぐに潰つぶれてしまう。以前いた都市では、真っ当な馬が見つからんかったからな」


    「……はい？」


    　アルバナが不審げに眉まゆを寄せる。


    　八国統一戦争時代のレギオス王国では、重い鎧に耐え得る軍馬の飼育に躍やつ起きになっていた。馬の中から取り立てて体格のいい馬を選び、同じような大柄の馬と子を作らせ、それを繰り返して強きよう靭じんな馬を育て上げていた。


    　四魔将の魔金オルガン鎧を着る必要のあるランベールには、中でも選りすぐりの名馬を与えられていたのだ。その頃の馬を知るランベールには、現代の王国内で見かける普通の馬はどうにも貧相に映り、使い物になるとは思えなかったのである。


    　その点、この頭なしの大馬は、八国統一戦争時代のレギオス王国の軍馬を彷ほう彿ふつさせるほどの名馬であった。無論、ただの馬ではない。色々と難点はあるが、ランベールには些さ事じに思えた。元よりランベールもアンデッドである。アンデッドの馬に乗ったところで、お似合いというものだろう。


    　そして何より、かつてのランベールの愛馬には数段劣るものの、毛並みといい雰囲気といい、どこか似通ったところがあったこともランベールの琴きん線せんに触れた。この馬を自分の馬とする──最初に馬の蹄ひづめと押し合いになったときから、ランベールの中ではそう決定していた。


    「いやいや……いやいやいやいや！　そんな、アンデッドなんて懐なつくわけないじゃないですか！　生前の妄もう執しゆうにしがみついて暴れるだけの連中ですよ！　剣士様……何と言いますか、さすがに無謀かと？」


    「…………」


    　偶然にも自身を否定されたランベールは、内心密ひそかにムッとしていた。アルバナの助言を無視し、地面に這はう大馬の背を、鎧の手で撫なでる。馬はぶるりと身を震わせたものの、それからは身じろぎ一つせず、おとなしくしていた。


    「見ろ、心が通じた。どうだ？　俺は昔から、動物の扱いが得意でな」


    「……それは、脅おびえられているだけなのでは？」


    　アルバナからしてみれば、猛獣が更に大柄の同胞へと降伏しているようにしか思えない。自然界ならばよくあることである。


    　それにしても、本来悦よろこびや恐怖などの感情が乏とぼしく、怒りや狂気に囚とらわれているはずのアンデッドである大馬が必死にランベールへと頭を下げている様子は、どうにも奇怪であった。


    　──もっとも、ランベールもそのアンデッドの一員であるのだが、それはアルバナの知るところではない。


    「剣士様は堅物のようで……なんというか、いささかズレておられますね……。ああいえ、その、いい意味で」


    　アルバナは正直な感想を述べた後、特に深くは考えず、やっつけのフォローを付け加える。ランベールはアルバナの言葉に首を傾かしげながらも、空いた手で愛いとおしむように頭なし馬の背を撫なでていた。もっとも、撫でられている頭なし馬は、まだ脅おびえているようであったが。


    「剣士様と一緒にいると退屈しなさそうですが……この話を、どれだけ私が真しん摯しに語ったところで、誰にも信じてもらえなさそうなのが難点ですね……」


    　アルバナは深く溜め息を吐ついた。
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    　ランベールたちとは少し離れたところで、都市バライラの一流冒険者ギルド『踊る剣』の十人の冒険者が、『迷い人の大森林』を馬で駆けていた。


    　彼らが森を訪れた理由は『悪夢の大馬』ではない。この『迷い人の大森林』で最近目撃報告がなされていたユニコーンという、額に一角を持つ白馬の魔獣が狙ねらいであった。


    　ユニコーンの角には穢けがれを払うマナがあり、病魔や呪いを跳ね返す強力な霊薬の材料として重宝されている。


    　そのため病魔に伏したモンド伯爵の遠縁に当たる貴族家の令嬢が、遠くの地から都市バライラを訪れていた。モンド伯爵は高額で各ギルドにユニコーンの角を持ち帰るよう依頼を出していたのだが、『悪夢の大馬』騒動のために難航しており、調達がすっかり遅れていた。ギルド『踊る剣』も、どうにかギルド内の実力者の都合を合わせて、ようやくユニコーンの討とう伐ばつに出る準備が整ったのだ。


    「レッグ、周囲から反応はあるか？」


    　一番大きな馬に跨またがった、頬ほおに剣傷のある赤い短髪の大男が声を張り上げて叫んだ。彼の名はファンド。此こ度たびのユニコーン討伐におけるリーダーをギルドマスターから任命されていた。


    「ファンドさん……今のところ、大きな魔獣の気配はありません……予想通り『悪夢の大馬』を恐れてか、他の冒険者も皆無のようです」


    　それに応えるのは、ファンドの斜め後ろに馬を並走させている、背の低い少年、レッグである。彼の前髪は長く、目をほとんど覆い隠してしまっている。


    「あっ！　今、五百ヘイン（約五百メートル）の間に、中型魔獣を発見しました。それから……続いて、気配遮断魔術の痕こん跡せきあり。ただの特異な魔力場によるノイズの可能性が高いですが、一応気をつけておいてください」


    　レッグは馬を操あやつりながらも、先ほどから逆の手でずっと杖つえを構え、目を瞑つぶっていた。しかしファンドから声を掛けられて目を開き、そう報告した。


    　レッグは十二歳にして感知魔法の天てん賦ぷの才を発揮し、この冒険者の都、都市バライラでも指折りの感知型魔術師となっていた。『踊る剣』がユニコーン討とう伐ばつを買って出たのも、レッグの能力に期待している面が大きい。レッグの魔術ならば先に感知して『悪夢の大馬』を避けられる上、ユニコーンの探索も可能である。


    「気配遮断って……アタシら狙ねらってくるような度胸ある奴やつがいたら、とっくに角の回収に向かってるわよ。アンタはビビりすぎんのよ」


    　女冒険者タルミャが笑う。金の長い髪に、細身の身体からだ。おまけに、動きづらいと防具や鎧よろいを嫌う彼女は、とても探索中の冒険者には見えないが、その実『踊る剣』の総勢三十人のメンバーの中で、上から四番目に入る実力者である。身軽さを活いかした素早い特注の両刃のナイフ捌さばきは、一流冒険者として遜そん色しよくない腕前である。


    　レッグの感知魔術に基づいて、ユニコーンと思おぼしき気配へと接近を試みる。一同が辿たどり着いたとき、湖面に口を付けて水を飲むユニコーンの姿があった。ユニコーンは湖面より顔を上げて横目で彼らの姿を捉とらえ、鼻息を荒くする。


    「囲んで矢を射ろ！　俺とタルミャ、トルクが距離を詰めて斬きりかかる！」


    　ファンドたちはユニコーンを囲んでじりじりと距離を詰め、弓を持つ者は矢を放った。矢は硬いユニコーンの皮にはあまり深くは刺さらないが、挑発には充分な攻撃であった。激怒したユニコーンが、包囲の薄い部分へと頭を下げて角を突き出した姿勢で駆ける。その瞬間、タルミャが乗っていた馬を蹴けって跳びあがり、宙で回転しながらユニコーンの首元を斬りつけた。


    「はい、ここぉっ！」


    　ユニコーンの首から血が噴き出す。ユニコーンはタルミャを睨にらみ、後ろ脚で蹴り飛ばそうとする。その隙すきに横から接近していたファンドが、大おお斧おのでユニコーンの首を豪快にぶっ叩いた。ユニコーンの首に大斧が突き刺さる。切断には至らないものの、首の骨をへし折っていた。ユニコーンが絶命し、その場に倒れる。


    「思ったより脆もろいじゃん。ユニコーン、もっとしぶといって聞いてたけど、こんなに慎重に行う必要、なかったんじゃない？」


    「一応前に出てたんですけど、私の出番はなかったみたいですね」


    　抜いた剣をそのまましまいながら、ユニコーン討伐隊の一人、トルクが苦笑いをする。


    「ま、所しよ詮せんは中型の魔獣だ。人員を増やしたのは道中の警戒がメインだったわけだが、そこはレッグの感知のおかげで苦労はなかったからな！　な、レッグ！」


    　ファンドが馬を降りてレッグの髪をワシワシと撫なでながら、冗談めかしたふうに言う。普段ならすぐに顔を顰しかめて振り解ほどくレッグだが、今日はされるがままになっていた。


    「ん、どうしたレッグ？」


    「……ノイズじゃ、なかったみたいです。急速に近づいてきて、今は、すぐそこまで」


    「なにぃ？」


    　ファンドはそれを聞いて、レッグの言いたいことを察した。気配を消して潜伏している者がいるかもしれない、とは道中から彼が言っていたことだった。


    　森に奇妙な光が走る。


    「全員、屈め！」


    　ファンドは叫びながら斧おのを前に突き出す。飛来してきた針を、ファンドの斧が弾いた。他の面メン子ツもファンドの声に反応して咄とつ嗟さに地面に伏せ、針を回避した。


    「オイオイ、オイオイオーイ。オメーら、反応よすぎんだろ。少なくとも半分はヤレると思ってたのによ」


    　森の闇から、一人の男が現れる。顔は白化粧をしており、その上から赤色で模様を付けている。白と紫の縦縞の服で身を包んでおり、如い何かにも胡う散さんくさい風貌の男であった。白化粧の上からわざとらしいぱっちりとした目が描かれているが、目を開くと上がった瞼まぶたに隠れ、残忍な三さん白ぱく眼がんが現れる。


    「お前は……『殺さつ戮りく曲馬団』の、サブギルドマスターの一人、クラウン！」


    　ファンドが忌いま忌まし気に睨にらむ。


    『殺戮曲馬団』とは裏ギルドの一つであり、決まった拠点を持たず、移動しながら依頼を受けて行動している。構成員の多くは正統ギルド崩れやチンピラではあるが、ギルドの上層部が独特の接近戦技術を叩き込んでいるため、侮あなどってかかることはできない。


    　おまけに『殺戮曲馬団』はとにかく人数が多い。彼らは規律を守らず表舞台を追放された冒険者や、職にあぶれたチンピラを集めて人員を補充しながら、地方を渡り歩いている。その数は、総勢で二百名近くにもなるとされていた。


    　クラウンというのは男の『殺戮曲馬団』での名であり、他のサブマスターよりも表に出て動き回ることが多いため、広く悪名を知られていた。だが独特なメイクを落とせばすっかり群衆に紛まぎれてしまうため、クラウンの正体を知る者はいない。


    「そうか……俺らをつければ、『悪魔の大馬』を避けて、ユニコーンにも楽に辿たどり着けると思ったんだな」


    「噂うわさ通り、せこい奴やつらみたいね。不意打ちが失敗したんだから、とっとと消えたらどう？」


    　ファンドとタルニャの声を聞いて、クラウンがわざとらしく長い足を曲げ、耳を澄ませるように手を当てる。


    「あ？　なんだって？　的外れ過ぎて、ちゃんちゃらおかしいって奴だ！　オメーらは二つ勘違いをしている。一つは俺たちはそんなせこい奴らじゃないってことで、もう一つは、オメーらは全員、ここで死ぬってことだが？」


    　言うなり大きく手を叩き、周囲へと呼びかける。


    「出てきていいぜ、オメーら！　どうせ今のでバレてんだ。おら、仕事だ仕事！　男は殺せ、女は犯して殺せ！　ガキは使い道あるからとっとけよ、趣味なら掘ってもいいぜ」


    　クラウンが甲高い裏声で耳みみ障ざわりな笑いを上げる。森の奥から、顔の描かれた頭ず巾きんで顔を隠した男たちが姿を現す。


    「な、なんだと……？」


    　ファンドが驚いたのは、その数である。クラウンの部下は四十人ほどであった。この場にいる『踊る剣』の、四倍である。大手のギルドでもまず動かせる数ではない。それができるのが『殺さつ戮りく曲馬団』の最大の強みであった。


    「驚いただろう？　いや、お前らのとこの感知魔術師の話は依頼主から聞いてたが、本当、出し抜くのは面倒だったぜ。まずは俺が追跡して、残りの奴やつには距離を開かせ、俺を追わせてたんだよ。んで、オメーらがユニコーン相手に燥はしやいでる間に包囲したって寸法よ。さて、『殺戮曲馬団』の曲芸を、観衆にお披ひ露ろ目めしてやろうじゃねぇか！」


    　クラウンが舌を突き出して叫ぶ。覆面の集団が、『踊る剣』の冒険者たちへと一斉に襲いかかっていった。


    



    ５


    



    『踊る剣』と『殺戮曲馬団』の戦いは、十対四十という圧倒的な人数差だったが、意外にも戦いは数に劣る『踊る剣』が圧倒していた。


    「ラァッ！　オラァッ！」


    『踊る剣』のユニコーン討とう伐ばつ隊の隊長、ファンドの豪快に振るう大おお斧おのの前で、数で勝る『殺戮曲馬団』の覆面男たちは、攻めあぐねていた。


    　十人掛かりでファンドへ押しかけたはいいものの、後一歩の距離を詰めることができない。明らかに一番の実力者であるファンドと交戦するような真ま似ねは避けたいが、サブギルドマスターであるクラウンの手前、あからさまに避けるわけにもいかない。『殺戮曲馬団』の面メン子ツは、こんな優位な戦いで、自分だけ大怪け我がを負うような羽目にはなりたくない。そういった背景があり、戦闘への意識が低かった。


    『踊る剣』は冒険者の都、都市バライラにおいても上位一割に入る強豪ギルドである。数で圧倒しているとはいえ、『殺戮曲馬団』の下したっ端ぱであるチンピラ上がりの冒険者が無傷で片付けられるほど甘い相手ではない。


    「何をしている！　早く斬きり殺せ！　囲めば余裕だろうが！」


    　クラウンが怒鳴ると、数名の覆面男が、そうっとファンドの背後へ回ろうとする。それを待っていた軽装の女剣士タルミャがふわりと馬の背から跳び、覆面男の項うなじを両刃ナイフで素早く斬りつけて蹴け落とし、その馬を奪った。


    「よくやったタルミャ」


    「噂うわさほどでもないわね。所しよ詮せんはただのゴロツキかしら？」


    「このっ！」


    　覆面男の一人が吹き矢を構え、ファンドへと放つ。ファンドは屈みながら大おお斧おのを振り回して、近くにいた覆面男を脅かして後退させることで、彼の背を上う手まく盾たてに用いて吹き矢を防いだ。背を吹き矢で穿うがたれた覆面男が落馬する。


    （乱戦状態で、扱いなれてない飛び道具を使うとはな。仲間意識も何もない。おまけに今の奴やつの軽はずみな行動で士気もかなり落ちただろう）


    　ファンドはすっと息を吸い、大声で叫んだ。


    「気を付けろ！　こいつら、敵の中に紛まぎれても撃ってくるぞ！　今、味方の背中を平然と撃ち抜きやがった！」


    　これは味方への警告というよりも、敵に敵の失態を告げることで、更なる士気の低下を目もく論ろんでのことである。ファンドの声を聞いて、覆面男たちは前面に出ることを明らかに避け始めた。


    　打って変わって『踊る剣』は熟練した連係で、非戦闘員である感知型魔術師のレッグを庇かばうように陣を敷き、四方から襲いくる『殺さつ戮りく曲馬団』を次々に返り討ちにしていく。


    　人数の差があるとはいえ、多少戦闘技術を仕込まれた程度の烏う合ごうの衆と、一流冒険者の上位メンバーでは、分は大きく後者の方にあった。『踊る剣』に未いまだ致命的な負傷者がいないのに対し、『殺戮曲馬団』は既に八人の死者を出していた。


    　戦力の差よりも意識の差、連係と仲間意識の有無が大きく出た結果であった。仮に『殺戮曲馬団』の者たちが、自みずからの死を惜しまずに攻勢に出ていればすぐに勝負は終わっただろうが、彼らにそのような意識などあるはずもない。


    「オメーら、遊びじゃねぇんだぞ！　クソ、どいつもこいつも役立たずが……」


    　クラウンが毒々しい紅で彩られた唇くちびるを噛かむ。部下の無力を罵ののしるクラウンにしても、所詮いくらでも替えの利く消耗品としか部下たちを見ていない。指揮官への信頼の差も大きかった。


    「貴方あなたは、見ているだけですか？」


    『踊る剣』の冒険者の一人、トルクがクラウンへと馬で接近し、剣を向けた。


    「舐なめられたもんだな、オメーみたいなガキに、俺が獲とれると思ってんのかよ？」


    　クラウンが顔に皺しわを寄せて化粧を崩しながらトルクを睨にらむ。トルクが剣を突き出す。クラウンの姿がふっと消え、トルクの剣は宙を穿った。


    「……どこに？」


    　言った瞬間、背後から着地する音が聞こえる。振り向けば、馬の尻しりの上に、クラウンが立っていた。


    「そんな剣でよくも俺を捉とらえきれると思ったもんだ。俺が下したっ端ぱどもと同格だとでも？　甘ぇよ、甘ぇ。オメー一人、貧乏籤くじ引いたぞ」


    　クラウンが左手でナイフを器用にクルクルと回す。トルクは慌あわてて馬を蹴けって跳び降りるも、気が付いたときには太ふと腿ももにナイフが突き立てられていた。


    「うぐぁっ！」


    　トルクは体勢を崩しながら地面を転がり、武器を投げ出して足を押さえる。


    「古い手に掛かったな、バカが」


    　これ見よがしにナイフを回す左手に意識を集中させ、逆の手で相手の意識の隙すきを突いてナイフを投げる。クラウンの得意技であった。


    （とはいえ……甘く見過ぎてたな。このままじゃあ、依頼主サマとマスターの機嫌を損ねちまう。一いつ旦たん離れて、どうにか挽回できる手立てを考えないとな）


    　クラウンは舌打ちして、そのままトルクの馬に乗って逃走を始めた。その姿を見て、他の覆面男たちも慌ててその後に続いて逃げる素振りを見せ始める。


    　タルミャは倒れたトルクの姿を見た後、目を獣けもののように細める。


    「逃がさないよ」


    　タルミャが両刃ナイフを構え、一気にクラウンへと距離を詰める。


    「このクソ道化が！」


    『踊る剣』の冒険者の一人が、大きく弓を引いてクラウンへと矢を放った。クラウンは振り返り、ナイフで矢を叩き斬きる。その隙にタルミャがクラウンを回り込みつつ、馬の脚の付け根を両刃のナイフで抉えぐった。馬が崩れるより先にクラウンは馬から飛び降りる。


    「オメーらぁっ！　大将が逃げるんだから、ちっとは足止めしろやぁ！」


    　タルミャがクラウンへと馬を突進させる。クラウンは地を蹴って高く跳び上がった。トルクのときと同様、相手の視界から消えると同時に、相手の馬の後部へと跳び乗る算段であった。


    　だが、クラウンの狙ねらいは失敗に終わる。空中で、タルミャと顔を合わせることになった。


    「……あ？」


    　クラウンが跳ぶのと同時にタルミャも跳んでいた。そのままタルミャが両刃ナイフでクラウンに斬りかかる。クラウンも袖そでを振って隠していたナイフを素早く取り出し、応戦する。刃物がぶつかり合い、金属音を響かせる。


    　タルミャは素早く手首を回し、両刃ナイフの逆側についている刃でクラウンの喉のど元を狙う。クラウンが寸前で首を後ろへ傾けて回避するも、タルミャは続けて両刃ナイフの持ち味を活いかし、上の刃で下の刃で器用に手首を回しながら、交互に素早い連続攻撃を繰り出す。


    　クラウンは両刃のトリッキーな連撃をどうにかナイフで往いなしていたが、一撃ごとに応戦するナイフのタイミングが遅れていく。宙での斬り合いは、タルミャの得意とする戦いであった。


    　クラウンは回避し損ねて、ついに頬ほおへと浅い傷を付けられる。


    「よし、まずは一撃……」


    「このクソアマがぁっ！」


    　クラウンは怒りに目を血走らせ、両刃ナイフを勢いよく弾いてタルミャの姿勢を崩させ、その隙すきに彼女の腰を蹴けって後ろへ跳んで距離を取る。タルミャは宙で回って体勢を整え、足から着地する。


    「やってくれたな……」


    　クラウンが怒りの形相でタルミャを睨にらむ。そこへ、クラウンに追いついた『踊る剣』の冒険者ボトムが、彼を目がけて騎乗したまま槍やりを突き出した。これもクラウンは身を反らして回避するが、一流の冒険者を相手に多対一ではあまりに分ぶが悪い。


    「オイオイテメーら何やって……」


    　部下を怒鳴ろうとして、クラウンは絶句した。戦場は覆面の死体だらけになっており、残っている部下は八人だけであった。他は皆殺されたか、逃げてしまったのだ。


    「こ、このクソどもが……！」


    「観念しろっ！」


    　ボトムが馬を旋回させてクラウンの元へと戻り、再び刺し突とつを放とうとする。そのボトム目がけ、クラウンの遥か後ろから矢が放たれた。馬に乗って駆けるボトムを、正確に狙ねらった一矢であった。


    「な、なんだ？　まだ『殺さつ戮りく曲馬団』の奴やつがいたのか！」


    　ボトムが言いながら身を逸そらして左へ避けようとした。だが、ボトムが避けた先には、既に次の矢が放たれていた。


    「えっ……？」


    　矢は、ボトムの首を側部から貫いた。ボトムは驚きよう愕がくした表情のままだらんと槍を手から離し、馬から落下する。


    　二射目の矢は、明らかにボトムの一射目の矢の回避先を狙って放たれていた。馬に乗って移動しているボトムの矢を避ける頭部の軌道を予測し、そこへ狙い通りに矢を放つなどと、あまりに人間離れした業わざである。


    　快勝ムードの中の突然の横槍による仲間の死は、『踊る剣』の面メン子ツに大きな衝しよう撃げきを与えた。必死に声を掛け合っていた『踊る剣』の面子が、しんと黙った。辛かろうじて「ボトム……？」と射られた彼を呼ぶ声がしたが、小さな掠かすれた声であり、風の中に紛まぎれて消えてしまった。


    「当たった当たった」


    　矢が飛んできた方向から現れたのは、弓を手にした一人の美青年であった。カールの掛かった橙だいだいの髪をしており、緑を基調とした貴族服に身を包んでいる。空のように透き通った色の、毛並みの美しい馬に跨またがっていた。その姿は、まるで本の中から飛び出してきた王子様のようでもあった。


    「な、何者だお前は……？」


    　援護されたクラウンでさえ、その男のことを知らなかった。


    「俺はただ、弱者の味方だ！　勝ち馬に乗るより、戦況をひっくり返した方が楽しいし、何より感謝されるからね。俺はそれがたまらなく好きなのさ」


    　目を細めて冗談めかしたふうに言い、にっこりと笑う。
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    「せ、戦神ロビンフッド……!?　まさか、都市バライラに戻っていたのか!?」


    　ファンドが男の顔を見て驚きよう愕がくする。


    　ロビンフッド──都市バライラ出身の冒険者である。彼は卓たく越えつした弓術の腕を持ちながらも、あまりの好戦的さと身勝手さのため、牢ろうに入れられることになった経歴を持つ。処刑が決まっていたが、彼は人心掌しよう握あく術にも優れており、看守を籠ろう絡らくしてあっさりと脱獄してしまったのだ。


    　争いを好み、基本的に分ぶの悪い方につくが、均衡していればコイントスでどちらにつくか決めることもあったという。圧倒的な実力による彼の膨ぼう大だいな功績とは裏腹に、決定的な事件を起こして投獄される以前より、彼の評判は最低であった。


    　気き紛まぎれに手を貸すことがあっても人助けに興味はなく、事件がなければ貴族や商人、裏ギルドを、その話術で焚たきつけては諍いさかいを作っていたとまでされる。他の冒険者たちからは、奴やつは自分が活躍できればなんでもいいのだろうと、そう噂うわさされていた。


    「道化の一味よ、このロビンフッドが助すけ太だ刀ちいたそう！　部下を置いて逃げ出す軟弱者に代わり、たった今よりこの俺が指揮を執る！　逃げるな、闘え！　囀さえずるな吠ほえよ！　勝利の美酒に酔いたくば、俺と共にあれ！」
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    　タルミャはクラウンに再び斬きりかかろうと両刃のナイフを構える。しかし、その背後に立っているロビンフッドが弓を構えたため、咄とつ嗟さに距離を取った。


    　通常ならばあり得ない判断だ。タルミャは『踊る剣』の中では最速を誇っており、正面から放たれた矢など躱かわしきる自身があった。


    　それでも、彼女の本能が、経験が、あの間合いは危険だと告げていた。ロビンフッドがただ弓を構えただけで、その周辺が死地へと一変したような感覚を覚えたのだ。


    （……どうしてこの死地で、あの男はあんなに笑顔なの？）


    　タルミャが疑問を抱いていると、ロビンフッドの爽やかな笑顔から目付きだけが豹ひよう変へんした。毒々しいまでの悪意と害意、殺意を、瞳ひとみの奥から感じる。


    「フフ……お前たち自体に恨みはないが、運が悪かったな」


    　ロビンフッドが小さな声で呟つぶやく。タルミャは肌はだに張り付くような嫌悪を覚え、背を震わせる。次の瞬間にはロビンフッドは飄ひよう々ひようとした様子に戻っていたが、タルミャの脳裏には今の悪意の込められた視線がこびり付いていた。


    　ロビンフッドは弓を構えたままタルミャから目を離し、呆ぼう然ぜんとするクラウンの横へと馬を並ばせ、声を張り上げる。


    「お前は外側から回り込め！　お前とお前は、斧おのの大男を押さえろ！　残りは二手に分かれて、奥にいる非戦闘員を付け狙ねらいながら相手の陣形を崩し、孤立した雑ぞう兵ひようから片づけていけ！　俺が弓で援護して分散させる！　いいか？　ここに来て手を抜くんじゃないぞ！　死ぬ気でかかれ！」


    　ロビンフッドの言葉で、四十人からたったの八人にまで減っていた『殺さつ戮りく曲馬団』の覆面男たちが士気を盛り返した。ロビンフッドの弓術を見て、死ぬしかないと諦あきらめていた中で、希望が見えたのだ。彼らは今までとは全く違った勢いで『踊る剣』へと剣を向ける。


    　ロビンフッドの指揮は的確だった。『踊る剣』を崩すには、メンバー全体に隙すきができないようカバーに当たっているファンドを足止めするしかない。ファンドを押さえれば、次は非戦闘員の感知魔術師のレッグを狙い、陣形の崩壊を誘う。


    『踊る剣』がレッグを見捨てるのならばそれも良し。動揺と士気の低下、不信感を招くことができる。残ったメンバーを各個撃破するのは不可能なことではない。


    　統率の取れていなかった彼らの動きが一変した。


    　戦局が見えていたところで、個々が動いても仕方ない。全体へ正確に伝えなければ、また全員が従わなければ意味がない。その一番大事な役割を、ぽっと出の男があっさりと、いとも容易たやすく果たしてしまった。


    　無理に感知魔術師のレッグを庇かばおうとした『踊る剣』の剣士へ向けて、覆面男の一人が背中に斧おのを投げ付けた。斧は剣士の背に深く埋まり、背骨を砕く。それに動揺した一人が、覆面男の挟み撃ちに遭い、その首が容よう赦しやなく刎はねられた。


    「見事だ！　よくやった！　後はたったの六人、勝利は目前だ！　士気を落とすな！　だが、焦りすぎるな！　一時とはいえこの俺の下についたのならば、犬死には許さぬぞ！」


    　ロビンフッドが叫ぶ。手柄を称たたえられた覆面男たちはより士気を上げ、『踊る剣』へと襲いかかっていく。


    　当初は数の利を覆くつがえして圧倒していた『踊る剣』だったが、相手の数をほぼ同数まで減らしたここに来て、一気に戦局が厳しくなった。ロビンフッドは矢を引いたまま声を張り上げるばかりで、ボトムを仕留めて以来はただの一矢も放っていない。


    「お、オメー……何なんだ……？」


    　クラウンがロビンフッドへと声を掛ける。


    　自分が頭を張っていたときには四倍の規模の戦力を以もつてして苦戦していた戦いを数の優位を覆されてから盛り返されたのだ。それも、信頼も何もないはずの、通りがかりの男が、である。ロビンフッドはニッと笑う。男のクラウンでさえ一瞬心を奪われたような気になる、眩まぶしい笑顔であった。クラウンは首を振って我に返る。


    「部下があんなに頑張ってるんだ。そろそろ出ていったらどうだ？　あいつらじゃ、あの大男は落としきれないぜ」


    　クラウンは一度は逃げ出そうとしていた身である。先ほどまでは急に現れた若造に従う気にもなれず、かといって今離れるという気にもなれず、ただこの場に立っていたのだ。しかし、ロビンフッドの言葉を聞き、逡しゆん巡じゆんした後にごくりと唾つばを呑のむ。このままいけば、自身の目的は遂行できる。言うがままになるのは本意ではなかったが、どちらが得かは明らかであった。


    　ナイフを構え、一直線に駆けだした。


    　──そのとき、戦場を挟んだロビンフッドの対面側に、一人の鎧よろいの大男が現れた。


    「これは何の騒ぎだ？　格好を見るには、片側は野盗かそれに類する連中に見えるが」


    　ロビンフッドは目を細めて、鎧の男を睨にらむ。ただ者ではないことは声こわ色いろからわかった。強者はそれ相応の風格を伴っているということをロビンフッドは知っていた。


    「第三者、か……。お前たちっ！　他への攻撃は牽けん制せいに留とどめ、まずはあの男を優先して仕留めろ！　道化よ、お前の身軽さで確実に背後を取れ！」


    　ロビンフッドの指示に従い、半数の四人の覆面が鎧の男を囲むように散る。クラウンは木の枝へと跳んで、大回りして鎧の男の背後へと回り込もうと試みる。四人の覆面は鎧の男の間合いの外に立ち、各おの々おのの武器で牽制しながら、鎧の男の隙すきを突こうとする。


    　次の瞬間、二つの血柱が上がった。確かに間合いの外側にいたはずだった。だが、鎧の男は大きく踏み込み、前方の二人の首を叩き斬きったのだ。


    　あまりにも速い動きであったため、大剣の間合いが伸びたかのように錯覚するほどであった。鎧よろいの男の左右に立っていた二人の覆面は、何が起こったのかわからず、武器を持つ手を震わせながら背後へと下がった。


    「随分と毛色が違うように見えるが、お前がボスでいいのか？」


    　鎧の男──ランベールは、左右と後ろを取られているにも拘かかわらず、そんなことはどうでもいいというふうに、目線の遥か先にいるロビンフッドを睨にらみつけた。
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    『踊る剣』と『殺さつ戮りく曲馬団』の戦いが始まった頃、ランベールは吟ぎん遊ゆう詩人のアルバナと共に頭なし馬を躾しつけながら森を歩いていた。その最中に彼らの交戦の気配を感じ取り、頭なし馬をあまり人前へと連れ回すわけにもいかなかったため、彼女たちを置いて戦地まで向かってきたのである。


    　ランベールは大剣を軽々と振り回し、今斬きった二人の血を飛ばしてから構え直す。


    「怯ひるむなっ！　隙すきを作れ、俺が射る！」


    　覆面たちは突とつ如じよ現れたランベールが挨あい拶さつ代わりに二人斬り殺したのに脅おびえていたが、ロビンフッドの声を聞いてどうにか持ち直した。ランベールを囲んでいる二人の覆面と、覆面たちのボスであるクラウンが、再び各おの々おのの武器を構える。


    　ロビンフッドほどの弓の腕があれば、離れたところにある鎧の関節部を射抜くことなど容易たやすい。逸それて他の部分に当たろうとも、衝しよう撃げきで打撲傷を負わせることができる。フルプレートアーマーだからといって打つ手がないわけではない。


    「こっちは囲んでるんだ、ビビってんじゃねぇぞぉっ！」


    　クラウンが叫びながら、地面を蹴けって跳び上がる。真上からランベールの目付近の兜かぶとの隙すき間まを目がけ、針を放った。それと同時に、左右の覆面が斬りかかる。


    　ランベールは跳び上がりながら鎧で針を弾き、そのままクラウン目がけて大鎧でのぶちかましを放つ。


    「ハァッ!?」


    　まさか、こんな超重量が跳び上がるなど、クラウンは思いもしなかった。当然避ける準備もない。クラウンの腹部にランベールの肩がめり込み、身体からだが大きくへし折れた。


    　魔金オルガン鎧を纏まとうランベールは、凄すさまじい瞬発力を誇る金属塊に等しい。弾き飛ばされ、近くの木の幹へと叩きつけられた。


    「ガァァァァッ！」


    　クラウンはその衝撃で身体中の空気をすべて吐き出し、獣けもののような咆ほう哮こうを上げる。この衝撃で、何本もの骨が砕けていた。クラウンは、最早動けるはずもない。口からどっぷりと血を吐き、激痛の中で意識を手放した。


    　覆面男たちは、突とつ如じよ姿を消したランベールの姿を目で追うことさえできず、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。ランベールは宙からその片割れを見下ろし、大剣で叩き斬きるべく構え直す。


    　その仕草の一挙一動を、ロビンフッドはしっかりと目で追っていた。これまでの扇動するための情熱の色は既に顔になく、冷酷な狩かり人うどの目をしていた。


    　ロビンフッドは本来、この戦いにこれ以上直接関与するつもりはなかった。そんなことをすれば、味気ないほどあっさりと終わってしまうことは明らかである。元はといえば、万近い数の冒険者が集う、冒険者の都の頂点に立った男である。


    　しかしランベールが場違いな化け物であることは、ロビンフッドは一目で理解していた。ロビンフッドは矢を放った刹せつ那なの内に、指に挟んで垂らしていた矢を器用に指の動きだけで弦に掛けて二射目を放ち、同じ動作を繰り返して三射目を放った。出で鱈たら目めに放ってもここまでの速度で弓を連射できるものではない。まさに神かみ業わざであった。同時に放たれたとしか思えない三連射が、空中で剣を構えたばかりのランベール目がけて襲いかかる。


    「す、すごい！　これは避けようがない……」


    　やや離れたところからランベールを見ていた覆面の一人が、ロビンフッドのあまりの技量の前に、状況も忘れてただ感嘆を漏らす。


    　だが、ロビンフッドは素早く矢筒から更に三本の矢を抜き取り、先程同様に二本を垂らし、一本目を弦へと掛けていた。今のでは仕留められないと、彼の直感がそう言っていたのだ。


    「はぁぁっ！」


    　そしてその通りになる。ランベールは大剣を軽々と振るい、自身へ迫る三本の矢を叩き折る。とんでもない速度だった。ロビンフッドとて、最後の矢を砕いた剣はまったく目で追うことができていなかった。


    　ランベールの着地と同時に、近くにいた覆面男が、縦に真っ二つになった。血と脳のう漿しよう、内臓を垂れ流しながらその場に崩れ落ちる。


    　逆側に立っていた覆面男が悲鳴を上げながら逃げようとするその背へと、空中で掴つかんでいた矢の先端を投げ付ける。ランベールの剛力から放たれた矢先が覆面男の後頭部を穿うがつ。


    （あの最後の一撃の後……砕いた矢先を手にしていたのか）


    　それも、ロビンフッドには見えていなかった。というより、まだ信じ切れていなかった。あんな大剣で弾き飛ばしたものを、そのまま自分から離れる前に手を伸ばして掴んでいたなど。


    「…………」


    　無言でロビンフッドは、弦に掛けていた矢を降ろし、三本纏まとめて矢筒へと戻した。表情は相変わらず、激情家の顔から無表情へと変わったままである。


    　ロビンフッドは弓を、背負っていた別の弓と入れ替えた。新しく手にした弓は通常の弓よりも大きく、太い弦が張られていた。派手な金の装飾が両端部に施ほどこされている。


    　その弓は、名を竜王弓といった。弦に伝説の幻獣であるドラゴンの髭ひげを用いて作られた、国宝級の弓である。弦の反発が強すぎて、常人では矢を引くことさえもままならない。


    　その代わり恐ろしい威力を誇っており、竜王弓より放たれた矢は、城壁さえも貫くとされる。ロビンフッドは矢筒から、全体が魔銀ミスリルで作られた特別製の矢を手に取る。通常の矢では、竜王弓に耐え切れずへし折れてしまうためだ。竜王弓の前では、生なま半はん可かな剣の防御など意味をなさず、また全身鎧よろいも裸に等しい。


    　常人では、狙ねらいを付けるどころか、矢を引くことさえできない。弓術の神に愛された彼だからこそ扱うことができるのだ。竜王弓の矢を引き、かつ彼ほど精密に射るなど、レギオス王国全土にも一人としていない。


    「来い！　その兜かぶとを貫いてやる！　道化の一味よ、一瞬でいい！　奴やつを止めろ！」


    　ロビンフッドが声を張り上げる。


    　覆面男たちは、たった今、仲間とボスであるクラウンがあっさりと弾き飛ばされたのを目にしたばかりである。どうすべきか悩んだ。だが、この短期間とはいえども、ロビンフッドの言葉と強さに心酔していた。結果として、残る覆面男たち四人は、一人も欠けることなく、ランベールへと向かった。


    「させないっ！」


    　タルミャが、覆面男の一人の前へと躍り出て、両刃ナイフでの連撃を浴びせる。


    「邪魔だぁっ！」


    　だが覆面男はその刃を肩で受け止め、そのままタルミャに体当たりを仕掛け、強引に後ろへと退かせた。命惜しさに決定打を逃していた前半戦が嘘うそのような士気の高さである。


    　同様に『踊る剣』の妨害を往いなした覆面たちが、散り散りにランベールへと突撃する。ロビンフッドの構えた矢の先端は、執しつ拗ようなまでに精密にランベールを追っていた。


    　竜王弓より放たれる矢は、常人のそれよりも遥かに速い。常ならば見てから避けられるようなことはまずあり得ないのだが、ロビンフッドには、普通に放っただけでは鎧の男は確実に避けるだろうという、確信があった。


    「…………」


    　ロビンフッドは目を見開き、ランベールを観察する。いつか鎧の剣士が隙すきを見せる、その好機を逃さないためである。


    　一人目の覆面は馬に乗ったままだった。吠ほえながら、勢いよく槍やりを突き出す。ランベールは小さな動きで槍と馬の突撃を躱かわし、一人目の覆面の上半身を斬きり飛ばした。血の垂れる下半身を乗せたまま、馬は嘶いななきながら駆け去っていく。


    　ロビンフッドは動かない。今回は見けんに徹した。そのおかげで、ランベールの動きに目が慣れてきていた。ランベールは人外の領域に立つ剣士ではあるが、ロビンフッドもまたその領域へと近づいた弓士であった。


    　ランベールは二人目の覆面が投げ付けた斧おのを一振り目で砕きながら大きく踏み込み、そのまま胸部へと大剣を突き刺し、素早く引き抜く。引き抜いた反動を利用して半回転し、三人目の頭部を大剣の腹で打ち払う。血ち飛沫しぶきと共に顔が弾け飛んだ。


    　まだ、ロビンフッドは動かない。矢を支える彼自身の指や腕にも、限界が近づいていた。次が、最後の一人だ。そこで必ずランベールを射止めねばならない。


    「ああ……らぁぁぁぁあっ！」


    　最後の一人は、先端にスパイクの付いた棍こん棒ぼう、モーニングスターを手にしていた。これならば、ランベールの鎧よろい越しにも衝しよう撃げきを与えられるかもしれない。


    　だが、それも、当たればの話である。目前まで来て、覆面は、ランベールの威圧感に押し潰つぶされるような思いであった。


    　どこに殴りかかろうが、次の瞬間には打ちのめされている図が頭を過よぎる。動けない。動いたところで、死ぬだけだからだ。


    （だが……だが、一瞬でも、隙すきを作ることができれば……あの人が、この化け物を射い殺ころしてくれるはずだ……！）


    　落としかけたモーニングスターを握り直す。


    　リーチは大剣の方が遥かに長い。普通に殴りかかれば、どう足あ掻がいても叩き斬きられる。それはこれまでのことでわかり切っていた。覆面は最大まで腕を伸ばし、ランベールの大剣目がけて振りかぶる。


    　倒すことは不可能だ。だが、これで、ほんの少しでも動きの硬直を誘うことができれば、ロビンフッドが目前の大鎧を射抜いてくれるはずだ。


    　ランベールは容よう赦しやなく前に出ながら腕を上げる。モーニングスターが遥か上空へと叩き上げられた。


    「あっ……」


    　次の瞬間、圧倒的な重量が覆面の頭へと叩き落とされる。ランベールは真っ二つになった覆面を身体からだで払い除のけ、そのまま直進する。


    　ロビンフッドは、動かなかった。動けなかった。今射ろうとも、百に一つの奇跡もないのだと、はっきりわかってしまっていた。それに、ただただ、ランベールの剣技に見み惚ほれていた。


    「なんと、美しい剣技……」


    　だらりと腕を降ろし、足下に竜王弓を放つ。轟ごう音おんと共に放たれた魔銀ミスリルの矢が地面を穿うがち、土煙を上げて彼の姿を覆い隠した。


    「……退ひくぞ、セラフ」


    　ロビンフッドが言うと、彼が跨またがっていた蒼い馬は、土煙の中でこくりと頷うなずき、逆側に駆け出した。


    　青い馬は小柄な部類ではあったが、通常の馬よりもずっと速かった。彼の愛馬セラフは風のマナを操あやつる力を持っており、追い風を強め、向かい風を避けることができるのだ。ランベールが大剣を片手で持ち直して大きく肩の後ろまで引き、ロビンフッド目がけて投とう擲てきした。刃が風を穿うがちながら直進し、セラフの脚の後ろへと突き刺さり、大きく土つち埃ぼこりを上げた。


    「む……やはり、遠すぎるな」


    　ロビンフッドはぎょっとした顔でランベールを振り返る。竜王弓によって土煙を上げて姿を晦くらませなければ、セラフが後ほんの少し遅ければ、今の剣によって背を貫かれていたかもしれなかった。ロビンフッドは土煙の中より彼を一いち瞥べつし、ペースは乱さず、そのまま駆け去っていった。


    （さすがに、馬がなければ追いつけないか……）


    　ランベールは諦あきらめ、足を止めた。


    　そもそもランベールの当初の目的は、襲われていた人間の救出であった。結果としてそれに近い事態にはなったが、悪党どもの殲せん滅めつは二の次である。


    　それにロビンフッドを追うために馬を借りようとも、魔金オルガン鎧よろいの重量に耐え切れる馬はそうそうといない。


    　おまけにたとえ馬単体であっても、セラフには追いつけない。セラフに追いつくには、大柄の名馬が必要だ。


    （しかしあの男……あまり野放しにしておいていい輩やからではなさそうだったな。いずれは殺さねばなるまい。人前に出せないのは難点だが……やはり、頭なし馬を飼い慣らすか）
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    「あ、危ないところを助けていただいた。感謝いたす。お前さんほど腕の立つ剣士を、俺は初めて見た……」


    「構わぬ。戦いの気配を感じたのでな、駆け寄ってきたまでだ」


    　ロビンフッドが逃げ出してから、ファンドが『踊る剣』の代表としてランベールへと頭を下げた。他の者は負傷者の治療を行っている。『殺さつ戮りく曲馬団』に殺された者たちの死体も、街まで持ち帰ってやらねばならない。


    「途中まではよかったのだが、まさか、戦神が現れるとは‥…」


    「戦神……？」


    　その呼び名に、ランベールが肩をピクリと震わせて反応を示す。わずかにランベールの身体からだから瘴しよう気きが漏れる。


    　ただならぬ気配を察知したファンドはごくりと唾つばを呑のむ。気迫に畏おそれ、脅おびえてはいたが、ファンドにとっては仲間と自分の命の恩人である。呼吸を整えて平静に努め、ランベールへと声を掛けた。


    「詳しくは知らない様子だが、噂うわさを聞いたことはあるだろう。あの橙だいだい髪の男のことだ。名をロビンフッドといい、元々は都市バライラの冒険者だった。自由過ぎるところがあったのだが、それを補う実力があったため、見過ごされていた。結果としては……まぁ、それが災いしたんだろうな」


    　ファンドはそこまで言い、ランベールの兜かぶとを見る。ランベールからの返答はなく、立ったまま微動だにしない。ファンドは唾つばを呑のみ込み、続きを話す。


    「それで増長したのか、どんどんと身勝手さに拍車が掛かっていき……ある時、ロビンフッドの気まぐれが元で、領主様の妻を含む街の人間に死人が出て、奴やつのギルドの冒険者が全員処刑になったんだ。ロビンフッドは一人逃げ延びたが、以来、従来の悪癖が更に悪化したのか、今では最早正気とは思えぬ行動を取っているという話だ」


    　そこまで言ってから、ファンドはロビンフッドが消えていった木々の奥を忌いま忌まし気げに睨にらむ。


    「さっきの言動を見る限り……噂は、本当だったようだ。ここに来たのは、領主様を逆恨みしてのことだろう」


    「…………」


    　ランベールは何も答えなかったが、ファンドはいくらか鎧よろいの奥から放たれていた威圧感が和やわらいだのを感じ、ほっと息を吐いた。


    （戦神と聞いて驚いていたようだった。ロビンフッドの顔は知らなかったようだが……何か、因いん縁ねんがあるのかもしれない）


    　ファンドはそう考えながらランベールの兜を息を呑んで見つめていたが、ランベールはロビンフッドなど全く知らない。


    　彼はついこの間、二百年の眠りより偶然生き返ったばかりなのだ。如い何かに有名であろうとも、知っていろと言う方が無茶である。そもそも戦乱の時代においてレギオス王国を八国統一の一歩手前まで導いた将軍であるランベールからしてみれば、ロビンフッドなど恐れるに足らない相手である。この時代で戦った相手の中ではかなりマシな方ではあったが、それでもオーボック伯爵が傍そばに置いていた剣士ヘクトルの方が、単純な実力や経験では上だろうというのがランベールの見立てであった。


    　実のところ、ランベールが戦神と聞いて思い浮かべたのは、全く関係のない人物であった。


    （……なんだ、ベルフィス王国の大将軍、戦神アーデルライツとは違うのか）


    　戦神アーデルライツは、八国統一戦争の際、ベルフィス王国を相手取るに当たっての最大の障害であった。巨大な魔金オルガン製の斧おのを振るう、ランベール以上の巨体を持つ男である。


    　一度ランベールが武器を交えた相手であったが、直接対決が長引いた間に戦場全体の情勢が不利になっていたことから、決着がつかぬままに一度ランベールの方から撤退する形となった。その後、別の戦いにおいて再び相まみえたのだが、そのときはレギオス王国の参謀がアーデルライツ一人に絞った策を練り、確実に首を獲とりに行ったのだ。


    　二重三重に保険を掛けた策であったが、アーデルライツの底力を見誤ったため尽ことごとく打ち破られ、最後にはランベールのごり押しによって策を補い、アーデルライツの首を獲った。ただ、ランベールが仕留める前からすでにアーデルライツは負傷しており、実力で勝ったとは言いがたい状況であった。


    　ランベールは負傷した宿敵を討つような真ま似ねはしたくなかったが、アーデルライツの怪け我がは、少なくない味方の犠牲と引き換えに得られたものである。自分の意地を通すわけにはいかなかった。だが実力ではアーデルライツの方が上だったのではないかとたびたび悩むことがあり、そのため彼の二つ名であった戦神に過剰反応してしまったのだ。


    　もしも仮にアーデルライツが自分と同じように蘇よみがえっていたのならば、しがらみのなくなった今、もう一度一騎打ちの続きを挑もうと考えたのだ。要するに、ランベールが戦神という言葉に反応したことに、ロビンフッドは全く関係なかった。


    　少し気恥ずかしさを覚えたランベールは、自身をじっと見つめるファンドの視線にいたたまれないものを感じ、誤ご魔ま化かすように咳払いを挟む。ランベールは少々天然なところがあった。


    「しかし、まさかあの戦神ロビンフッドをあっさりと退けてしまうとは……。お前さん、いったい……？」


    「それよりも、お前たちはなんだ？　それに、この荒くれどもは？」


    　ランベールは、辺りに倒れる覆面たちへと目を向ける。


    「俺たちは、ギルド『踊る剣』の冒険者だ。ユニコーンの角の回収の依頼を受けて、この森へと来ていた。後をつけてきていた奴やつらに襲われたところを、お前さんに助けられたんだ。本当に危ないところだった……重ねて、感謝を言わせてもらう」


    「なるほど、こいつらの目当ては角か？」


    「それもわからん……。ユニコーンの角を俺たちが手に入れるのを、阻止することが目的だったのかもしれない。ただ一つわかることは、こいつらはただの雇われだってことだ。口を割らせても、大したことは知らなかっただろう」


    「ふむ……。そもそも何のためにユニコーンの角を欲していたのか、から聞いても大丈夫か？」


    　ただの一方的な強盗行為であればいざ知らず、事情の入り組んだ揉もめ事だとすれば、ランベールとしては、両者の事情も知らずに力を貸す気にはなれなかった。


    「知らないのか……？　街の冒険者の間じゃ、知らない者はいないと思ってたんだが。きっちりと話すには、少し時間がかかるな。俺たちは今から都市バライラに帰還する予定なんだが、同行しないか？　道の途中で話そう。それに、向こうで謝礼もしたい」


    「……む」


    　ランベールが不機嫌そうに声を漏らす。


    　それを聞いて、ファンドだけではなく、『踊る剣』の他のメンバーも身体からだを凍り付かせた。ランベールが鬼神の如ごとき剣技を持つのは、覆面たちを瞬殺してロビンフッドを退ひかせたことからも明らかである。機嫌を損ねたとなれば一大事だ。仮に対立すれば、この場の全員が叩き斬きられかねない。


    「……悪いが、この森でまだ所用があってな。そんなに有名な話ならば、また後で勝手に調べておこう」


    　まだ頭なし馬を、アルバナの元へと預けたままであった。


    　ランベールに服従の意思を見せてからはおとなしいものだったが、また暴れ出さないとも限らない。しっかりと人を襲わないよう、また人目を避けるよう、躾しつける必要がある。それに下へ手たに連れ回しているところを『踊る剣』の面メン子ツに見られるわけにもいかない。


    「そ、そうか……それは残念だ。都市バライラに戻ったら、必ず『踊る剣』へと立ち寄ってくれ」


    　ランベールはこうして『踊る剣』のメンバーと別れ、アルバナと頭なし馬の元へと向かった。ランベールが気配を探り、彼女たちを見つけたときには、アルバナが頭なし馬の下げた首の先端……切断面を、「おおっ」と感嘆を上げながら撫なでているところだった。


    「戻られましたか、剣士様」


    　アルバナが振り返ると、頭なし馬が巨体を縮こめながら、ランベールから隠れるように彼女の背後へと回り込む。


    「随分と馬に気に入られたようだな」


    「元々、獣けものや植物には好かれる方なのです。さっき笛を吹いてあげましたので、それもあるかもしれませんね。それより、剣士様は随分と怖がられているようで」


    「怖がっているわけではないだろう。俺も、不思議と獣と打ち解けるのは早い方でな。馬はもちろん、逃げ出した獰どう猛もうな家畜の捕獲を頼まれたときにも、まったく抵抗された覚えがない」


    「やはり怖がられているのでは……？」


    　アルバナはぎゅっと固く目を閉じて腕を組み、大きく首を傾かしげた。
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    　アルバナ、頭なし馬と無事に合流したランベールは、都市バライラへの道を進む。ランベールは頭なし馬に跨またがっていたが、走らせず歩かせ、盲目のアルバナにペースを合わせていた。


    　頭なし馬はランベールの見込み通り、金属塊に等しいランベールを乗せて平然と歩くことができた。ランベールが生前乗っていた馬には及ばないにしても、八国統一戦争時代のレギオス王国の軍馬に劣らぬ大柄である。ランベールは都市アインザスでは自分を乗せて走れそうな馬がおらず落胆していたのだが、頭なし馬がランベールを乗せて歩くことができたため、内心大喜びしていた。


    「ふむ、悪くないな……」


    　ランベールにそう言われた頭なし馬も満更ではなかった。頭なし馬はランベールに怯おびえていたが、ランベールは一戦を交えた後は敵意を見せず、態度からは賞賛が伝わってくる。


    　人と同様、獣けものも、強大な存在に惹ひかれるものである。その相手が自分を評価してくれているとなれば、そこに拍車が掛かるというものだ。ランベールがただ跨っているだけであっても、道を進むにつれて頭なし馬はランベールに懐なついていっていた。


    　元来、感受性豊かな性分であるアルバナはそのことを察しており、感心した様に「ほお」と漏らす。


    「剣士様は、凄すごいですね。人、獣、果てはアンデッドにまで通じるカリスマ性をお持ちのようで。時が時ならば、一国の王にもなれたでしょうに」


    　アルバナがそう言うのを聞いて、ランベールがぴたりと動きを止めた。無意識のうちに瘴しよう気きが漏れ出しそうになり、ランベールはすぐに気を引き締め、誤ご魔ま化かすように首を振った。


    「いえ、本当に。なぜ一人で旅をしていらっしゃるのか、私には不思議なほど…………剣士様、どうなさいましたか？」


    　ランベールが命を落としたのは、その圧倒的なカリスマ性ゆえのことである。その気になれば新レギオス王国の王冠にいつでも手が届く立場にいたランベールは、それがために元親友であるグリフから討たれ、大英雄から大たい罪ざい人にんへと転落することとなったのだ。


    「いや、なんでもない」


    「……何か、考え事をされていたようでしたが？」


    　アルバナはやや迷う素振りを見せてから、そう口にした。深く訊きかない方がいいのかどうか、悩んだのだ。


    「馬の名前を考えていてな」


    　ランベールはさっきまでの雰囲気が嘘うそのように、ぶっきらぼうにそう返す。アルバナはそれが嘘だとはすぐにわかったが、それ以上は何も訊きかなかった。


    「それはいいことですね。これからご自分の馬とされるのでしたら、名前は必要でしょう。最初に自分の馬にすると言い始めたときは……その、正直ほんの少し正気を疑いましたが……いえ、こうして落ち着いてみると、案外その子、可愛かわいいらしいところもありますからね」


    「俺が見込んだ馬だからな」


    　それにランベールは、アンデッドである今の自分に相応ふさわしい馬だとも考えていた。おまけに両者ともアンデッドでありながら、高い水準で自我を保っている。これほどまでに自我を保つアンデッドの存在は非常に珍しい。


    　アンデッドが自我を保つためには、意志と未練とマナ、この三つの強さが重要視される。通常、マナは所有者の死後に肉体の外側に分散する性質を持っているのだが、未練が強ければ強いほど内側に固まって骨に残る。死し操そう術じゆつの大半は、この骨に残ったマナを利用して死体を操あやつるのである。故に、意志と未練とマナの強さが、アンデッドがどの程度の水準の自我を保てるかを分ける。その点からいっても、頭なし馬が非常に優れた名馬であることは間違いない。


    「剣士様、それで、名前は、何に決めたのですか？」


    「む……？」


    　まったく考えていなかったので、本当に訊かれると困りものである。


    　アルバナはランベールが面食らったのを察して、しまったと冷や汗を垂らす。アルバナとて、ランベールが何かを誤ご魔ま化かしたのだということはわかっていたのだ。それでも、話の流れで、会話を繋つなぐために訊いただけで、困らせてやろうという意図は全くなかった。こう詰まられては、互いに気まずさだけが募るばかりである。


    「……ショコラ、というのはどうだ？」


    　咄とつ嗟さに、ランベールはそう口にした。アルバナが顔を歪ゆがませたのを見て、「黒いからな」と言い訳程度にそう添えた。


    「……いえ、確かにこの馬に可愛らしいところもあると言ったのは私ですが……さすがにショコラは似合わないのでは……？」


    　アルバナが遠慮がちに言う。もっともな言葉であった。頭なしの巨馬にショコラというのは、あまりにそぐわない。


    「む、むぅ」


    「ナイトメア、というのはどうでしょう？　元々、『悪夢の大馬』と恐れられていた怪馬ですからね」


    「ふむ……候補に入れておこう」


    　アルバナが自身の口元を押さえて小さく笑う。


    「しかし、馬もそうですが、剣士様にも案外可愛かわいらしいところがおありですね。まさか……その身なりで、ショコラという言葉が出てくるとは……いえいえ、決してからかっているわけではありませんよ！　ただ、ショコラ、お好きなんですか？」


    「…………」


    　ランベールは何も答えなかった。ショコラ……チョコ菓子は、かつての主君、オーレリア殿下の好物であった。もっともオーレリアは禁欲的な性格であった上に、王座を狙ねらう大公を牽けん制せいするために男と偽ることを徹底していたので、女め々めしく見られかねないものを避けていたこともあって、チョコ菓子を口にすることは滅多になかったのだが。


    　ランベールにとって、すべて終わった後の、遠い過去の想い出である。
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    『迷い人の大森林』を進む道中、正式に頭なし馬の名前がナイトメアへと決定した。アルバナと話をすればするほどランベールのネーミングセンスのなさが露呈してしまったため、結局アルバナの案を通すことになったのである。


    　頭なし馬を執しつ拗ようにナイトメアと呼ぼうとするアルバナに、ランベールが根気負けしたという点も大きかった。森の脅威が幾度となくランベールたちへと襲い掛かってきたが、ランベールにとってはさしたる問題とはならなかった。


    　道を遮さえぎる巨大蜘く蛛もの頭部をナイトメアが踏み潰つぶし、山賊団の成れの果てらしいフォレスト・ワイトの群れをナイトメアに跨またがって突撃してたったの十秒で殲せん滅めつした。ランベールの剣技とナイトメアの脚力が合わさった一撃をまともに受けた元山賊団長らしき大柄のフォレスト・ワイトは、刎はね飛ばされた首が木の高くへと衝突して腐肉がめり込み、下でアルバナとしばらく立ち話をしていても落ちてこなかったほどであった。


    　やがてランベールは順当に森の外れの街近くにまで到達し、そこでナイトメアと一度別れることにした。ナイトメアの姿は人目を引きすぎるため、街中へと入ることはできない。


    　ランベールはナイトメアへ、森の中においても極力人目を避け、攻撃されても反撃せずに逃げるよう厳命を与え、再びまた呼ぶときが来ると言い残してナイトメアと別れた。その頃にはナイトメアもすっかりランベールに懐なついており、従順に先のない首をゆらゆらと上下させ、森の闇へと消えていった。


    　森を抜けて都市バライラへと到着したランベールは、アルバナとも別れた。元より、同行は街に戻るまで、という話であった。


    「ありがとうございました剣士様。おかげさまでよい経験をさせていただきました。今日の旅路、このアルバナ、一生涯忘れることはないでしょう。常ならば、耳に入れた話は五割増しで語るところでありますが、剣士様の話はそのまま話しても誰も信じやしないでしょうから、五割減くらいでちょうどいいかもしれませんね」


    　アルバナは彼女らしい軽い口調で別れを告げ、最後に「ではまたいずれ、縁があったら会うこともあるでしょう。再会を楽しみにしております」と言って去っていった。


    　都市バライラは冒険者の都との噂うわさ通り、とにかく冒険者らしき者の数が多かった。狩りのお供となる魔獣を連れて歩く者や、大柄の武器を背負う者の姿も珍しくはない。


    　ただその中でも、周囲の者より頭一つ分以上背が高い、派手な魔金オルガン鎧よろいを身に着けて歩くランベールの姿は悪目立ちしていた。ランベールを遠目に見た者が足を止め、呆ぼう然ぜんとするあまり手にしていたものを取り落とすこともしばしばあった。


    　壁に凭もたれかかって話をしていた人相の悪い三人組が、ランベールに目を付けて鼻で笑った。


    「なんだあのデカブツ」


    「あんなもん身に着けて、まともに動けるもんかね。マルク、ちょいとからかってやれよ」


    　マルクと呼ばれた、三人組の中で一番若い小柄の娘が、にっと歯を見せて笑う。


    「任せといてくださいよ、センパイ」


    　三人は、冒険者ギルド『毒どく鼠ねずみ』の冒険者であった。『毒鼠』は一応は正規の冒険者ギルドであるが、冒険者の都バライラでは、冒険者ギルドが多すぎるために監視の目が届かず、性た質ちの悪いならず者の集団となっているギルドも多数存在する。『毒鼠』はそのようなギルドの典型であった。依頼主への恐きよう喝かつ、領主の定めた規約に反する依頼の受諾、情報の横流し、魔術を用いたスリなどの軽犯罪まで行っている。


    　マルクは両親共に冒険者であったが、彼女が幼い頃に魔獣との戦いで命を落として以来、都市バライラで盗みを働いて暮らしていた。


    　投獄されていた履歴もあったため、魔術の才はあったものの真っ当な冒険者ギルドからは受け入れてもらえず、『毒鼠』に身を寄せて生計を立てていた。


    「闇よ、我が身を隠せ」


    　マルクが指を立てて呟つぶやくと、彼女を中心に魔法陣が広がる。自身の気配を薄くする魔術である。本来は狩りなどにおいて魔獣から身を隠して逃げたり、先手を仕掛けたりするための魔術であるが、『毒鼠』では主に窃せつ盗とうの前準備として用いられる。マルクも、この手の魔術は『毒鼠』で叩き込まれて身に着けた。


    「お前、そういう、ケチな魔術は得意だよな。ハハハ」


    「似合ってるぜ」


    　マルクは二人の言葉を、心中で嘲あざ笑わらう。


    （ウチは、こんなところで燻くすぶってるつもりはないんだよ。魔術を磨いて、実績上げたら、とっとと他所よそのギルドと繋つながりを作って、こんなとこさっさと抜け出してやる）


    　そんな内心の想いなどおくびにも出さず、愛想よく笑ってひょいひょいと手首を曲げる。


    「見ててくださいよ。後ろから引っ掛けて、あのデカブツ転ばしてやりますよ。きっと、起き上がれずにもがきながら怒鳴り散らしてきますよ」


    　すっと人混みに紛まぎれ、上う手まく掻かい潜くぐりながらランベールへの距離を縮める。ランベールの背後を取る位置取りを頭の中で決めて、後ろから風の魔術で足を転ばす算段を立て、背を屈めて駆け出した。


    　マルクが一定の距離まで近づいたとき、ランベールは不意に足を止めた。ちょうどその距離は六ヘインであり、ランベールの背負う大剣の三倍近い長さであった。


    　とはいえ、この人混みの中である。魔術で気配を薄めたマルクの接近を、六ヘインも遠くから察知できるわけがない。通常であれば、マルクも自分とは関係なく、別の要因で足を止めたのだろうと判断したはずだった。


    　そうさせなかったのは、ランベールの殺気である。戦場において、他の者たちの戦いを掻い潜り、敵の背から首を獲とろうとする行為は有効である。その技術だけを磨き、確実に敵将の首を獲ることに長たけた者もいたほどである。


    　元四魔将の一人であったランベールは、特に交戦時に死角からの攻撃を受ける機会が多かった。戦場でなくとも、暗殺者から命を狙ねらわれるときもある。八国統一戦争時代の戦士は、自然と常に自みずからへ意識を向けているものの動向を察知する技術が身についており、またそれができないものは、多少剣の腕が立ったとしても若くして命を落としていた。


    　八国統一戦争時代における一流の暗殺者の絶技を幾度となく躱かわし、その場で殺し返してきたランベールにとっては、マルクの半端なカモフラージュなど、むしろ自分の存在を大声でアピールしてから正面から吠ほえて斬きりかかるようなものだった。


    　だが、それが幸いした。むしろマルクの腕が立っていれば、ランベールも殺気を押し殺して相手を引き付け、確実に必殺の一撃をお見舞いしていたところであった。


    　マルクに多少才があるとしても、彼女は平穏な時代に、下級のならず者ギルドで魔術を習ったに過ぎない。ランベールにとっては子供の悪戯いたずらも同然であり、敢あえて反撃する意味はなかった。適当に脅して退かせようと考えるだけの猶ゆう予よが充分にあった。


    　ランベールは接近してきた者の気力が折れたのを感じ、何事もなかったかのように悠々と歩き去っていった。


    （賑やかな街だな。まずは街のことを知って『笛吹き悪魔』の動向を探るためにも、『踊る剣』のギルド本部へと向かいたいところだ。あそこならば、協力的に接してくれることだろう）


    　ほとんど何もすることなくマルクを撃退したランベールは、マルクのことを必要以上に気に留めることもなかった。だが、マルクの方はそれでは済まなかった。


    「うぷ……おえっ……」


    　まともにランベールの殺気を受けたマルクは耐え切れず、腰が砕けてその場に両膝ひざをついた。


    　急激なストレスのためにせり上がった胃液を抑えるため、自身の首元を押さえて倒れ込む。すぐさま、街の一角で大騒ぎになった。


    「おい、どうした嬢ちゃん」


    「何があった？」「いや、気が付いたときには倒れてて……」


    （なんだ？　通り魔ではなさそうだな？）


    　とうにマルクから意識が逸それていたランベールは、他ひ人と事ごとのようにマルクを振り返ってそう考えていたが、特に自分が出で張ばる案件でもなさそうだと判断し、前を向き直して『踊る剣』のギルド本部探しを再開した。
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    　冒険者ギルド『踊る剣』の元へと訪れたランベールは、ギルドの冒険者たちに手厚く歓迎された。なにせ戦神ロビンフッドの襲撃をランベールが追い払わなければ、ユニコーンの角の捜索に出ていた冒険者たちはまず全滅していたのだ。主力メンバーが多く出陣していたため、ランベールがいなければ『踊る剣』のギルド自体が解散の危機に陥っていたところであった。


    　最初はただならぬオーラを纏まとうランベールに尻しり込みしていた『踊る剣』の冒険者たちであったが、ユニコーン討とう伐ばつ隊の隊長であった赤髪の大男ファンドが駆け足でやってきて「よく来てくれた！」と声を掛けて以来、空気は大きく和やわらいでいた。その場に居合わせた者が感謝の言葉を口々に言い、ひと段落ついたところでファンドがランベールへと切り出す。


    「ユノス様も、ぜひ恩人に直接会って礼がしたいと仰おつしやられていたところでな……。ぜひ会っていってはもらえんか」


    「ユノス？」


    　ランベールが聞き返したことに、ファンドは少々意外そうな顔をした。


    「……知らなかったか。ユノス様は、我々のギルドマスターさ。ゼロから始めて、たったの五年でこの『踊る剣』を、都市バライラの有力ギルドの一つにまで成長させたのさ！　魔術を歩法と牽けん制せいに用いた独自の剣術によって、万の冒険者に溢あふれるこのバライラにおいて、上位五位に入る実力者と称されている。あの戦神ロビンフッドに、もっとも近い剣士と称される……と言っても、お前さんには自慢にはならないか」


    　途中まで意気揚よう々ようと自慢げに語っていたファンドであったが、ランベールがロビンフッドを一いつ蹴しゆうしたことを思い浮かべてか、苦笑いして頭を掻かいた。


    　ファンドに案内され、ランベールは奥の部屋にまで通された。『踊る剣』のギルドマスターであるユノスは、銀髪の糸目の男であった。剣士としてはやや細身である。


    　聞いていた印象とは違い、容貌や立ち振る舞いからもやや軽薄な印象を受ける。ユノスはランベールが部屋へと入ったときは女冒険者と談笑していたが、ランベールを見てからは彼と二人で話がしたいと口にし、女冒険者とファンドを下がらせた。


    「君が例の鎧よろいの剣士か。ギルドマスターとして礼を言わせてもらうよ。横槍やりがあったとはいえ、モンド伯爵様からの依頼を失敗したとなれば、『踊る剣』の名に関わるところだった。無論、手助けがあったことは私からもモンド伯爵様に伝えさせてもらったけどね。伯爵様は、君にとても関心を持っているそうだったよ」


    「……まず先に口にするのは、名誉と功績の話か」


    　その言葉を受けて、ユノスが一瞬沈黙する。ランベールの言葉は、ユノスが部下たちの生き死にに一切触れていないことを批判していた。上に立つ者ならば部下たちの身を案じることが義務であり、まずユノスが礼を言うとすれば、部下の死者の数を抑えたことに対してであると、ランベールはそう考えていた。


    「……この都市バライラで上を目指すのならば、恩や情だけではどうにもならないことが多々ある。君ほどの剣の腕となれば、潜くぐってきた修しゆ羅ら場ばも一つや二つではあるまい。君は、綺き麗れいごとだけで生きてこられたのかな？　そんなはずはあるまい」


    　ユノスは固まった表情を崩し、軽く笑ってみせる。


    「君とは建前抜きで話したかった。だから、彼らを下がらせた。メンバーは補充が効く。だが、組織の名に傷がつけばそこまでだ。今回の一件で……他のギルドが引き受けられなかったモンド伯爵様直じき々じきの依頼を、私たちが見事達成したことになる。他所よそと一つ、差ができた。君には本当に感謝しているよ。この機を逃していれば、我々は長く、今の位置止まりであっただろうね」


    　ユノスは喋しやべりながら、言葉に対するランベールの反応をちらちらと窺うかがっていた。軽々しく見えて、やや不気味な男だとランベールは感じた。裏表のなさそうなファンドとは対極である。


    「……もっとも、ロビンフッドの横槍やりさえなければ、彼らはゴロツキの『殺さつ戮りく曲馬団』程度、数人の犠牲で軽く跳ね退のけられたはずなんだけどね……。そうなっていれば、伯爵様への嫌がらせとして雇われたであろう、悪名高き彼らを跳ね除けて依頼を達成した『踊る剣』の名声は、確固たるものとなっていたはずなのに……」


    　ユノスが忌いま忌まし気に言う。それははっきりと、部下が数人死んでいようが、名声が得られていた方がよかった、ということを意味していた。


    「兵に敬意を払わぬ将は、長続きせぬぞ。道理を通さず小手先でその場を凌しのぐ者は、結局のところ、いつか躓つまずく」


    「……君も一流の剣士なら、同じ視点で物事を見られると思ったんだけどね」


    　ユノスは薄目を開けてランベールを睨にらむ。


    　ユノスの言葉は明確に間違っている部分があった。ランベールとて確かに、綺麗ごとだけでは通れないことは多々あった。八国統一戦争の苛か烈れつさを思えば当然である。それでもランベールは、自分の決めた道理を守って戦い切るだけの力があり、また大義があった。


    　名誉と富を部下よりも優先したユノスの発言は、明らかにランベールの考えとは反するものであった。


    　また、一流の剣士同士といえども、明らかにその格には数段の差があった。


    　沈黙が数秒も続かぬ間に、ユノスは口元に手を当て、誤ご魔ま化かすように笑った。


    「いや、いい。私が悪かった。そんな話はこれくらいにしよう。実は、モンド伯爵様が我々を館に招いてくださってね。改めて礼が言いたい、ということだろう。その席に、君も来ていただけないかな？　モンド伯爵様も喜ぶだろう。会う機会があるのならば、ぜひ声を掛けておいてほしいとのことだった」


    「ふむ……」


    　とはいえ、ランベールは物を食べることができない。おまけに兜かぶとを脱ぐことさえできない。誤魔化しの利かない場であっては、アンデッドであることを暴かれかねない。


    　しかし、この地が『笛吹き悪魔』に狙ねらわれている可能性を危険視しているランベールとしては、領主の『笛吹き悪魔』に対する認識を確認しておきたかった。


    「挨あい拶さつにだけ伺うかがわせていただこう。あまりそういった場には慣れていないものでな」


    　当然生前のランベールは大陸西部の統一王となったオーレリアの重臣であり、貴族相手の社交の場は慣れるどころか日常の一つであったが、すぐに下がる言い訳としてそう述べておいた。それに時代が違えばしきたりも違うもの、あながち嘘うそというわけでもない。


    「……ところで君は、冒険者ギルドへ加入するためにこの地へ？　ならばぜひ、我々の仲間として剣を振るってほしいところではあるが。破格の対応で君を受け入れよう。『踊る剣』は今回のことで名が売れ、ギルド入りの志願者も増えることだろう。いずれは、この冒険者の都の頂点を取る」


    「せっかくの誘いではあるが、方針が噛かみ合わないことはお前もわかっているだろう。それに俺は、この地に長居するつもりはない」


    「そう……残念だ」


    　からからと笑いながらユノスは答える。熱弁したわりには、あっさりとした返答であった。だが、敢あえて感情を殺して返事をした節があったことを、ランベールは見抜いていた。


    　実際、ユノスは是が非でもランベールを引き入れておきたかった。手を貸した者がいたとなっては、ユニコーンの討とう伐ばつも、『踊る剣』の功績といった印象が今ひとつ薄れてしまう。


    　だがランベールを引き込んで『踊る剣』の一員に加えてしまえば、ランベール含めて『踊る剣』の評判ということになる。『殺さつ戮りく曲馬団』や戦神ロビンフッドの撃退も、すべて『踊る剣』の功績となるのだ。


    　ただその感情はあくまで顔には出さず、表面的な作り笑いを浮かべていた。


    （信用できそうにない男が出てきたな。繋つながりができたのはありがたいと考えていたが、あまりこのギルドと関わるべきではないかもしれぬ）


    　ランベールが警戒心を高めるのとは対照的に、ユノスは親しげに続ける。


    「そういえば、聞くのが後になってしまっていたね。君のことは、何と呼べばいいかな？」


    「……ああ、ランベールと、そう呼んでくれればいい」


    　ランベールがあっさりとそう言ってのけたのを聞き、ユノスは面食らった。


    　レギオス王国の歴史が語られる際、四魔将ランベールは、手段を選ばず成り上がった悪者とされることが多い。八国統一戦争の終結間際にその本性を現し、満を持して英雄グリフの暗殺にかかり、激戦の末に返り討ちとなる。確かに恐ろしく腕の立つ猛将であったとされるが、レギオス王国においては、赤子につけることさえ忌き避ひされる名である。ユノスには好んでその名を騙かたる者の気が知れなかった。


    「はっは……変わった趣向だね。だが、そういうのは嫌いではないよ」


    　ユノスはランベールの機嫌を取るように、砕けた調子でそう言った。
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    　後日、ランベールはギルド『踊る剣』の主力メンバーの七人と共に、モンド伯爵邸ていを訪れた。七人の内訳は、ギルドマスターのユノスと、ユニコーン討とう伐ばつ隊の隊員であったものが四人、他にランベールが森では顔を見なかった冒険者が二人である。


    　モンド伯爵邸は、綺き麗れいな赤煉れん瓦がの、品の良い巨大な建物であった。館の周囲は整えられた庭園に囲まれており、主あるじの趣味の良さが窺うかがえる。


    　ユノスは先頭に立って歩き、塀の入り口に立つ二人の門番へと頭を下げた。


    「先日、モンド伯爵様よりお招きに預かりました、ギルド『踊る剣』のマスター、ユノスと申します」


    　対する門番の男は、目を細め、怪け訝げんそうにユノスを睨にらむ。後ろからその光景を見ていたランベールは、その様をやや訝いぶかしんだ。


    （今日『踊る剣』の面メン子ツが館へ来ることは、当然、モンド伯爵に仕える者ならば知っているはずだが……）


    　ランベールが疑問に感じていると、門番の片割れがユノスから目を離し、隣の同僚へと声を掛ける。


    「……おい、案内の者を呼んでこい」


    　命じられた方も、黙って頷うなずくとユノスたちに会え釈しやくすることもなく館の方へと駆けていく。明らかに対応がおかしい。向こうは貴族に仕える兵で、『踊る剣』は一流ギルドとはいえども所しよ詮せんは冒険者である。しかしそれを踏まえた上でも、あまりに無礼な態度であった。


    「おい、こっちは招かれてきてるんだ。何のつもりで……」


    　ファンドが動き、残った門番へと詰め寄ろうとした。それをユノスが腕で制する。


    「申し訳ございません。彼は少々、血の気の多い性質でして」


    　ファンドは納得がいかなさそうな様子であったが、すごすごと引き下がった。その様を見て、門番が鼻で笑う。


    「確かにそのようだな。所しよ詮せんは荒くれ者の、成り上がり連中か」


    　ユノスは門番の言葉には何も返さなかった。先ほど同様、掴つかみどころのない笑みを浮かべているだけである。門番の皮肉など、気にも留めていないようであった。


    　そうこうしている内に、先ほどの館へ駆けていった門番が、大男を連れて戻ってきた。


    　大男の腕は、丸太のように太い。鼻と頬ほおが膨れ上がっているかのような顔立ちをしており、岩肌はだの豚という表現がしっくりくる容貌であった。明らかに案内人という柄ではない。


    「…………」


    　剣けん呑のんな雰囲気を感じ、ユノス以外の『踊る剣』の面メン子ツが警戒心を露あらわにした。


    （この平和なご時世に、使用人でさえも鍛たん錬れんを欠かさぬとは……見事だ）


    　ランベールだけ、全く関係のないことを考えていた。


    　ランベールの生きていた時代は力こそすべてである。貴族の館が襲撃されることも多い。そのため、案内人があからさまな武人でも、さほど違和感は覚えていなかった。


    「なるほど、なるほど、貴様らがユニコーンの角を持ち帰ってきた、『踊る剣』か。我々と違い、コソコソと魔獣を追うのに長たけているというのは本当らしいな！　ハッ！　なんでも使いようというわけか」


    　大男が笑い出した。それを聞いて、ようやくランベールも合点がいった。


    （……ユニコーンの角は、緊急の必要があったにも拘かかわらず、頭なし大馬のせいで誰も取ることができなかったという。要するに、こいつらは面子を潰つぶされた私兵の者たちか）


    　豚男へ期待を寄せていたランベールの気持ちは一気に萎なえていた。


    「俺はグラスコ様だ！　モンド伯爵様に仕える私兵団の長だ。だが、がっかりしたな。ユニコーンの角を取ってきた冒険者どもの顔をいち早く拝んでやろうと出で張ばってきたのに、ひょろい奴やつばかりではないか！　拍子抜けしたわい」


    （これが、モンド伯爵の抱える兵のトップか。戦力は冒険者頼みというのは本当らしいな。冒険者は領主からしてみれば、使いたいときにだけ自由に扱える駒であるが、ゆえに責任感が薄くなる。実際に都市バライラが戦地となったとき、何割がこの地を守るために奮戦することか……）


    　ランベールは私兵団長グラスコを眺めながら、内心呆あきれ果てていた。都市バライラの方針として冒険者の活動支援に重きを置いていることは理解していたが、直属の部下の質をもう少し何とかすることはできなかったのか、と。


    「大した奴はいなさそうだな！　ハッ！　どれ、伯爵様と会う前に、少しこの俺が遊んでやろうではないか、んん？　お前たちが弱ければ、お前たちに仕事を横取りされた我々の顔が立たないからな。わかるか？　迷惑なんだよ、伯爵様から信用を稼ぐために、せこせこと動くギルドの奴らはなぁ！」


    　グラスコが目配せすると、グラスコを呼びに行っていた番人の男が、手に抱えていた二本の模擬剣をその場に転がした。


    「貴様らゴロツキがいくらみみっちい功績を積もうが、俺は認めねぇ。一人出てこい、俺様とこの模擬剣で戦い、俺様より先に一ひと太た刀ち浴びせることができたら通してやる」


    「……こういったことは困ります。モンド伯爵様も、知ればお怒りになるかと思いますが？」


    「ああん？」


    　ユノスもさすがに狼狽うろたえていた。


    　主の招いた恩人に無断で喧けん嘩かを吹っかけるなど、考えなしにも程がある。ユノスはグラスコを相手取って勝つことは難しくないと思っていたが、しかし下へ手たに動いて後に尾を引くような事態になることは避けたかった。『踊る剣』が先に難癖をつけてきたと虚言を喚わめかれても厄やつ介かいである。


    　モンド伯爵の私兵団の大半は、伯爵の親戚筋の者から構成されている。先々代からそういう習わしになっており、付き合いの深い家系も多い。モンド伯爵も無碍に切るわけにはいかないのだ。


    　そのため、内部は実力主義の冒険者とは異なり、権威主義である。それなりに訓練は積んでいるが、実家とモンド伯爵の後ろ盾だてを持つ私兵たちには冒険者ギルドのような危機感はなく、危ない仕事は冒険者に投げればいいという考えであるため成長は遅く、せいぜい二流冒険者程度の位置付けであった。たまにモンド伯爵が実力者を別枠でスカウトしても、立場がなくなることを恐れたグラスコ一派がいびって追い出すのが常である。


    　グラスコも、『踊る剣』の冒険者たちを本気で追い返せるとは思っていなかった。ただ、冒険者如ごときが『私兵団のできなかった仕事を引き受けてやった』という面つらで館を歩き回るのが我慢ならなかったのだ。先に叩いておけば、ここで大きい顔はできないだろうという考えである。


    「俺が行こう」


    　ランベールが前に出た。


    　ユノスたちが、ギルドの名に傷が付くことを恐れていると知っての行動であった。自分ならば、『踊る剣』とは無関係であるし、この地に必要以上に長居するつもりもない。『踊る剣』の冒険者もほっとしたように表情を緩ゆるめ、ランベールの機転に感謝を抱いていた。


    「そう来なくてはつまらぬわ！」


    　グラスコがにやりと笑い、門番から模擬剣を受け取った。


    （ふふ、馬鹿な奴やつめ！　奴に渡す模擬剣は、刃部分を削って脆もろくしている。一度打ち合えば、確実に折れる……）


    　ランベールが大剣を置いて模擬剣を受け取ったところで、グラスコが模擬剣を構えた。


    「いいか？　身体からだのどこにでも、先に模擬剣の刃で一撃入れた方の勝ちだ！」


    　言うなり、グラスコが突撃する。だが狙ねらいは、ランベールの剣のガードである。確実に防いで剣を折り、そのまま無手の相手を打ち倒すつもりであった。


    「ふんっ」


    　唐突に、ランベールが模擬剣を二つにへし折り、地へと落とした。グラスコの模擬剣を避けるため身を引き、大きく空振りしたグラスコの手の甲を叩いて模擬剣を落とさせて間合いを詰め、顔に軽くビンタを放った。


    「ぶべっ!?」


    　グラスコが勢いよく地面を転がり、塀に頭を打ち付けた。ランベールの軽くは当てにはならない。グラスコの歯が地の上に七、八本落ち、夥おびただしい量の血液が地を濡らしていた。


    　しかしこれだけで済んだのは幸いであった。本気で叩かれていれば、最低でも確実に首は折れていたはずである。


    「ひ、ひぃっ！　いでぇ、いでぇ……！　何をっ……俺に、何を……」


    　グラスコが顔を上げたとき、ランベールがグラスコの模擬剣を振り上げているのが目に入った。


    「模擬剣で叩かねば勝負は終わらんのだったか」


    　グラスコが一気に青あお褪ざめ、後あと退ずさって塀へと縋すがりつくような姿勢を取ってガタガタ震えだした。ランベールの身体からだがピクリと動くと、それが処刑の合図だと思ったのか、身体を大きく恐怖に跳ね上げてから、意識を手放して動かなくなった。失神と同時に失禁したらしく、グラスコの股の間から水が広がっていった。


    「……何と情けない。貴様も兵なら、なぜ主の顔に泥を塗るような真ま似ねをするのか」


    　ランベールが、振り上げた模擬剣をゆっくりと下ろし、丁寧に柄の方を向けて門番に返した。


    「は、はい……申し訳ございません……」


    　あれほど態度の悪かった門番も、自分が言われたと感じたのか、膝ひざをついて両手で模擬剣を受け取った。門番もランベールが優位になれば難癖を付けて止めに入ったり、決着に文句を付けて仕切り直させたりすることも考えていたが、その余地は一いち分ぶもなかった。


    （ロビンフッドを追い返したというのは半信半疑だったが……ここまでだったか。これは、私でも勝てるとは限らないぞ）


    　ユノスは無表情でランベールの背を睨にらんでいた。ランベールもユノスの視線には気付いていたが、敢あえて振り返りはしなかった。
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    「『踊る剣』の方々が、表の方に来ていると……な、何があったんですか!?」


    　門前へと息を切らしながら現れたのは、モンド伯爵家の使用人の少女、ミグルドであった。その際に彼女の見た光景は、大鎧よろいの男に向かって土下座する門番二人と、恐怖に表情を歪ゆがめて気を失っている私兵団長グラスコの姿であった。


    　ミグルドは、私兵団長グラスコが真っ先に門へと向かったと知り、ひと悶もん着ちやく起こすつもりなのではないかと慌あわてて後を追いかけてきたのである。


    　グラスコは血の気が多く、また自分の領分を侵しかねない冒険者を酷ひどく嫌っていた。特に今は、『踊る剣』のギルドが、私兵団が成せなかったユニコーンの角の回収を遂げてしまい、特に苛いら立だっていたところであった。


    　しかしまさか、それがこんな結果になっていようとは、思いもしなかった。大鎧よろいの男……ランベールは、唖あ然ぜんとするミグルドへと兜かぶとを向け、大きく頷うなずいた。


    「すまないが、喧けん嘩かをした」


    「え、ええ……？」


    　ミグルドは困惑気味に、気を失っているグラスコへと目線を落とす。


    　私兵団長、グラスコ。貴族の長男であったが乱暴者で頭も悪く、自領の民を相手に派手に暴行を加えたことも何度もあったため領民からの評判も悪く、そういった理由から家か督とくを弟に奪われて家を出され、モンド伯爵の私兵となっていた。


    　建前ではモンド伯爵に腕を買われて剣士として人に尽くす道を選んだということになっているが、家の看板にこれ以上泥を塗る前に他領へ飛ばされたというのが実情である。


    　おまけに狡こう猾かつで外見に似合わず慎重派であり、勝てない勝負は絶対にしない性質である。ただ、親の方針で幼少から剣術を仕込まれており、体格も大きく力もあるため、剣士としても、それなりの腕前は持っている。


    　そんなグラスコが、こうもあっさりと伸びているというのは、普段のグラスコを知っているミグルドにはなかなか受け入れられない出来事であった。


    「ミグルドよ、これは何の騒ぎか」


    　そこへ、低い貫かん禄ろくのある声が響く。現れたのは恰かつ幅ぷくのいい初老の男である。顔には深く皺しわが刻まれているが、年による衰えを感じさせない強い表情をしていた。


    「は、伯爵様……その、グラスコ様が……」


    　名を呼ばれ、初老の男──モンド伯爵は、地に寝転がるグラスコへと歩み寄り、溜め息を吐ついて首を振った。


    「儂わしの部下が迷惑をかけたらしいな」


    　モンド伯爵も、他の部下からグラスコが口端を吊つり上げて意気揚よう々ようと門前へと駆けていったという話を聞いて事態を察知し、グラスコは自分以外の誰が何を言っても聞かないだろうと考えて出てきたのである。モンド伯爵は顔を上げてグラスコから視線を外し、ランベールへと目を向ける。


    「なるほど、貴殿が噂うわさの鎧の男か」


    　ユノスはモンド伯爵がランベールに近づくのを見て、ランベールの斜め前へと自然に移動し、地に膝ひざをついて頭を下げた。


    「……いえ、これはただの喧けん嘩かです。私もこの場に居合わせておきながら、止められずに申し訳ございません。それに、彼を連れてきたのはこの私です。罰は私が謹つつしんでお受けしましょう」


    　それからちらりと、ユノスは念押しするようにランベールを見た。


    「……顔を上げよ。そういうことにしてもらえると、儂わしも助かる。手荒い歓迎となってしまったようですまない。恥ずかしいところをお見せしてしまったらしい」


    　ユノスが自みずから罰を乞うたのは、モンド伯爵がむやみに人を罰する人柄ではないと前々から知ってのことである。場を丸く収めるには、相手を立てておくのが一番である。


    　ランベールはユノスに泥を被かぶせられた形になったが、ランベール本人は気にしてはいなかった。元々グラスコの決闘を受けた時点で、『踊る剣』の身代わりになって厄やつ介かいごとを引き受けるつもりであった。


    　モンド伯爵に連れられて庭園を抜け、館の食堂へと向かう。廊下を移動する際に、ファンドが小声でユノスへと耳打ちした。


    「ユノス様よ……あんな奴やつを庇かばってやらなくてもよかったんじゃないのか？」


    　あんな奴、とは当然グラスコのことである。ファンドを筆頭に、『踊る剣』の面メン子ツは、グラスコの一方的な物言いや子供じみた挑発に大分気分を悪くしていた。ランベールに顔面を叩かれて気を失ったため溜りゆう飲いんは下がったが、グラスコのためにランベールが泥を被り、自分たちの頭目であるユノスが頭を下げることになったのには納得がいかなかった。


    　ユノスは軽く微笑ほほえむだけで、ファンドには何も答えなかった。ファンドはそのユノスの笑みに引っ掛かりを覚え、顎あごに手を当てて視線を床へと下げて、歩みを遅らせる。


    　顔を上げたときには、ユノスはファンドよりも少し前に出ていた。ファンドはユノスの後頭部を眺めながら考える。


    （ユノス様……随分と、機嫌がいい？）


    　ファンドの予想は当たっていた。ユノスはグラスコに絡まれたときにはさすがに困惑していたが、騒動が落ち着いてからは、むしろ機嫌をよくしていた。


    （いずれは蹴け落とす相手だ。無能ならば、その方がいい。ただの馬鹿どもだと思っていたが、この様子を見るに大馬鹿だったらしい）


    　ユノスが機嫌をよくしたのは、私兵団長であるグラスコが無能であることを実感できたためである。


    　ユノスの目的は、『踊る剣』を冒険者の都バライラ一の冒険者ギルドにし、私兵団を押し退のけて領主であるモンド伯爵からの信用を得て、最終的には領の政治に口出しのできる立場にまで上り詰めることであった。


    『踊る剣』も、ユノスにとってはモンド伯爵に取り入るための手段でしかない。領主の私兵が役立たずだったからといって、苛いら立だちを覚えるようなことは決してない。むしろ彼からしてみれば、喜ぶべきことであった。


    「此こ度たびのユニコーン討とう伐ばつ、ご苦労であった。儂わしの姪めいのクリスはここ数日死の淵ふちを彷徨さまよっておったが……ユニコーンの角を用いた霊薬によって、無事に安定しておる。今は絶対安静ではあるが……体調が整えば、ぜひロビンフッドを相手取った鎧よろいの剣士と会いたいと言っておった」


    　移動中、モンド伯爵が口を開いた。付き添って歩いていた使用人の少女ミグルドは、眉まゆ根を寄せてランベールを見上げ、ごくりと唾つばを呑のんだ。


    　ランベールがちらりとミグルドを見たので、彼女は慌あわてて目を逸そらした。ミグルドは、今も鎧の大男が兜かぶとの隙すき間まから自分の様子を窺うかがっているのではないかと思うと、まるで十の魔獣に囲まれたかのように背筋がぞくりとし、身体からだが重くなったように感じた。


    （……クリス様にこの方を合わせたら、この威圧感に気け圧おされて病状が悪化するのでは……？）
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    　ランベールはモンド伯爵の館の客室へと通された。『踊る剣』の冒険者たちが次々に席に着く中、ランベールは机を前にただ立っていた。


    「どうした？　座ってよいのだぞ？」


    　モンド伯爵が怪け訝げんそうに顔を顰しかめる。


    「おい、ランベール」


    　ユノスが小声でランベールを急せかす。ユノスとしては、ランベールにギルドへの参加を断られた以上、モンド伯爵がランベールを気に入る様な事態はなるべく避けたかった。


    　モンド伯爵の私兵にランベールが入れば、それだけでランベール一人の活躍によってモンド伯爵が冒険者ギルドを頼る機会が急減するだろうと推測していたためである。しかしあからさまに失礼な真ま似ねをされては、連れてきた自分の印象も悪くなりかねない。


    「俺は、このような華やかな場にはそぐわない性分。ただ、伯爵様に聞いておきたいことがあった。そのためだけにここへと来させてもらった。失礼は承知で、それが終われば俺は帰らせていただく」


    　無理を言っている自覚はあったが、ランベールの鎧の中には骨とマナしか残っていない。食事をとることはできないし、誤ご魔ま化かすにも限度がある。本来ならばこのような場は回避すべきであったが、事はこの都市バライラに、果てはレギオス王国全土に関わることである。


    　モンド伯爵が明らかに顔を顰める。それと共に、客室内に剣けん呑のんな雰囲気が漂う。


    　モンド伯爵は気が長い性質ではあるが、その心中はあまり穏やかではなかった。だが鎧の男は姪のクリスの命の恩人である。そのため、言葉を遮さえぎるような真似はしなかった。


    「恐らくこの都市バライラは、『笛吹き悪魔』に目を付けられている。それに対する備えは、戦力は、この都市にあるのか？　あの私兵たちが、肝心な時に役に立つとは到底思えない」


    「ランベール！　無礼が過ぎるぞ」


    　ユノスが席を立ち、ランベールの前へと立った。


    「……構わぬ。『笛吹き悪魔』への警戒の呼びかけは王家の使者からも来ていたが、まさか、ただの旅の剣士が同じことを忠告に来るとはの」


    　モンド伯爵がユノスを止めて、ランベールへと言う。


    （王家は、『笛吹き悪魔』への警戒をしっかりと強めていたか。ならば、最悪の事態ではない、か）


    　ランベールが都市バライラへの攻撃を懸念したのと同様、レギオス王国王家も同じ考えのようであった。


    「そのときも返させてもらったが、この地には優秀な冒険者が多い。レギオス王国全土を見回そうが、これほど強者が多数揃そろっている地はない。反王国組織なぞ、恐れるには足りぬ」


    「……お言葉だが、冒険者と私兵の意味は全く違う。戦争ともなれば、多くの冒険者はこの地から去る。その場その場で雇う冒険者と、ずっと手元に抱えている私兵の差は大きい。本当にこの地が危なくなったときに、果たして何人が命を張るのか」


    　八国統一戦争時代にも冒険者は存在した。ただその多くは、力を持ちながらも国に尽くすことを拒んだ外れ者たちである。彼らは国から国を自在に動き回り、比較的落ち着いた地を好んで動き回り、人ではなく魔獣を斬きった。


    　そんな連中が、都市の有事に命懸けで戦うなど、ランベールには想像できない。また、日頃から主に恩義を受けている身でもない冒険者に、そこまでする義理もないと考えていた。


    　数ある冒険者ギルドが犠牲を臆せず動けば、確かに『笛吹き悪魔』に対しての強い対抗戦力となる。だが、そんなことはあり得ない。モンド伯爵の言葉は一見正しいが、相手の出方、規模によっては容易たやすく崩壊するものだと、ランベールはそう捉とらえていた。


    　ぴくり、モンド伯爵の眉まゆが動く。


    「……数ある冒険者ギルドが、防衛に関して意味を持たないと？」


    「そこまでは言っていないが、形態が隙すきになると言っている。今のままでは、万が一の事態が起こったとき、どれだけの被害が出ることか。現私兵団の即時解体を進言する。時間が惜しいが、あれではない方がマシだ」


    　ランベールの言葉を選ばない言い方に、客室内の空気が重くなる。恩があるとしても、補いきれぬ物言いである。モンド伯爵も、この者を部屋から出せと、喉のどまで口に出かかった。だが、ランベールの言葉は、ただの妄もう言げんとは切り捨てられなかった。


    　モンド伯爵は都市バライラにおいて、冒険者の支援を徹底していた。王家の使者から警戒が促された際には、各冒険者ギルドに新しい書類を提出させて戦力の規模の把握を行い、まず危険性はないだろうと見積もっていた。


    　しかし、領地の有事に、どれだけ冒険者ギルドが動くか。モンド伯爵もその点に対してまったく考えていなかったわけではないが、ランベールの言葉を聞き、認識が甘かったのではないかという考えが頭を過よぎったのである。


    「…………」


    　モンド伯爵が、額に汗を浮かべて黙りこくる。


    「悪いが、見ている限り、ここの私兵には何の期待もできない。王国の警戒度合いによっては、王国騎士団を借り受けられるかもしれん。伯爵様の面メン子ツを潰つぶすだけになるかもしれぬが、最悪を想定するならば、そうすべきだ」


    　そのとき、扉が勢いよく開かれた。


    　現れたのは、顔に包帯を巻いた豚のような拉ひしやげた鼻の男、グラスコである。その後ろには、彼の部下である五人の私兵が立っている。


    　グラスコは先ほどの模擬戦においてランベールを前に恐怖して失禁したため、汚れた衣服を既に着替えている。


    「わ、我ら私兵団が、何の期待もできないだと!?　我々だけではなく、モンド伯爵様への侮ぶ辱じよくでもあるぞ！　し、死刑だ死刑！　伯爵様！　奴やつを死刑にしましょう！」


    　グラスコは、このままでは腹の虫が治まらないと、部下を引き連れて客室前まで来たものの、先ほどの事態を思えばランベール相手に自分が何かできるとも思えず、ただ部屋の前をウロウロしながら時折、中の会話を盗み聞きしていたのである。そこで自分たちへの戦力外通知を伯爵へ告げるランベールの言葉を聞き、怒りを抑えきれなくなって衝動的に飛び出したのだ。


    　ランベールが無言でグラスコを睨にらむ。グラスコはたじろぎ、身を引いた。ランベールに力で敵かないようがないことは、はっきりと自覚していた。


    「これ以上は意味がなさそうだ。都市バライラについて、俺は深く知っているわけではない。伯爵様の思惑やしがらみ、事情も把握していない。ただ、早急に何か手を打ってもらえることを期待している」


    　ランベールがグラスコへと歩み寄る。グラスコはぶるりと身を震わせ、身体からだを引いた。


    「な、なんだ？　なんだ、なんだ……なんだぁっ！　ここ、このグラスコ様が本気を出せば、貴様なんぞ……！」


    　ランベールは、グラスコが下がったことで空いた隙すき間まから、堂々と客室の外へと出た。ランベールはただ扉を通りたかっただけであった。前を陣取っているグラスコが邪魔だったのである。グラスコは顔を恐怖に歪ゆがめ、しばらく息を荒らげていたが、ランベールが完全に自分に背を向けたのを見て、今が好機だと口元を歪めた。


    　グラスコは元々気が短い。伯爵の私兵という自身の地位を脅かすランベールに対して、強い怒りを覚えていた。そこへ加えて、伯爵への私兵団解体の進言である。


    　それはグラスコの凶行を招くのに充分すぎる理由であった。グラスコは腰の鞘さやに手を当てて、ランベールへそっと歩み寄る。取り巻きたちがさすがにそれはまずいと気づいたときには、後の祭りであった。


    「死ねやオラァッ！」


    　グラスコは剣を抜き、ランベールの首の関節部目がけて振るった。


    　グラスコの剣はランベールを擦すり抜けた。少なくとも、グラスコにはそのように感じた。


    「……はっ？」


    　刃の先がなくなっていることに気が付いたのは、一瞬後のことだった。


    　グラスコの顔が掴つかまれ、持ち上げられる。その首元には、グラスコの振るった剣の刃が付きつけられていた。ランベールは手刀でグラスコの剣を切断し、それを握ってグラスコの背へと回り込んだのである。


    「殺すつもりで振るったか？　なら当然、殺される覚悟もあるのだろうな」


    　グラスコが顔を真っ青にし、ガタガタと震える。そのまま気を失ったらしく、白目を剥むいてその場へ倒れた。ランベールは無言でグラスコを降ろし、床の上に転がした。
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    　ランベールが客室を去ったことで、騒動は見かけだけとはいえ、一応の収まりを見せていた。気を失ったままの私兵団長グラスコが部屋から運び出されてから、やや沈黙が続いていたものの、何事もなかったかのようにユノスが仕切り直し、モンド伯爵へと館に招かれたことに対する礼を述べて、ファンドへユニコーン討とう伐ばつにおける詳しい経緯をモンド伯爵へと話すように促したのだ。


    　しかしモンド伯爵は、ユニコーン討伐の話は上の空であった。


    　先ほどランベールに言われた、『笛吹き悪魔』への対策について考えていたのである。反国家組織『笛吹き悪魔』は、規模も実態もほとんど明らかになっていない。


    　レギオス王国では時折、子供の集団誘ゆう拐かいや、村一つ消えるといった怪事件が発生する。犯人も動機もわからずじまいではあるが、高度な魔術を用いた痕こん跡せきが後で発見されるのだ。そういった事件のほぼすべては『笛吹き悪魔』が関与していると噂うわさされている。


    『笛吹き悪魔』の名が広まり始めたのはここ二十年ほどなのだが、何度も名を変えて存続し続けているのではないか、といった説が根強い。時折関係者が捕らえられ、そこから『笛吹き悪魔』の一端が明るみに出ることもあるが、ただの下したっ端ぱで上のことを何も知らされていないケースも多い。


    　ランベールに館を荒らされ、悪事が明るみに出ることになった『笛吹き悪魔』の出資者であったオーボック伯爵も、獄中で早々に不審死させられていた。


    　表向きには死因は伏せられているが、看守が見回りに向かったとき、ただ一夜にしてオーボック伯爵は腐乱死体へと姿を変えており、おぞましいことに、その死体が腐った血肉を垂らしながら鉄てつ格ごう子しを掴つかみ、奇声を上げて泣き喚わめいていたのだという。明らかに、死し操そう術じゆつの類たぐいであった。


    　モンド伯爵は、王都の使者よりオーボック伯爵の死に様について聞かされていた。最初に知ったときには、恐怖したものである。


    　しかし、モンド伯爵の住まう都市バライラは、冒険者の都である。万が一『笛吹き悪魔』が攻めてこようと、対応できるはず……そう考えていたのだが、ランベールから冒険者が防衛力として不向きであるという指摘を受け、その考えもやや揺らぎ始めていた。


    「そこでもう駄目かと諦あきらめかけたそのとき、あの鎧よろいの男が現れたんだ。士気を上げていた『殺さつ戮りく曲馬団』の連中をあっという間に斬きり伏せたのです！　あのロビンフッドの顔が一変したのを覚えていますよ。あの剣は……とんでもなく速くて、それでいて恐ろしく力強くて……！」


    　ファンドは熱を込めてランベールの雄姿を語っていたのだが、ユノスがファンドへ手のひらを向けて、話を遮さえぎった。


    　ファンドは不思議そうにユノスへ目を向けながらも、話を止めた。そして依然考え込んだままのモンド伯爵へと声を掛ける。


    「伯爵様。先ほど……あのランベールと名乗る鎧の男に言われたことが、引っ掛かっておいででしょうか？　冒険者は責任感に欠けるため、最悪の事態への抑止力とはなり得ない、と」


    「…………」


    「しかし、それは誤りです。少なくとも、都市バライラの危機に逃げ惑うような愚か者は、この『踊る剣』の中にはいません。もしも『笛吹き悪魔』が攻めてきたときには、我々が率先して打ち払って見せましょう。それに伯爵様は、素晴らしい私兵団をお持ちではないですか。何も思い悩むことはありません」


    　ランベールはグラスコ一派の私兵団をない方がマシと評したが、それはランベールだからこそ言えることである。確かに私兵団は武力で今の地位へ上がったというよりも、家柄によって仕事を回してもらったといった方が近い。実力では剣と才覚でのし上がってきた、ユノスのような一流冒険者には遠く及ばない。


    　しかし血の気が多く、嫉妬深い陰湿な連中の多い私兵団ではあるが、日々の鍛たん錬れんを怠おこたっているわけではなく、家柄上幼少から剣術を叩き込まれていたものが大半であるため、都市バライラに溢あふれる三流冒険者たちに比べれば遥かに腕が立つ。忠誠心も皆無というわけではないのだ。


    「そっ、そうです！　そうです！　あの様な輩やからの言うことを、気にする道理などありません！　もっと我々を信頼してください！」


    　客室に同席していた私兵団の面メン子ツが、ここぞとばかりにユノスに同調する。本来ならばここにグラスコも加わっていたはずなのだが、今はまだランベールに殺されかけた恐怖で寝込んでいた。


    　私兵団の多くは、『踊る剣』に対して自分たちの領分を侵しにきた敵だという印象を持っていたが、真っ向から私兵団の存在を否定したランベールという第三者の出現に意識が向いており、更にそこへ予想外にも『踊る剣』のギルドマスターからのフォローがあったため、すっかり『踊る剣』への敵対意識も薄れていた。


    （どうせ放っておいても自滅する連中だ。わざわざ敵対する意味はない。私の障害にはなりえないだろう）


    　もっとも、ユノスは心中でそんなふうに考えていた。無論、腹の中はおくびにも出さない。私兵団の一人がユノスへと感謝の目を向けるのに、にっこりと笑顔を返していた。


    「……それは、頼りがいのあることであるな。ただ、儂わしの悩みはそれだけではなくての。実はどこのギルドに依頼するか、悩んでいることがあった。今日主ぬしらを呼んだのも、その見極めを兼ねておったのだが……今のユノス殿の言葉を聞いて、やはり『踊る剣』に頼むことにしようと決めたわい。ファンド殿の話を止めてもらっている中、申し訳ないことではあるのだが……話の流れで、先に聞いてもらっても構わぬかな、『踊る剣』の冒険者たちよ」


    「ええ、勿もち論ろんです。伯爵様の頼みを引き受けさせていただけるのならば光栄なことです。喜んでお聞きいたしましょう」


    　場に居合わせていた私兵団の連中は、モンド伯爵の言葉に、やや眉まゆを顰ひそめる。自分たちがいるのに、目前で冒険者へ仕事を回されるというのは、やはり屈辱的なことであった。しかし、この案件が自分たちの身に余ることであることは、既に承知していた。


    　ユノスも、このタイミングでモンド伯爵から館へ招かれた時点で、こういった話があることはある程度予想していたし、その内容にもある程度見当はついていた。


    「ロビンフッドが都市バライラに帰ってきたということは……ほぼ間違いなく、儂の首が目的であろう。奴やつの性格から考えて、近い内にこの館へ襲撃をかけてくるだろう。主らには、しばらくこの館に留とどまり……私兵団の警備に、手を貸していただきたい」


    　都市バライラの元最強の冒険者、ロビンフッド。彼は以前、都市バライラの小さな冒険者ギルドのギルドマスターであった。小規模ながらに精鋭揃ぞろいであったが、『迷い人の大森林』にオーガキングが出没した際に、モンド伯爵からの森への進入禁止のお触れを無視して討とう伐ばつに向かった。


    　オーガとは二本の角を持つ、人に近い姿の魔獣である。群れることが珍しく、別の個体と遭そう遇ぐうした際には、相手を自身の縄張りから追い出そうと襲いかかり、時には殺すこともある。


    　オーガが同種を殺した際には独特の脳内物質が分泌され、角にマナが溜まり、赤い体にやや青みがかかる。それによって、オーガは自身よりも格上のオーガを見分けることができる。縄張りを譲ることもあれば、相手に服従することもある。


    　オーガキングとは、夥おびただしい数の仲間を喰くらい、身体からだが真っ青になった個体を示す。オーガキングは通常のオーガとは比にならない膂りよ力りよくを有しており、多くのオーガを引き連れている。


    　王に従属したオーガは凶暴性が薄れ、知性が増す。おまけに忠誠心も高く、下へ手たにオーガキングに手を出せば、復ふく讐しゆうのために森を出て集団で街へと襲撃を掛けることも考えられる。戦うのならば、一気に全滅させる必要があった。


    　ロビンフッドはモンド伯爵のお触れを無視してギルドの冒険者を率いて、オーガキングとその配下のオーガを仕留めに向かった。彼らは我わが儘ままを実力で通してきた実勢があり、天てん狗ぐになっていたのだ。


    　それが叶っていれば、あるいは彼らも英雄でいられたのかもしれない。だが、結果はオーガキングを瀕死まで追い込んだにもかかわらず討ち漏らし、オーガを処理しきれずに逃走し、最悪の惨状を招いた。オーガの群れが都市バライラへと雪崩なだれ込み、死傷者を多く出した。モンド伯爵の妻も、その際の避難の騒ぎの中で行方ゆくえ知らずとなり、後に惨殺体となって発見された。


    　ロビンフッドのギルドの冒険者は全員処刑となったが、ロビンフッド本人は看守を誑たぶらかして逃走し、以来は姿を晦くらませていた。そんな彼が、この都市バライラへと舞い戻ってきたのだ。かつて部下たちを処刑された逆恨み、というのは簡単に予想できることであった。


    （ロビンフッド……か……）


    　ユノスは都市バライラの現在の冒険者の中で最強候補の一角であったが、ロビンフッドよりも実力で劣ることを自覚していた。しかし、策を練る余地はある。一対一で戦うわけでもない。それにユニコーンの角に続いてこの依頼を達成すれば、『踊る剣』に対するモンド伯爵の信頼は確固たるものになる。


    「我々に命じていただいたこと、名誉に思います。それに……先日のロビンフッドの横槍やりによって、『踊る剣』の冒険者から死者が出ております。この戦いは、私にとっても弔とむらい合戦。喜んで引き受けましょう」
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    　ランベールがギルド『踊る剣』の面メン子ツとモンド伯爵を訪れた、その数日後の夜のことであった。足下を引き摺ずるほど長いローブを身に着けた十人の集団が、都市バライラの貧民街を歩いていた。人目を警戒しながらある廃はい墟きよに入り、その地下へと足を運ぶ。


    　彼らは長い階段を進み、鉄の扉を開ける。その先にある一室で、一人の老人が椅い子すに座っていた。


    　生白い肌はだの、痩やせ衰えた、酷ひどく病的な様子の老人であった。目は常に三日月のように細められており、禿はげ上がった頭は長く、異様な容貌をしている。


    　壁には、ずらりと並んだ死体が杭くいで打ち付けられていた。死体は腹を裂かれて臓器を抜き取られていたり、両腕を捥もがれていたりと、様々である。老人が向かっている机の上にも、頭頂部の皮を剥はがして頭ず蓋がい骨こつを切断され、脳を露出させた人頭が置かれていた。


    　脳には何本も針のようなものが刺されており、脳みそは毒々しい緑色へと変色していた。


    「ヨホホホ、お使いは、終わったのかな？」


    　不気味な声と共に老人が振り返る。ローブの集団の先頭に立つ背の高い男が頭を下げ、膝ひざをついた。続いて、後ろの連中も同様に頭を下げ、膝をつく。


    「はっ、八賢者マンジー様！　都市バライラ西部における冒険者の戦力を調査しましたが、気に留めるべき点はありません」


    「そぉーかい、そぉーかい。ホホ、ホホホ……」


    　反国家魔術組織『笛吹き悪魔』には、八賢者と呼ばれる八人の幹部がいた。その一人が、『屍しかばねの醜しゆう老ろう』ことマンジーである。


    　死し操そう術じゆつで同時に操あやつれる死体の規模は、せいぜい五人が限度とされていた。だがマンジーはマナの総量が異常に多く、また死操術への入れ込みようも常軌を逸していた。更には八国統一戦争時代、高名な魔術師が用いていた魔導書を、強力な魔術の媒ばい介かいとして用いていた。


    　マンジーの死操術は、条件が理想的な状態であれば、たった一人で最大五百人の死体を操り、使役することができる。禁魔術の専門家である『笛吹き悪魔』といえども、死操術の規模、その執着心で、マンジーに並ぶものはいない。レギオス王国においても、その被害と残虐性から、最悪最凶の魔術師と恐れられる怪人である。


    　マンジーは元々、レギオス王国の貴族の生まれであった。しかし産まれたそのとき、既に彼の奇怪な容貌は現れていた。ぼこぼこと、腫しゆ瘍ようの様に膨れ上がった醜い頭部。居合わせたものはその場で卒倒したという。彼は産まれてすぐ、人目に付かないように地下へと隠された。マンジーが地下に閉じ込められている間も、教育は施ほどこされていた。


    　だが、それがむしろ災いとなった。マンジーは、幼少時に初めて使った魔術で、招かれていた若い魔術師を惨ざん殺さつ。しかしマンジーに魔術の取り柄があったと気づいた母親は、それをむしろ喜んだ。生まれてからずっと地下で過ごしていた不幸なマンジーに、取り柄があったことが嬉うれしかったのだ。歪ゆがんだ愛情であった。


    　マンジーの両親は地位を利用してこの事件を隠し、次々に魔術師を講師として招いた。そしてマンジーは、魔術の講師だけではなく、遊び相手として招かれた使用人や子供を、次々に殺していった。


    　やがて関心は、魔術による暴力から、死体へと移る。殺した相手を解体するようになり、禁魔術に手を染める。


    　そしてある日、両親、館の使用人、私兵を皆殺しにしてアンデッドへと変えた。館にいた魔術師も、兵士も、マンジーに手も足も出なかった。マンジーはアンデッドに囲まれ、手を打って笑いながら、悠々と館を出ていった。それはマンジーがまだ、十五歳のときであった。


    　現在七十歳を超えるマンジーは非道な研究により死し操そう術じゆつへの見識を深めており、魔術の腕もこの年になっても日々熟達している。マナも、この年に達してもなお衰えることを知らない。その実力、脅威は、当時の比ではない。彼は怪物として生きて、怪物として育てられ、怪物として完成していた。


    「これで後は、他の偵察から報告を受ければ、手はず通りに計画を進めることができますね。有力な冒険者ギルドの集まる都市バライラを落とし、レギオス王国の戦力を削そぐことができる……」


    「ヨホホホ……そんなことは、どうでもいいのだ」


    　マンジーはそこまで言うと、長い舌を口周りに這はわせ、興奮気味に笑う。


    「はっ……？」


    「ワシは、見たい。この都市が、アンデッド塗まみれになるところが……あぁ、あぁ、さぞ、さぞ、さぞさぞさぞ、壮観であろぉ……？　ああ、早く、早く他の偵察も戻ってこないかなぁ……。ワシはの、この地がどうなろうと、『笛吹き悪魔』がどうなろうと、本当はどうでもいい。死体がいっぱい弄いじれるのなら。ヨホッ、ヨホホホ、ヨッホッホッホッ。楽しみだなぁ……ああ、楽しみだなぁ……」


    　マンジーは息を荒らげながら、手にした針で落ち着きなく、机の上の骸むくろの脳を引っ掻かき回した。ぐちゃり、ぐちゃりと、音が響く。


    「…………っ」


    　マンジーの部下の男も、その言葉に身震いし、自然と身体からだを後ろへ引いていた。
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    　都市バライラの貧民街にある魔法具雑貨店の地下にて、ランベールは十二人の魔術師と対たい峙じしていた。


    「残念だったな。お前は、我ら裏ギルド『闇夜の時計塔』のアジトを暴き、不意を突いて潜入した……そういうつもりだったのだろう？　違うんだよ、俺が、お前をここに誘導したんだ。俺らのことを、犬みたいに嗅かぎ回ってる奴やつがいるって聞いてな？」


    　十二人の魔術師の中で最も年上の、四十代半ばの男がランベールへそう声を掛けた。


    　顔に彫られた入れ墨と、濁った三さん白ぱく眼がんが特徴的であった。口から覗のぞく舌の先には金のピアスが付いている。


    　彼の名はニドヴァール。『毒蛇のニドヴァール』の二つ名を持つ魔術師である。裏ギルド『闇夜の時計塔』のギルドマスターであり、レギオス王国内にて指名手配を受けている。


    「お前に泣きついた女がいたろ？　『闇夜の時計塔』に恋人を殺された、仇かたきを討ってくれって。残念だったな、あれ、俺の女なんだよ。なかなか美人だったろ？　面白いくらいコロっと引っ掛かってくれたぜ」


    　ニドヴァールが言うと、他の魔術師たちが声を上げて笑う。


    「袋の鼠ねずみってわけだよ鎧よろい野郎」


    「さっすがニドヴァール様！　追いかけ回されてると知れば、即座に攻勢に出る」


    「命乞いして見ろよ？　面白かったら、ニドヴァール様が見逃してくれるかもしれねぇぜ？」


    　しばらく間を置いてから、がっかりしたようにランベールが零こぼした。


    「一応見に来てみたが……やはり、ただの小物だったか。時間を無駄にした」


    　肩を落とし、鎧兜かぶとに手を当てて落ち込むランベール目がけて、彼を円状に囲んでいる魔術師たちが、各おの々おのに杖つえを構え始める。


    「殺すんじゃねぇぞ。奴が誰の命令で俺らを探ってたのか、聞き出さねぇといけねぇからな！」


    　その声を合図にしたように、一斉に炎の魔弾が放たれた。次の瞬間、顔を伏せていたはずのランベールの姿が消えて、別の場所へ現れる。


    「あ……？」


    　ランベールは不規則に放たれた炎の魔弾を、まるで鎧など纏まとっていないかのような身軽さで掻かい潜くぐる。持ち前の神速に比べれば、炎の魔弾など止まっているに等しかった。


    　消えては、現れ、消えては、現れる。視界内に収まっているはずであるのに、その動きに、ニドヴァールたちの動体視力は対応することができなかった。円状に並んでいた魔術師の一人の前に、ランベールが姿を見せる。


    「あっ……」


    　魔術師がランベールの接近に気付いたその直後、振るわれた大剣が魔術師の首を刎はね、蹴け飛ばされた胴体は後ろの壁に叩きつけられていた。すぐさま横に跳び、その隣の魔術師の首を刎ねる。それが終われば、また次の魔術師の元へと駆け寄る。


    「と、止まれ！　止まれぇっ！」


    　魔術師の一人が、ランベールへと杖つえを向ける。震える手で魔弾を撃ち込もうとするも、正面から向かってくるランベールのプレッシャーに負け、無意識の内に手を降ろしていた。


    　結果、必然的に完全なる無抵抗でランベールに首を刎ねられることとなった。ランベールがぐるりと円を描くように走り、囲んでいた魔術師を次々に斬きり殺す。最後の一人は、ニドヴァールであった。


    「い、いい気になるんじゃねぇぞ！　出いでよ毒蛇！」


    　ニドヴァールの杖先から、三匹の真っ赤な体表を持つ蛇が、ランベールを目がけてまっすぐに放たれる。


    　マナの作りだしたまやかしの蛇ではあるが、そのマナが尽きるまでは、意思を持っているものと同様の動きを見せる。そのため空中でも不規則に蠢うごめき、避けても追尾する。


    　三匹という数もあって、近距離から放たれたそれを完全に避け切るのは困難である。おまけに、牙きばに掠かすっただけで対象の意識を奪う猛毒を持っている。牙でなくとも鱗うろこに触れれば、その部位が麻ま痺ひして十全に戦うことができなくなる。


    　厄やつ介かいな飛び道具である。ニドヴァールの代名詞ともされる魔術であった。


    　しかし当然、ランベール相手には意味をなさない。ランベールは大剣をぐるりと円を描くように回し、三匹の猛毒蛇の頭を弾いた。仮に放っておいたとしてもランベールの魔金オルガン鎧よろいに弾かれて潰つぶれていたが、ランベールは四魔将にのみ与えられるこの鎧に愛着を持っており、汚い蛇の毒で汚されるのを嫌ったのである。


    「ま、待て！　お、おお、俺のバックには、あの『殺さつ戮りく曲馬団』が付いてるんだぞ？　俺を殺したら、お前はあいつらから一生追われることになる！　そうなったら、一生あいつらの影に怯おびえて暮らすことになる。安心して眠れる夜は来ないと……」


    「生あい憎にくだが、睡眠は不要でな」


    　そもそもランベールは、『殺戮曲馬団』のサブマスターの一人をつい最近殺したところである。目を付けられるならば、そのときにとっくに付けられているはずであった。今更そんな脅しに屈する意味など皆無である。


    　ランベールの放った突きが、ニドヴァールの胸部を貫き、壁に串くし刺ざしにした。ニドヴァールの身体からだが宙に浮き、だらんと手足が垂れる。大剣が引き抜かれると、ニドヴァールは床に倒れた。


    　ランベールはニドヴァールの死に顔を見下ろした後、首を横に振って溜め息を吐ついた。


    「……ハズレだな」


    　ランベールは単独で『笛吹き悪魔』の調査を進めていた。近く『笛吹き悪魔』が都市バライラへと襲撃を仕掛けるつもりならば、既に潜伏していることも考えられる。先手を打って潰つぶすことはできないかと、情報収集をし、胡う散さんくさい魔術師の溜まり場となっているところを探っていたのである。


    　ランベールは大剣を鞘さやへと戻し、『闇夜の時計塔』の拠点を後にした。


    　その後も貧民街を歩いていると、汚い継つぎ接はぎの布を纏まとった物乞いが目についた。貧民街には珍しくない風貌であったが、殺気を一瞬感じたのである。ランベールが足を止めると、物乞いは起き上がり、ランベールとは逆方向に駆け出した。その走りを見て、ランベールは確信を持った。


    　物乞いの変装をしているのは、戦神ロビンフッドである。正体を隠して都市バライラを歩いていたところにランベールと遭そう遇ぐうし、誤ご魔ま化かしきれないと悟って一気に逃げることにしたのだ。


    　ランベールも素早くロビンフッドの後を追う。


    「悪いな、もらうぜ」


    　ロビンフッドは馬を連れて歩いていた男を蹴けり飛ばして身軽に馬に乗り、足で腹の側部を蹴って駆けさせる。居合わせた人たちは、巻き込まれまいと慌あわてて道を開ける。


    （どうにか逃げ切れたな。まだ俺は、死ぬわけにはいかないんでね……。しかし、街道で馬を走らせてちゃあ、悪目立ちするな。とっとと適当な場所で降りて……）


    　馬を減速させたそのとき、背後から悲鳴と歓声が上がる。はて何事かと考えていると、馬ば蹄ていの如ごとく大きな足音が耳へと入る。加えて殺気を感じとったロビンフッドは、まさかと思いながら振り返った。


    　目線の先には、大鎧よろいの男が、馬に劣らぬ速度で自分へと向かってくるのが見えた。


    「……悪い冗談だろ」


    　ロビンフッドは馬の速度を上げながら変装用の布を脱ぎ捨て、その中に隠していた弓を構えて半身だけ振り返る。そして追ってくるランベールへと矢を撃った。それをランベールは、叩き斬きって落とす。


    　まったく減速は見られなかった。ロビンフッドの顔が青くなった。さすがにあり得ない。出で鱈たら目めすぎる。


    （クソッ……愛馬のセラフなら、逃げ切れるのに！）


    　貧民街の通りを抜けても、ランベールに減速の様子はない。まるで疲労を感じない走りである。


    　ここからは人通りが更に増える。どうにもならないと踏んだロビンフッドは、馬の背を蹴って飛び上がり、宙でくるりと回ってから着地した。狭い道に入り込んで逃げようと考えたのである。すぐさま、近くにあった大きな建物の脇わきへと駆けこもうとし、ぴたりと足を止めた。


    「…………？」


    　ランベールは、そのロビンフッドの様子を訝いぶかしんだ。


    　足を止めれば、それだけ自分に追いつかれる可能性は増す。正体が露呈するリスクを踏まえた上で全力疾走を即断し、迷いなく通りがかりの馬の強奪を行うほど行動力のあるロビンフッドが、なぜここに来て唐突に足を止めたのか。


    　ロビンフッドの目前の建物の扉が、内側から蹴け破られる。中からは、殺気だった様子の冒険者たちが溢あふれるように這はい出てきた。冒険者たちは白目を剥むいており、口からは涎よだれを垂れ流している。


    　そして彼らは共通して動きがやや固く、妙な癖があるようだった。その様子からは、圧倒的に生気が欠けていた。


    （あの様子……動きの精度の悪さ、大規模型の死し操そう術じゆつか!?）


    　街中で大規模型の死操術を扱うような真ま似ねをする人間は、そういない。『笛吹き悪魔』が動き出したのだと、ランベールは察した。
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    　アンデッドの群れが現れた建物は、大型冒険者ギルド『鬼おに蟻ありの軍勢』の本部であった。『鬼蟻の軍勢』は、都市バライラにおける有力冒険者ギルドの一つである。他のギルドへのアドバンテージは、その圧倒的な加盟冒険者数にある。


    　一人一人の質が高いというわけではないが、総勢八十名からなる大規模ギルドなど、レギオス王国全土を見回してもなかなか存在しない。それゆえ、都市バライラにおいても決して低くない影響力を誇っていた。


    　その『鬼蟻の軍勢』の冒険者たちが生命を奪われ、死操術によって身体からだを動かされ、アンデッドと化しているのである。次々と出てくる冒険者たちが、各おの々おのの武器を手に、通りがかりの人物へと襲いかかっている。街道は一転して大混乱へと陥った。


    「な、なんで……！」


    「逃げろ！　どう見たって正気じゃない！」


    　捕まった者は、アンデッドと化した冒険者に身体を掴つかまれ、囲まれ、身体を刃物で突き刺され、あるいは噛かみつかれて殺される。


    　ランベールの関心は、既にロビンフッドから元『鬼蟻の軍勢』のアンデッドへと移っていた。一直線に『鬼蟻の軍勢』のギルド本部へと向かっていく。


    「わ、私です！　エドガーさん、正気に戻ってください！」


    　アンデッドに囲まれながらも、一人の男へ必死に泣きついている女冒険者がいた。剣を震える手に構えていたが、男がゆらゆらと揺れながら近づいてくるのを見ると、それも地面に取り落としてしまった。


    　真っ赤に充血した目の男が、両手に掴つかんだ二本のナイフを彼女へと向け、足取りを速める。女冒険者が覚悟を決めて目を瞑つぶったそのとき、割って入ったランベールが男のナイフを鎧よろいの籠こ手てで払い除のけ、そのまま男を弾き飛ばした。男の背が、他のアンデッド冒険者を巻き添えに飛んでいき、地面を転がる。


    「あ……」


    　その場にへたり込んだ女冒険者が、崩れ落ちた男へと力なく目線を落とし、それからやや非難の色の籠こもった目をランベールへと向ける。


    「あれは、もう死んでいた。助からぬ。とっとと逃げるがいい。一人一人の逃げるルートを確保してやれるほど、余裕はない」


    　冷たい物言いだった。しかし、それも妥当である。この騒動を引き起こした者は、恐らくそう遠くないところにいる。一人一人助けているうちに取り逃がせば、結果として更に多くの死者を出すことにも繋つながりかねない。


    　そこへ、上空から矢が向けられる。矢は三体のアンデッドの脚の膝ひざ関節を的確に射抜き、その機能を破壊して転倒させた。屋根の上には、弓を引く橙だいだい髪の美青年、ロビンフッドの姿があった。


    「胸むな糞くそ悪いやり口だな」


    　退屈そうに呟つぶやき、次の矢を素早く構える。ほぼ同時に放たれた三つの矢が、更に三体のアンデッドの脚を射抜く。


    　死し操そう術じゆつの対象となっているアンデッドを停止させる条件は、魔術の手法によっても大きく異なる。頭を潰つぶせばいいときもあるし、腕の一本になっても這はい回ることもある。確実に無力化するには、脚を奪うのが一番であった。もっとも、動き回るアンデッドの関節を角度のついた高みから狙ねらうなど、彼ほどの腕前があって初めて成立することであるのだが。


    「…………」


    　ランベールとロビンフッドの視線が交差する。ランベールは小さく頷うなずき、すぐにアンデッド冒険者へと意識を移す。互いの停戦が約束づけられた瞬間であった。


    　ランベールからしてみれば、ロビンフッドの基準は支し離り滅めつ裂れつである。前日も、善良な冒険者へと無む為いな襲撃を仕掛けていた場へと居合わせたところだ。都市にオーガの群れを招いて死罪になり、逃げだして領主に逆恨みを抱いているなど、呆あきれ果てるばかりである。はっきり破は綻たんしているといっていい。


    　ただ、今回の相手は、あまりにも規模が違う。アンデッド冒険者の数は低く見積もって五十を超えていた。それだけでロビンフッドの被害を遥かに超えているだろう。ロビンフッドと小こ競ぜり合いを繰り広げている場合ではないのだ。


    （……今は、逃がす）


    　それがランベールの結論だった。


    　ロビンフッドは、高みから他の者へと襲いかかっているアンデッドを優先的に行動不能へ追い込んでいるようだった。その行為はランベールにとってもありがたい。


    　下へ手たにロビンフッドを倒せば、被害が増える。今は放置し、また騒動が落ち着いてから改めてロビンフッドを捜すしかない。


    「はぁぁっ！」


    　豪快に振るわれた刃が、アンデッドを真っ二つにして斬きり飛ばす。その動作に躊躇ためらいはない。元が人間であろうと、今はアンデッドに過ぎないのだ。


    　戦場に情は不要だ。死体を操あやつって戦わせる魔術師など、八国統一戦争時代にだっていくらでもいた。悩んでいれば、隙すきになる。部下の首を斬り飛ばしたこともランベールにはあった。


    「ひいいっ！　助けっ！　助けてくれええっ！」


    　地面を転げるように走る、初老の男の姿があった。腕の中には何かを抱えている。


    　ランベールは男の姿を視界に入れると脚を曲げ、勢いよく跳んで男の前を遮さえぎる。そして大剣で、斜め下から掬すくい上げるように斬ざん撃げきを放った。


    「あがぁっ！　な、なぜ……」


    　男の身体からだが二つに裂け、地面に落ちる。地面に、割れた黒い水晶が落ちた。それを合図にしたように、周囲のアンデッドが口から緑と赤の混じった液体を吐き出し、その場に崩れる。割れた黒い水晶は、蒸発するように消えていった。


    　死し黒こく水すい晶しよう……アンデッドを群れ単位で支配する力を持つ、水晶である。その成分の大半は、術者のマナが占めている。


    　死し操そう術じゆつを行使する前に死黒水晶を生成し、そのマナによってアンデッドを支配するのだ。


    　ランベールのアンデッドとしての嗅きゆう覚かくは、生者を嗅かぎ分ける。それはすべての生物が持っている根源的エネルギーであるマナを感知し、そこから対象が生者か否かを判別しているためだ。


    　そのためランベールはアンデッドになって以来、マナの塊かたまりを感知することができた。逃げる男の不審さに気づけたのもそのためである。男は被害者を装い、死黒水晶の有効範囲内を駆け回っていたのだ。


    「…………」


    　だが、おかしい。ランベールは、この男一人に、『鬼おに蟻ありの軍勢』を皆殺しにすることができたとは、とても思えなかった。


    　ギルドを襲撃した際には仲間がおり、死黒水晶の管理のために男が残ったと考えれば辻つじ褄つまがあう。そしてそれを裏付けるように、離れたところからも悲鳴が上がった。それも、一方向からではない。同時に都市バライラの複数個所から上がっている。道の分岐路の一つに、矢が刺さった。


    「俺はそっちへ行く。お前は、反対へ行け。どうだ？　悪い取引じゃないと思うが」


    　頭上からロビンフッドの声がする。確かに範囲が広すぎる以上、実力者は散った方が被害は減らせる。それにロビンフッドにとっても、二手に分かれれば、用済みになった時にその場で処分されるリスクが減るということだろう。


    　自分の役目が終われば、そのままあっさりと逃走することができる。


    「…………」


    　ランベールは、ロビンフッドに背を向けて走った。ロビンフッドが地上に降り立ったとき、既にランベールの姿はなかった。


    「騒ぎに乗じて、とっとと目的を果たすのもありなんだが……まぁ、それじゃああいつらも喜ばねぇわな」


    　ロビンフッドはランベールの去っていった方へと顔を向けて、小さく呟つぶやいた。ロビンフッドが口笛を吹く。蒼い彼の名馬、セラフががらんとした街道を駆け抜けて現れる。ロビンフッドはその背に乗り、ランベールとは正反対の方向へと馬を走らせた。
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    　モンド伯爵の有する私兵団の団長グラスコは、モンド伯爵の命を受けて暴動の鎮圧のため、私兵団の大半の兵を率いて都市バライラの中央部へと向かった。その数は百近くにも上る。


    　都市バライラの中央部には、本来暴動鎮圧のために私兵を向ける意味は薄い。冒険者の都と呼ばれる都市バライラにおいて、三位以内に入るとされる実力派ギルド『白銀の意志』の本部があるからだ。その周囲にも中堅ギルドが点在している。


    『白銀の意志』のギルドマスターのミカエラは、都市バライラの女冒険者では間違いなく頂点に立つ実力者であるとされており、人格にも優れており、正義感と自尊心が強い。本部の前で騒ぎを起こされて看過する人間ではない。


    　だが『笛吹き悪魔』への警戒心を強めていたモンド伯爵は事態を重く見た。まだ情報も不確かであったが、連中が動いたのだと考え、多く人員を割くことにしたのだ。


    　幸い、戦神ロビンフッドへの対策で『踊る剣』の冒険者が館にはいる。敵を前に館の警備が薄れるが、彼らが補ってくれるはずだと信じての決断であった。


    「チッ！　伯爵様は、俺様たちを遠くへやって、膝ひざ元に奴やつらを残すのか！」


    　グラスコは悪態を吐つきながら、部下を連れて中央部へと向かう。グラスコからしてみれば、こんなものつまらない仕事である。たかだか道を踏み外した魔術師の寄せ集め集団が、八国統一戦争後、長い平和を保ってきたレギオス王国をどうこうしようなど、あまりにも非現実的な話であったからだ。


    　暴動など『白銀の意志』がとうに鎮圧している頃だろう。こんな保険の方には、外部の『踊る剣』を使いに出してやればいいのに、というのがグラスコの考えであった。


    「伯爵様は我らを差し置き、本格的に彼らを私兵の主要戦力に置くつもりなのではないのか？」


    　私兵団の一人が呟つぶやく。グラスコはそれを聞いて、一層と不機嫌になった。


    　だが、暴動のあったという都市中央部に近づき、悲鳴を上げながら逃げ惑う人々を目にして、さすがのグラスコも考えを改めた。


    「よかった……！　モンド伯爵様の私兵様だ……よかった……！」


    　普段は横暴な私兵たちへ遠巻きに非難の視線を浴びせるだけの領民たちだが、今はグラスコを見て泣き崩れた。


    「な、なんだ！　一体何が起きている！」


    　近づいて来て膝ひざをつき顔を伏せた領民の女へと、私兵の先頭に立つグラスコが尋ねる。女は疲れ果てているのか頭を下げて地面を見たまま、グラスコの問いへと答えた。


    「は、『白銀の意志』の連中が……辺りの領民たちを、襲っております！」


    　それを聞き、グラスコは唖あ然ぜんとした。暴れているのは、トップクラスの冒険者ギルド、『白銀の意志』そのものであったのだ。それが本当ならば、グラスコの敵かなう相手ではない。


    　縁故で構成された私兵団と、実力主義の世界を勝ち進んできた『白銀の意志』では、はっきりと個人の練度に差がある。


    「ば、馬鹿なことを言うな！　この俺様を謀はかろうというのならばただで済まさんぞ！」


    　グラスコの巨体が、女の襟首を掴つかんで持ち上げる。だが、彼女の目に恐怖の色はない。あるのは、憔しよう悴すいのみである。


    「夫を……夫を、殺されました……ミカエラ様に……」


    　その様子に、一切の偽りは感じられなかった。グラスコの額から脂汗が垂れる。


    　戦神ロビンフッドが大事件を引き起こして都市バライラから姿を消した後、最も都市内で人気の高い冒険者といわれているのが、『白銀の意志』のギルドマスター、剣を振るう女神と称されるミカエラである。容姿の華やかさと、芯の通った性格がその人気を後押ししていることは間違いないが、その人気の大本を作ったのは、間違いなく彼女の強さである。


    　引き返さねばならない。まだ『白銀の意志』を見たわけではないが、いまだにまったく騒ぎに収拾がつく気配がないのが、既に異常事態である。対抗するのは、館に控える『踊る剣』の力が不可欠であった。


    「…………チッ。おい、お前たち！」


    　グラスコは女を地面に転がし、部下たちへと目を向ける。


    「あ、あの、私兵様……！」


    　領民の女がグラスコへ、必死に呼びかける。


    　だが、グラスコは振り返らない。言いたいことはわかる。彼らを止めてくれ、それができなくても他の領民が逃げる時間を作ってくれ、と。


    　馬鹿か、とグラスコは思う。懸かっているのは命なのだ。命を投げ売りして犠牲になど、誰が喜んでなるものか。それに自分たちが残ったとして、大した結果は得られない。そんなことは、グラスコが一番理解している。


    　そのとき、ふと脳裏に、自分を叩き伏せた大鎧よろいの男の姿が浮かんだ。


    『……お言葉だが、冒険者と私兵の意味は全く違う。戦争ともなれば、多くの冒険者はこの地から去る。その場その場で雇う冒険者と、ずっと手元に抱えている私兵の差は大きい。本当にこの地が危なくなったときに、果たして何人が命を張るのか』


    『あの私兵たちが、肝心なときに役に立つとは到底思えない』


    　言われなくてもわかっていた。私兵としての責務を、十全に果たせていないことなど。ここで即座に逃げ戻れば、どれだけの死人が出ることか、わかったものではない。


    『……何と情けない。貴様も兵なら、なぜ主あるじの顔に泥を塗るような真ま似ねをするのか』


    　奥歯を噛かむ。グラスコの左側の歯は、ランベールとの私闘でへし折られたせいで、金属製の作り物の歯と置き換えられている。


    （そりゃ、貴様ほど強ければいいさ。綺き麗れいごとでもなんでも、押し通せるだろう……）


    　どれだけ鍛たん錬れんを積もうが、才覚の差というものがある。グラスコも、そこらの二流ギルドの剣士よりは腕が立つ自信がある。


    　それでもこの都市バライラは、多くの冒険者が集う地だ。その中の一流ギルド以上の実力を付けることなどできやしない。数十人に一人の逸材がずらりと揃そろっているのだ。だが領主の直属の部下である自分たちよりも強い冒険者が辺りにいくらでもいるなど、立場として決して認めてはならない。


    　その板挟みの中で自分は腐っていたのかもしれないと、グラスコはふと考える。かつてグラスコは長男の身でありながら家を追放同然で放り出され、モンド伯爵の元へと押し付けられるように向かった。


    　どこでも厄やつ介かい者だと、そう燻くすぶっていた。だがモンド伯爵は、温かく自分を迎え入れてくれた。そのとき、確かに命を懸けて尽くそうと、誓ったはずだった。


    「……お前らぁ！　ここから先は、危険だ。何が起こってるのかもわからん！　我々は全滅するかもしれん！　それでも戦う覚悟のある者だけ、この俺様に付いてこい！　足を引っ張られたら困るからな！」


    　グラスコの声は僅わずかに震えていた。引き攣つりそうな顔に力を込め、振り絞った大声で自身を鼓こ舞ぶして恐怖を麻ま痺ひさせていた。


    「グ、グラスコ様……！」


    　部下たちとて、忠誠心がないわけではなかった。自分たちの現状を憂えていることもあった。互いに顔を見合わせた後、武器を手にして頭上へと突き上げ、戦う意志を表明する。


    「私兵様……！」


    　領民の女がグラスコを見上げる。


    「俺様の名はグラスコ様だ！　忘れるな！」


    　怒声を上げ、グラスコは騒ぎの中心へと向かった。隊を外れる者は、一人としていなかった。
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    　都市バライラ中央地区では、アンデッドと化したギルド『白銀の意志』の冒険者たちによる殺さつ戮りくが行われていた。


    　かつては白をベースとしていた彼らの正装も、今は土と血の色に汚れ、その面おも影かげはない。肌はだの色も青白く、体温が感じられない。見開かれた目には黒目がなく、淀よどんでいた。


    「きは、きははははは……ははははは！」


    　死体の山の奥でカタカタと顎あごを震わせて笑うのは、『白銀の意志』の女ギルドマスター、ミカエラであった。


    　灰色に濁った瞳ひとみに、細かい血管が浮かんでいた。歪いびつに曲がったままの首。剣を握る手を、だらしなく地面に向けて垂らしている。その姿に、剣を振るう女神と呼ばれていた面影はない。


    　だがその剣術が生前から損なわれていないことは、彼女の周囲の死体を見れば明らかである。死体の胸部には、真っ赤な穴が穿うがたれていた。


    「……まさか、ここまでの大惨事になっているとはな」


    　グラスコは長剣を抜いてから目を瞑つぶり、荒くなった呼吸を意識して落ち着ける。


    「行くぞ！　奴やつらはたかだか、三十人だ！　遠慮はするな、叩き潰つぶせ！　あの様子では、もう助かるまい！」


    『白銀の意志』のアンデッド冒険者の数は三十。それに対し、この場にいるモンド伯爵の私兵は百近い数がいた。


    　いくら『白銀の意志』が腕の立つ冒険者といえども、三倍の戦力差は大きい。生者を無差別に襲っていた『白銀の意志』の冒険者たちであったが、グラスコ率いる私兵団の登場に、一転して彼らへと対象を定め始めていた。


    　交戦が始まる。グラスコの前に立った冒険者は、痩やせ型の双剣使いの男であった。


    　二重刃のバルテットとして、生前は名を馳はせていた剣士である。グラスコもその顔は知っていた。


    　ゆらり、バルテットの姿が揺れる。右へ、左へ。そうしてグラスコへの間合いを詰め、二つの刃が立て続けにグラスコを襲う。


    　グラスコはその連撃を剣で受けて、二打目を前へと弾いた。技量で大きく劣るグラスコではあるが、体格差では細身のバルテットに対して、圧倒的な強みを誇っていた。


    　バルテットは弾かれた力を上う手まく捌さばいて反動を抑えていた。このままでは、グラスコが追撃を振るうよりも、素早く体勢を持ち直せる。


    「アナンダ、今だ！」


    「はっ！」


    　グラスコの斜め後ろに備えていた部下のアナンダが飛び出し、体勢の不完全なバルテットの横っ腹目がけて剣を振るう。紙かみ一ひと重えで腕を曲げて双剣の片割れで受けたバルテットだが、足の位置取りが十全でなかったため衝しよう撃げきをまともに受け、身体からだが傾いた。


    「うおらぁっ！」


    　そこへグラスコが力任せの一撃を放つ。バルテットがガードのために上げた左腕を斬きり飛ばし、そのまま横っ腹に衝撃を叩き込んだ。


    　手に、骨を砕いた感触があった。バルテットの剣を握りしめたままの左腕が地面に落ち、やや離れた先にバルテットが仰あお向むけに倒れていた。


    「よ、よし、数で押し切れる……」


    　グラスコが呟つぶやいたそのとき、耳みみ障ざわりな笑い声が聞こえて来た。


    「きは、きははははは」


    　笑い声の主は『白銀の意志』のギルドマスター、ミカエラである。実力者揃ぞろいの彼らの中でも、彼女の存在は突出している。ミカエラはふらふらと歩いていたが、アナンダへ標的を絞ると、背を極端に屈め、まっすぐに走ってくる。


    「おいアナンダ、気をつけろ！」


    　アナンダは手にした剣を前に出し、接近してくるミカエラを牽けん制せいする。した、はずだった。だがミカエラは剣を華麗に潜くぐり抜け、アナンダの胸部へと、先端が鋭利に尖とがった片手剣をまっすぐに突き立てていた。


    　ミカエラの剣は、相手を突き殺すことに特化していた。刺し突とつは点の攻撃であるがゆえに最も防ぎづらく、また最速で放つことのできる剣技である。鍛たん錬れんにより極められた彼女の突きは、初動を目視すること自体が困難であった。


    「ア、アナンダ……」


    　グラスコが呆ぼう然ぜんと呟く。


    　ミカエラの背の方で、ゆっくりと立ち上がる男がいた。先ほど致命傷を与えたはずの、双剣のバルテットである。グラスコの一撃を受けた腹部からは淀よどみなく血が垂れ流されており、その奥には血に塗れた臓物が露出している。


    　だが、それだけの怪け我がを負いながらも、平然と立っていた。右腕だけになったためさすがに戦力としては大きく落ちているはずだが、命懸けで倒した相手が起き上がるというのは、悪夢のような光景であった。


    「う、嘘うそだろ、おい……」


    　状況が悪いのはグラスコだけではなかった。始まってすぐは優勢であった私兵団であるが、傷ついても起き上がるアンデッド兵を前に、徐々にその数を減らしていた。


    　グラスコの後ろから悲鳴が上がる。彼が横目で見れば、グラスコのすぐ後ろを守っていた部下が、他のアンデッドに首元を抉えぐられ、地面に崩れ落ちるところだった。


    　数でだけは勝っていたはずであったが、気が付けばグラスコは三方向をアンデッドに囲まれていた。


    「クソッ、ここまでかよ……柄に合わないことをしちまった。とっとと逃げるべきだったか」


    　グラスコは深く息を吐き、周囲を見回す。グラスコが来たときはまだ残っていた領民たちの姿が見えなくなっていた。


    「……だが、なぜだろうな。不思議と悪い気がせんのは」


    　グラスコが大剣を振り上げ、ミカエラへと突進する。ミカエラが前傾させていた背をピンと伸ばし、剣先をグラスコへ合わせる。


    「死体はおとなしくしてやがれ！」


    　グラスコが、間合いの外から大きく剣を振り上げる。それに応じるように、ミカエラが剣を持つ手を伸ばす。


    　後に剣技を放ったのはミカエラである。だがミカエラは、グラスコ程度の剣士ならば、剣を振るったのを見てからでも、その剣が振り抜かれるよりに先に相手の命を奪うことができる。単純な技量の差もあるが、後手に動きながら一手で勝負を制する、それが前動作と軌道が最短の剣技である突き技の最大の利点であった。


    　グラスコの身体からだに、ミカエラの剣先が触れる。そのとき、グラスコの剣は、ミカエラの頭のすぐ上にあった。


    　ミカエラのような、刺し突とつを軸にした戦いには、一つの大きな欠点があった。それは相手に先に致命傷を与えることができたとしても、振られた相手の剣の勢いを殺すことができない場合がある、という点である。


    　例えば今の状況ならば、グラスコが致命傷を負った直後、振られていた彼の剣が、ミカエラの頭部へ直撃することになる。


    　ミカエラは剣を持ち替え、グラスコの腹部を浅く斬きりつけながら横に抜けた。グラスコの剣が空振り、地面を叩く。そのまま自身の剣の勢いに負けるように、グラスコが膝ひざをつく。


    「うぐ……ク、クソ……」


    　ミカエラが心臓部への刺突を諦あきらめたため、即死は免まぬがれた。だが、状況に変わりはない。むしろミカエラを道連れにできなかった分、悪化していると考えてもいい。


    　グラスコの背へと、片腕のバルテットが剣を向ける。グラスコは尻しり目めにバルテットの顔を睨にらみ、覚悟を決めて目を固く瞑つぶる。


    　剣が風を叩き斬る音がする。肉と、骨が潰つぶれる音が聞こえる。グラスコは、それが自身の身体が斬られた音かと思ったが、痛みはない。


    　瞼まぶたをゆっくりと持ち上げ、自身がまだ生きていることを知り、ゆっくりと振り返る。バルテットの正せい中ちゆう線せんに赤い線が入っていた。バルテットが膝をつき、地面に崩れる。その際に、左右の半身が異なる方向へと倒れた。


    　その後ろに、いつぞやの鎧よろいの大男が立っていた。
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    　グラスコが、霞んでいる視界を瞬かせ、不意に現れた鎧の大男の姿を再確認する。見間違うはずもない。自分に何度も恥をかかせた、恐ろしく強い、流れ者の剣士である。


    「……き、貴様は」


    　グラスコが弱り果てた顔で、ランベールの巨体を見上げる。その目には抑えきれない嫌悪があった。


    　ランベールの腕がグラスコへと伸びる。ランベールに二度もこっ酷ぴどく打ちのめされた記憶のあるグラスコは、顔を歪ゆがめて仰のけ反ぞろうとした。だがグラスコが避ける間もなく、ランベールの腕はグラスコを掴つかむ。大柄のグラスコを片腕で容易たやすく引き上げ、強引に立たせた。


    「うぶっ……」


    　よろめくグラスコの目に、改めてバルテットの真っ二つになった惨死体が映った。自身が苦戦していた相手が、今や何も物言わぬ肉にく塊かいへと成り果てている。


    （この大鎧……とんでもなく強いとはわかっていたが、まさかここまでとは……！）


    　ランベールの圧倒的な力に恐れを抱くとともに、自身が重ねて不ふ甲が斐いなく思える。


    （……この男はわざわざ俺を起こし、何を言いに来たのか。また、役立たずだのと罵ののしりに来たのであろう。こんな不ふ遜そんな流れ者に……激情のままだったとはいえ剣を向けた相手に助けられるなど、いっそ死んだ方がまだいくらかマシであったわ）


    　グラスコが、ぐっと腕に力を入れる。


    「少しはマシな顔をするようになったな。以前の言葉は撤回しよう」


    　力むグラスコの肩へと、ランベールの手が軽く触れる。


    「なっ……」


    　困惑するグラスコへ、ランベールは言葉を続ける。


    「まだ動けるな。早く、他の者へ指示を出せ。ここを越えても終わりではない。まだまだ、敵の手が広がっているところだ」


    　腹部の傷は、確かにさほど深くはない。だが、意識は眩くらむ。視界も靄もやがかかっている。立っているのが限界であった。


    「俺様にできることなど、もう……」


    「そんなはずはあるまい。伯爵の私兵どもは、皆お前に続いているではないか。負け戦であったというのに、大した士気だ。戦いを続けるのだろう？　ならば将は、絶対に倒れてはならん。部下が迷うからな」


    　ランベールはそこまで言い、グラスコに背を向けて歩き出し、大剣を構える。グラスコはしばし呆ぼう然ぜんとランベールの背を眺めていた。だが、すぐに剣を大きく上げ、力の限り叫んだ。


    「お、俺様は無事だ！　まだまだ戦えるぞぉっ！　貴様らぁっ！　敵は後、二十少しだ！」


    　グラスコの部下たちが、戦場のあちこちで雄たけびを上げ、彼の声に応える。挫くじかれかけていた勢いを取り戻すには充分だった。


    　ランベールの前には、『白銀の意志』の女ギルドマスター、ミカエラが立っていた。


    「きは、きはは……きははははぁっ！」


    　淀よどんだ目がランベールへと向けられる。


    「それで隠れたつもりか？　残念だが、俺の目はマナの流れをある程度まで追える」


    　ランベールはミカエラ越しに死体の山を睨にらむ。死体の山が蠢うごめき、血に塗まみれたローブを纏まとう、小太りの男が現れる。黒々と妖しい輝きを放つ水晶玉、死し黒こく水すい晶しようを手にしていた。男は、ぺろりと頬ほおに付いた、誰のものとも知れぬ血を舐なめ取る。


    「戻れ、女。我が護衛につけ」


    　男の声に応じて、ミカエラが軽やかな動きで背後へと跳び、彼の傍そばまで下がった。剣先はランベールに合わせたままである。


    　男はミカエラの髪を撫なで回し、その頬に舌を伝わせてから、肩を竦すくめて笑う。ローブから男の顔が覗のぞく。右のこめかみから唇くちびるにかけて醜い吹き出物のある、醜悪な容貌の男だった。


    「けは、けははは、けは」


    　ミカエラは知性を感じさせない笑い声とは裏腹に、背を屈めて剣を引き、綺き麗れいな姿勢でぴたりと動きを止めた。


    　ローブの男は、隠れていたのが見抜かれたというのに、動揺は見られない。どこか余裕があるようだった。


    「この女は、なかなか使える。無理言って、この区域を任せてもらってよかった」


    　男が言いながらミカエラの、乱れた金髪を撫でる。


    「ここを逃れて、無事にバライラを潰つぶした後も、俺のペットにしてあげるからね」


    　ランベールは地を蹴けり、ミカエラへと接近する。


    「お、大鎧よろい！　あの体勢に入ったミカエラへ、正面からぶつかるな！」


    　グラスコがランベールに忠告を出す。だが、ランベールは直進を止めない。


    　見てから動く。刺し突とつの速度を最大限に活いかした、神速の返し技。生前のミカエラが戦いの中で編み出した、後手必勝の絶技『落らく月げつ』である。相手の剣が振り下ろされるより先に、確実に急所を貫くことを目的としている。


    　男の余裕は、ミカエラのアンデッドの性能から来るものであった。事前に調査していた頃から、ミカエラの美貌と強さに目を付けていたのである。彼女の絶技『落月』も無論、知っていた。


    「はっ、剣の腕は立つらしかったが、首から上はただの馬鹿だったみたいだな。ミカエラに対し、無策に正面から挑もうなど！」


    　男が笑う。ランベールはミカエラに対し、大きく剣を振り上げる。ミカエラの間合いへと入った。ミカエラが手首を翻ひるがえしながら前に出る。剣先が最短経路を辿たどってランベールへと向かう。男が口端を吊つり上げて笑った。


    　だが、次の瞬間、ミカエラは身体からだから血ち飛沫しぶきを噴き上げながら後方へと弾き飛ばされていた。


    　左腕は、肩から先がない。地面に叩きつけられ、残された右腕を大きく開く。その傍かたわらに、剣を握りしめたままの左腕が落ちてきて転がった。


    　ミカエラは身体を大きく痙けい攣れんさせながらも、上体を起こそうとする。だが途中でがくんと肩を震えさせ、糸の切れた人間のように地面へと倒れ、動かなくなった。


    　ミカエラの絶技『落らく月げつ』の突きよりも、ランベールが正面から放った大振りの方が遥かに速かったのである。


    「ババ、バカな！　こんなこと……こんなこと、あるわけがない！　人間に出せる速度じゃ……」


    「人外と罵ののしられる謂いわれはあるが、悪いがこれは生前からでな」


    　護衛を突破したランベールが、大剣を斜め下に垂らした姿勢で男の前へと立つ。男が小さく悲鳴を上げ、後あと退ずさった。それからはっと思い出したように、手に抱えている死し黒こく水すい晶しようをランベールへと差し出した。


    「ここ、これだろ？　なぁ、これが欲しいんだろ？　俺が、俺がマンジー様の部下になったのは、本当にただの偶然なんだ……。見逃して、見逃し……」


    　ランベールが掬すくい上げるように放った剣の一撃が、死黒水晶を綺き麗れいに砕く。その延長線上にあった男の頭部も、地に落ちて腐った果実の如ごとくあっさりと弾け飛んだ。辺り一帯のアンデッドが身体を震わせ、地へと崩れていく。


    　私兵団たちから歓声が上がる。ランベールは周辺に立ち込めていた邪気を孕はらんだマナが急速に薄れていくことを確認すると、大剣を鞘さやへと戻した。
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    『笛吹き悪魔』の八賢者が一人、『屍しかばねの醜しゆう老ろう』マンジーは、都市バライラの冒険者ギルドを襲撃して冒険者をアンデッドへと変え、アンデッドを操あやつるために己おのれのマナから生成した漆黒の水晶──死黒水晶──を部下に持たせ、都市の各地区でアンデッド騒動を引き起こしていた。


    　ランベールと別れたロビンフッドの向かった先でも、アンデッドと化した冒険者たちが領民たちを襲撃していた。


    　ロビンフッドは、アンデッドの群れの中を、愛馬であるセラフに跨またがって突き進む。前に出てきたアンデッド冒険者を、セラフの蹄ひづめが蹴け飛ばして退かせる。


    　セラフの側面から剣を振りかざしてきたアンデッドの男の腕を、ロビンフッドは的確に矢で射抜いた。


    　何も握っていない腕を大振りした男の肩へと、ロビンフッドは馬の走力を利用して蹴けりを放ち、後方へと倒す。


    「こんな規模のアンデッドの群れは初めて見たが、あまり気のいいものではないな。戦っていて楽しい相手でもない。ただただ不愉快だ」


    　ロビンフッドは、離れた位置に立つローブの男を睨にらむ。男の腕には、アンデッドを操あやつる死し黒こく水すい晶しようが抱えられている。


    　アンデッドたちは、男を中心に渦を巻くように配置されていた。男を守る布陣になっているのだ。


    　ロビンフッドはアンデッド冒険者に背後を取られないよう、布陣の隙すきを突き、掻かい潜くぐるように、男の周囲を回りながら接近していく。接近しながら、アンデッドの脚や首に矢を放ち、真っ当に動ける敵の駒の数を減らす。


    「まるで迷宮探索だな。大した布陣だよ、オッサン。だけど、俺が来ちまったのが運の尽きだったな」


    　そこまで言って、ロビンフッドは自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「……いや、お前はまだ運がいいか。よかったな、来たのが俺の方で」


    「ば、馬鹿な……なぜ、なぜこれだけのアンデッドを使って、ただ一人が捉とらえきれぬ！　まだ、こんな男が残っていたのか！」


    　ローブの男が、死黒水晶を曇天へと掲げる。黒い輝きが不気味に広がる。強くマナを込めたのだろうと、ロビンフッドにはわかった。


    　水晶の輝きが活性化するのと反比例し、男の顔色は悪くなっていた。表情も苦し気である。マナを振り絞っているのだ。


    「アンデッドよ！　早く……早くあの男を、亡き者にするのだ！　こんな失態、認められるか！　マンジー様に、なんと、なんと申し開きすればよいのか……！」


    　男は声を震わせて叫ぶ。男にとって、主あるじのマンジーとは、崇拝というよりは、恐怖の対象であった。


    「悪いな。お前たちの都合には、興味がないものでね」


    　ロビンフッドの弓から放たれた矢が、まっすぐに掲げられた死黒水晶へと向かう。男が慌あわてて水晶を下げようとするが、遅い。矢が死黒水晶を貫通した。水晶体に罅ひびが入り、幾つもの破片となって散らばった。周囲のアンデッドたちの動きが鈍化し、次々に前のめりに倒れていき、動かなくなっていく。


    「き、キサマ……っ！」


    「的を見えやすく掲げてくれるなんて、随分とお優しいんだな。お前に続いて地獄に送っておいてやるから、怖い上司とやらにこってり絞られるといいさ」


    　肉の盾たてを完全に失った男へと、ロビンフッドの第二の矢が飛来する。矢は男の胸部を穿うがち、身体からだを宙へと弾き上げる。顔から地上に落下した男が、身体のあちこちを打ち付けながら回転して血を撒まき散らした。


    （……さすがに、ちょっと疲れたな。しかし、死し操そう術じゆつとは、初めて目にするが気に食わない魔術だ）


    　死操術の研究は国法で固く禁じられているため、かつて戦神として冒険者の都バライラの頂点に立ったロビンフッドも、死操術に関しては無知であった。通常時ならばそれで不便はないが、こうして相手取ったときに情報が少ないというのは、戦闘において大きく不利に働く。


    　ロビンフッドは死体の山の中を、セラフから下りて男の亡なき骸がらへと歩み寄った。男が何か、死操術に関して記した魔導書のようなものを持っているかもしれない、と期待したのである。


    　ロビンフッドは屈んで男のローブを漁あさった。しかし、さして参考になりそうなものは見当たらなかった。


    （ま、都合よくそんなものは見つからない、か）


    　ロビンフッドが溜め息を吐ついて立ち上がろうとしたとき、愛馬のセラフが殺気立っていることに気が付いた。ロビンフッドを睨にらみ、フー、フーと、興奮気味に息を荒らげる。


    「どうしたセラフ？　まさか混乱、幻影の類たぐいか？」


    　セラフがロビンフッドへと飛びかかってくる。その様子に驚いたロビンフッドが慌あわてて立ち上がろうとすると、死角から何かに肩を喰くらい付かれそうになった。


    　咄とつ嗟さに身体からだを捻ひねり腕を庇かばう。弓の射手として、肩を持っていかれるわけにはいかなかったのだ。


    　そのおかげで肩は守ることができたが、代償に腹部を噛かまれた。歯の表面がゴリゴリとロビンフッドの身体を抉えぐり、執念深く磨すり潰つぶす。


    「がはっ……く、くそっ！」


    　目を向ければ、噛みついてきたのは、先ほどのローブの男だった。目は虚うつろであり、胸部からは先ほどロビンフッドが放った矢が生えている。


    　男には、死後に自身をアンデッド化する魔術が掛けられていたのである。ロビンフッドは動揺を押し殺しながら男の頭を押さえ、引き剥はがそうとする。


    　だが、思いの外ほかに力が強い。ロビンフッドは膝ひざで男の頭部を蹴けり飛ばす。首の骨を折った手応えがあった。男の頭部が後方へ下がったことで、男の噛んでいたロビンフッドの腹部が喰いちぎられた。


    　完全に不意を突かれた。未知の魔術を操あやつる相手を前に油断した。ロビンフッドは自身の軽率さに舌打ちする。


    　距離を取るべく退くが、退いたのと同じ分だけローブの男が地を這はって接近してくる。他のアンデッドよりも、ずっとしつこい。


    　弓の間合いならば対処も容易たやすかったのだが、ここまで接近してしまったのが運の尽きだった。


    　男は再びロビンフッドへ組み付こうとする。そこへセラフが、頭を下げて突撃してきた。セラフの頭突きが、ロビンフッドと男を、別々に左右へ弾き飛ばした。


    　ロビンフッドは前転して受け身を取って立ち上がり、弓を拾って素早く男へと矢を射た。男の額から下腹部に掛けて、ロビンフッドの矢の嵐が一列に突き刺さった。


    　アンデッドの目玉がぐりんと回り、膝ひざを折ってその場に倒れた。


    「ありがとよセラフ、いつも助けられてばかりだな」


    　ロビンフッドは己おのれへと首を伸ばすセラフの顎あごを、丁寧に撫なでる。


    「少し、休憩……」


    　ロビンフッドは建物を背に、座り込んだ。はぁ、と溜め息を吐つき、遠くへ目をやる。モンド伯爵の館から、火が上がっているのが見えた。


    「……っていうわけにはどうにも、いかないらしいな。なに、一石二鳥だ。無理してだって、出で張ばる意味がある」


    　ロビンフッドは立ち上がり、呼吸を整える。そしてセラフへと跨またがり、燃える伯爵邸ていへと向かった。
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    　ランベールが死し黒こく水すい晶しようを破壊したことで、ギルド『白銀の意志』のアンデッド化していた冒険者たちがただの死体へと戻り、眠りについた。


    　ランベールは足下に転がる、死黒水晶を守っていた男の死し骸がいへと目を向ける。とりあえずこの場は片付いたが、後どれだけの死黒水晶がアンデッドを操あやつっているのか、規模がまるで掴つかめない。ランベールは首を振る。


    「拷ごう問もんして情報を引き出すべきだった。すぐ次の奴やつを見つけねばな」


    　アンデッドたちが眠りについたことで、私兵団の面々が歓声を上げる。そこで死力を絞り立っていたグラスコが、その場に倒れ込んだ。


    　グラスコはミカエラの剣を受けた時点で限界だったのだ。しかし、隊長として、交戦中に倒れるわけにはいかない。ランベールに鼓こ舞ぶされ、その一心で立ち続けていた。


    　だが役目を終え、ついに緊張の糸が解けた。グラスコの部下たちが、大慌あわてで彼の下へと駆け寄る。


    「グ、グラスコ様!?」


    「うう、うぐ……悪いが、俺様はこれ以上動けそうにない。領民の避難の誘導の指示は、任せたぞ」


    　ランベールはちらりとグラスコへ目をやるが、何も言わずにすぐに背を向けた。


    「あ……！　お、おい、大鎧よろい！　貴様……お前、いったい……何者なんだ、なぁ！　おいっ！」


    　グラスコが声を振り絞り、ランベールの背へと声を掛ける。手を伸ばしながら立ち上がろうとして体勢を崩して前のめりになり、部下たちに身体からだを支えられる。


    「ランベール・ドラクロワだ。私兵団長グラスコよ、お前は退屈なだけの男ではなかったぞ」


    　ランベールは足を止め、振り返らずにそう言うと、また前へと進む。グラスコを筆頭に私兵団の面メン子ツは、ただただ、ランベールの大鎧の背に見み惚ほれていた。
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    　──同時刻、都市バライラ内のある廃はい墟きよにて、漆黒のローブを纏まとう、顔に縦の継つぎ接はぎの入った女が歩いていた。女の顔の左側は整っていたが、右側は瞼まぶたがなく、皮ひ膚ふも爛ただれている。


    　おまけに口も、目も、明らかに左右非対称な顔立ちになっていた。女の後ろには同じローブに身を包む、二人の男がついてきていた。


    　彼女の名は、アダマリア。半顔の魔女と恐れられる魔術師である。普段は顔に包帯を巻いて隠していたが、今は自分の容貌を見て騒ぎ立てる余裕のある領民もいないため、包帯を外して顔を晒さらしていた。


    　アダマリアは八賢者マンジーの一番の部下であり、興奮すると暴走しがちになる彼の補佐が主な役割だった。頭が切れるため、組織内での信頼も厚い。


    　マンジーを含め、八賢者の半数は真っ当に話のできる人間性を持ち合わせていはない。そのためマンジーへの連絡にアダマリアが介されることも多かった。


    　アダマリアの方へと、子供ほども大きさのある巨大な甲虫が接近してくる。背は大きな瞳ひとみのような柄になっており、頭部は幾つもの人の眼球に覆われている。目玉は不規則に、各おの々おのの方向へと出で鱈たら目めに向けられていた。アダマリアは、甲虫の背の目玉の柄へと手を翳かざす。


    「我に教えよ」


    　アダマリアが呟つぶやくと、甲虫の背が光り、その光がアダマリアの腕を伝うようにして彼女へと流れていく。


    　この化け物は、『笛吹き悪魔』で魔術研究を重ねて造られた、合キ成メ獣ラである。正確には名を魔ま呪じゆ蟲ちゆうと名付けられており、呪いの塊かたまりのような生物であった。魔呪蟲は気配を隠して素早く動き回れる他、自身の見たものを『笛吹き悪魔』の魔術師へと、マナを介して知らせることができた。


    　また感知能力も高い。自身のマナが減ると黙って姿を消すため、『笛吹き悪魔』も無制限に使えるわけではないが、それでもこういった広範囲の出来事を素早く把握する必要のある場では重宝する。


    「…………」


    　アダマリアは、左側の目を瞑つぶり、眉まゆ根を寄せて思案する。なお、爛ただれた右側の顔はぴくりとも動かない。


    　アダマリアの部下である二人の魔術師が、彼女へ目をやり情報を求める。だが、アダマリアは、魔呪蟲から得た情報をどう伝えるべきか思い悩んでいた。


    　彼女が魔呪蟲のマナを受けて得たのは、魔呪蟲の見た視覚情報である。それは大鎧よろいの剣士が、アンデッドの大群を斬きり伏せ、死し黒こく水すい晶しようを手にしたマンジーの部下を惨ざん殺さつして回っているところだった。


    　戦術の要であったはずの、数に頼った冒険者ギルド『鬼おに蟻ありの軍勢』のアンデッドと、質を重視した『白銀の意志』のアンデッドが、すでに大鎧の剣士ほぼ単騎によって壊滅させられている。


    　あり得ない。どう考えようともあり得ない状態であった。


    「化け物め……」


    　アダマリアは、大鎧よろいの男の存在を知ってそう呟つぶやいた。


    　あまりに桁けた外れすぎる。このときすでに、予定を大幅に変更し、大鎧の男へと狙ねらいを定め、討つことを決意していた。


    　大鎧の男の討とう伐ばつのためにマンジーに直接動いてほしいところだが、マンジーは気まぐれな上、組織よりも自身の趣向を優先する。見かけは老人だが、人格はまるっきりの子供なのだ。それも少年というよりは、虫を潰つぶしてはしゃぐ幼児のようなものであると、アダマリアは考えていた。


    　我わが儘ままで残虐、短絡的で自分勝手。アダマリアから見ても、マンジーには人として成長すべき精神面が大きく欠落していた。


    　それにマンジーに下へ手たなことを言えば、『笛吹き悪魔』に貢献してきたアダマリアすら、薬漬けにされた脳のう髄ずいを机に飾られることになりかねない。事実、そういった目に遭ったマンジーの部下を、アダマリアは何度も目にしていた。


    「どうやら、不確定要素が出たようですね。向こうがアンデッドに気を取られている隙すきに先回りして罠わなに掛けて、確実に処分しましょうか」


    　アダマリアは自身の部下へとそう言い、舌で己おのれの口周りを舐なめた。
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    　ランベールは死し黒こく水すい晶しようの気配を追い、都市バライラの冒険者の墓場である、『名もなき英雄の眠る地』へと足を運んでいた。ここは領主であるモンド伯爵の管理下にある墓場であり、冒険者ギルドに加入していた冒険者ならば、ギルドの判断で残した財産と引き換えにここへ葬ほうむることができた。


    　冒険者には流れ者で出身地が遠い者も多い。また、身寄りのない者も多い。そういった冒険者の多くは、この『名もなき英雄の眠る地』へと葬られるのだ。


    　しかし、いつ死ぬかわからない冒険者は、纏まとまった貯金を持つ者が少ない。また、役人に黙って遺品に手を付ける同僚の冒険者も多い。この『名もなき英雄の眠る地』は利益を目的としたものではなく、命を尽くして領民の平和と領地の発展のために戦い、命を散らした冒険者の死体が真っ当に葬られもしないのは可か哀わい想そうだという、救済の意味合いが強い。


    　ランベールはそのことを知っていたわけではないが、入り口にあった剣を担かついだ勇猛な戦士の像と、安価な素材の墓、手入れの行き届いていない汚れた墓が多い様子から、朧おぼろ気げながらにその背景を察していた。


    　墓場の奥には、一つだけ異様な、大きな墓があった。この墓場が作られる発端となった英雄の葬ほうむられている墓であった。


    　都市バライラの過去の英雄、ヒルディアス・アームグレイン。四十年前に、都市バライラを魔獣の群れの侵入から守るのに貢献した冒険者であり、その際に命を落としたとされる。


    　墓の周囲には、縄で身体からだを拘こう束そくされ、頭に麻袋を被かぶせられた男女二十名近くが転がっている。死体がほとんどだが、まだ息のある者もいるようだった。


    　そして殺された者の血と肉を用いて作られたらしい、大きな魔法陣が描かれている。連れてこられた人間は、何らかの魔術の発動のためのものであったらしいと、ランベールはそう判断した。


    　墓の前には二人の男がいる。一人は骸骨のように痩やせこけた、漆黒のローブを纏まとう男であり、墓の前に座り込んでいた。手の中には、怪しき輝きを放つ死し黒こく水すい晶しようがある。


    「……確かに、アダマリア様の言う通りだ。コイツを付け狙ねらうように現れるんだな」


    　そしてその男を守るように、アンデッドの大男が立っている。目に生気はない。死神のように痩せた男が、ペロリと舌を出してランベールを見る。


    「だが、ここに来たのは失敗だったな。しばらく調査していたはずなのにアダマリア様も把握できていなかったところを見るに、オマエ、流れ者なんだろう？　だが、コイツの名前くらいは聞いたことがあるはずだ。バライラの英雄、ヒルディアス様だぁ。ヒヒッ、さしもの英雄様も、こうなっちまったら、俺たちの手足だけどな。お前は桁けた外れの強さだと聞いていたが……はてさて、英雄様と、どっちが桁外れなのかな？」


    　男が言うなり、大男──都市バライラの過去の英雄、ヒルディアスが大口をあけておぞましい咆ほう哮こうを上げ、斧おのを振り上げる。


    「フゥ……フゥ……フグゥオオオオオオオオッ！」


    「さぁ、英雄様のお手並み拝見！　試運転と行こうじゃないか！　ハハハハ！　英雄様の死体がぁ、墓暴きに利用されて都市を壊すなんざ……なかなか俺好みの皮肉が利いてるぜ！」


    　ヒルディアスが、巨体からは想像もつかぬ速さでランベールへと突進する。地面を蹴けり、跳び上がった。低空飛行でランベールへと飛び込む。そのまま飛びつくかと思いきや、ヒルディアスの巨体が宙で大きく翻ひるがえり、変則的な方向から、精密な動きで大斧を振りかざす。


    　相手の意表を突くと同時に斧の軌道を読ませない、初見殺しの技である。また回転の遠心力とヒルディアスの巨体の体重がまともに乗った大振りの一撃は、彼の利点を完全に活いかし切った技であった。凄すさまじい速度の乗った斧が、ランベールの頭部を狙う。


    「ハハハハハハ！　いい、いいぞぉ！」


    　男の笑い声が響く。


    　次の瞬間、ヒルディアスの肩から先が切り離された。腕がついたままの大斧が、地面へと突き刺さった。続いて、ランベールの前に、身体が真っ二つになったヒルディアスの身体が崩れ落ちる。


    「は……？」


    　ランベールはヒルディアスの死体を見下ろす。魔術で作られていたらしい疑似肉が剥はがれ落ち、ヒルディアスの太い、ほとんど土に変わっていた骨が、露あらわになっていく。男は、信じられないといった目で、ランベールを見つめてわなわなと身体からだを震えさせる。


    「勝ったのは、俺だったな。今度こそ安らかに眠るがいい、ヒルディアスよ」


    　四十年前の都市バライラの英雄も、二百年前の八国統一戦争の英雄には、遠く及ばなかった。


    「そして、無粋な墓暴きである貴様の方もな」


    　ランベールに睨にらまれた男の手から、死し黒こく水すい晶しようが地面へと落ちた。


    「な、なんで……？」


    　男からしてみれば、全くもって意味がわからない。此こ度たびの都市バライラの襲撃において蘇よみがえらせるアンデッドとして、英雄ヒルディアスは間違いなく最強の戦士である。それがこうもあっさりと瞬殺されるなど、あまりに不合理である。


    　死し操そう術じゆつに何らかの誤りがあったのか、としか考えられない。しかしだとしても、ヒルディアスの動きは、紛まがうことなく、戦士として一流のものであった。男は白兵戦には疎うとかったか、ヒルディアスの豪快かつ精密な動きには、思わず興奮を覚えたほどである。


    「なんで……なんで……」


    　よろめきながら男が立ち上がる。そして周囲に倒れている人間に目を向け、人質にすれば好機があるのではと考え、口元を歪ゆがめた。夢中で、近くにいた一人の首を持ち上げ、刃を突き立てる。


    「そ、それ以上！　近づくなぁ！」


    「ああ、これ以上は近づく必要はない」


    　声は男のすぐ後ろから聞こえて来た。男が人質を取ろうとした一瞬の内に、ランベールは男の背後へと、その俊足で接近していたのである。


    「た、助けっ！」


    　ランベールの大剣が、男を脳天から叩き斬きった。即死であった。切断面から血を噴き出しながら男が倒れる。ランベールは軽く大剣を振って血を飛ばし、鞘さやへと戻した。
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    　ランベールは自みずからが縦に両断した男の死体を見下ろす。そして地面へと転がる死黒水晶を踏み抜いて破壊した。それから周囲の、男が墓所の英雄を蘇らせるための生いけ贄にえの余りらしい、縄で拘こう束そくされて麻袋を被かぶせられている男女へと目を向ける。


    「…………」


    　ランベールが感じ取ったのは、違和感だった。今の状況の、何かがおかしい。そう感じたのだ。


    （考えすぎか……？）


    　しばし、ランベールは動きを止める。確かに、斬きられた男の様子が演技であったとは考えられない。それにこの状況で、突発的に現れ、単体で敵対戦力を潰つぶして回るランベールをピンポイントで捕らえ、罠わなに掛けることはほとんど不可能である。


    　戦地において、必要な場所の必要な情報を得られるような、そんな都合のいい魔術をランベールは知らない。そんな術があれば、それだけで死神にも英雄になれると、八国統一戦争の将軍であったランベールには、はっきりとわかる。


    　だから、自みずからの抱いた不信感を、ランベールは一度、保留にした。


    　生いけ贄にえに連れてこられたらしい男が、身を捩よじって苦しみ始めた。苦く悶もんの声を上げる。ランベールは顔を男に向け、その場に屈みこみ、頭を覆う麻の袋を強引に破いた。


    「どうした？　何か、魔術による干渉を受けていたのか？」


    　男は、苦悶の表情の口元を歪ゆがめながら、ランベールの身体からだへ抱き着いてきた。


    「何を……」


    「アダマリア様ぁ！　俺ごと沈めてください！」


    　生贄のはずだった男が叫ぶ。


    「地よ、沼となれ！」


    　それに続き、周囲からは魔術の詠唱が重なって聞こえてくる。一人ではない。魔術師は、五人はいる。それとほとんど同時に、ランベールの足場がぬかるみ、重い魔金オルガンの鎧よろいが地中へと沈む。


    　ランベールは咄とつ嗟さに籠こ手ての指を伸ばして絡みついて来る男の額を小突き、頭ず蓋がい骨こつを砕いて即死させた。


    「絞め殺せ、肉触手！」


    　五人の魔術師が同時に唱える。それもランベールを囲む、五方向からである。辺りに倒れていた領民の死体の頭に巻かれていた麻袋を、内側から何かが突き破る。


    　体内から絞り出されたのは、肉の鞭むち。ランベールを囲んで放たれた。死体を媒体に、肉の触手を作り、操あやつっているのだ。巨大でグロテスクな舌が、屈んだ姿勢のまま沼地に足を取られたランベールの一瞬の隙すきを突き、鎧の関節部を締め上げてその動きを拘こう束そくした。


    　ランベールを襲撃した魔術師は、生贄の中に混ざっていたのである。そうして拘束されている振りをしながら、ランベールが決定的な隙を見せるその瞬間を待っていたのだ。


    「まさか、大おお斧おののヒルディアスが、ここまであっさりと突破されるとは、思いもしていませんでしたが……結果として、二重、三重に罠を仕掛けておいたのが、役に立ちましたね」


    　ランベールは背後に立つ声の主へと、僅わずかに兜かぶとを傾ける。


    　色白で美人だが、線を引いて分けたように、顔の右半分が焼け爛ただれている。八賢者マンジーの補佐、半顔のアダマリアである。


    　彼女は策略家としても、錬金術師としても、一流であった。錬金術師としての彼女は、身体を弄いじって筋肉や神経を作り替えて死者を蹂じゆう躙りんして弄もてあそび、一つの兵器として完成させることに長たけていた。


    　ランベールは自身の拘こう束そくを強引にちぎろうとする素振りを見せた。だが、腕が震えるばかりで、肉の鞭むちがちぎれる様子はない。


    「無駄ですよ。即席品ではなく、貴方あなたがここに来る前から仕込んでおいたものです。魔術で死体の体内を弄って、潰つぶして組成し直し、強きよう靭じんに組み替える。そうしてただ一度、筋きん肉にく塊かいの鞭を吐き出すだけの砲台へと作り変える……。なかなか手間がかかりますが、その分効果は絶大でしょう？　それに、貴方の桁けた外れな膂りよ力りよくは、既に把握済みですからね。関節部を巻き取った上で、足に力が入らないように、足下を泥へと変えていますから」


    「…………なるほど」


    　ランベールが低い声で呻うめく。


    「貴方が桁外れならば、桁外れなものと前提に組んだ上で、策を練るだけです」


    　アダマリアが静かに告げる。


    「アダマリア様、この男はどうなさいますか？」


    「少し拷ごう問もんしてから、死体をマンジー様へと引き渡しましょう。この者は、常人の域を大きく逸脱していますから。マンジー様の研究にも役立つかもしれません」


    　そう言ってアダマリアは、手に一本の細長い針を持つ。


    「さて、こちらも急ぎの身ですので、手荒に行かせてもらいますね」


    　アダマリアが、整った形の左目と、瞼まぶたが焼け切れ赤黒く変色した奇怪な右目をランベールへと向ける。


    「一つだけ、教えろ……。なぜだ？　なぜ、単体で動く俺の動きを、こうも把握することができた？」


    　策を練る上で大切なのは、敵の動きを把握する手段である。アダマリアの異様に周到な計画も、ランベールの強さを察知し、動向を押さえきれたからこそできたことである。


    　アダマリアの唇くちびるが、歪ゆがんで笑みを象かたどる。


    「変わった蟲むしを、見ませんでしたか？」


    「…………」


    　合成獣キメラか、生体錬金ホムンクルスか、石人形ゴーレムか。何にせよ、感知に特化した武器を持っているらしいと、ランベールは悟った。あまりに強力な武器である。


    「余計なお喋しやべりはこの程度にさせていただきましょうか」


    　アダマリアが言う。ランベールも深く頷うなずいた。


    「これ以上は聞けそうもない。茶番はこの辺りでいいか」


    　言うなり、ランベールが身体からだを強引に捻ひねり、触手に縛られていた腕を大きく持ち上げる。


    「ですから足場が泥な以上、力をかけようがありませんよ。そもそも、関節部に均等にかけた負荷のせいで、身体からだに力が入るわけが……」


    　ランベールの両足、両腕に巻き付いていた肉触手が、引きちぎれて破裂し、血液を噴出した。アダマリアの非対称な目が、ランベールに釘付けになる。ちぎった肉触手をランベールが放り投げ、自由度を増した手足が、残った肉触手を容易に振り解ほどき、破壊する。


    「こんな玩具で、よく俺を拘こう束そくした気になれたものだな」


    「し、絞め殺せ、肉触手よ！」


    　咄とつ嗟さにアダマリアが唱える。近くにあった死体の頭部の麻袋を突き破り、肉触手がランベールを狙ねらう。ランベールは大剣の腹でそれを叩き潰つぶし、その勢いを用いて宙へと跳び、魔術の沼地を脱した。


    　ランベールは着地地点付近にいた魔術師の一人を蹴けり飛ばす。魔金オルガンの質量が乗った蹴りを受けた魔術師は、一撃で胸骨と背骨が折れ、心臓が破裂した。身体が折り畳まれた奇怪な惨死体へと早変わりする。


    「俺を知った上で策を立てたと言っていたな。まだ、次があるのか？」


    　ランベールが地面に大剣を突き刺し、彼女たちに問うた。ランベールが不信感を保留にし、敢あえて罠わなに対して後手に回ったのは、仕掛け人の持つ圧倒的な情報の優位の正体を暴くためである。拘束を受けたのも、アダマリアを油断させ、情報源について少しでも聞き出したかったからに外ほかならなかった。


    　ランベールがアダマリアに対して危機だと認識したのは、戦地における必要な情報の入手方法に過ぎない。現代で多少錬金術や策略に長たけているとはいえ、敵兵を一人でも多く殺すための悪意に満ちた八国統一戦争を生き抜いてきたランベールからしてみれば、アダマリアの謀ぼう略りやくも児じ戯ぎに等しい。
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    　拘束を振り解き、戦闘態勢に入ったランベールを、アダマリアは睨にらむ。アダマリアはわかっていたつもりだった。今回の主要戦力をほぼ単騎で潰して回っている男が、化け物のような存在である、と。だが、それでもまだ認識が足りなかったことに気づかされた。目前に立つ男は、化け物以上の何かであった。


    「もう駄目だ！　せめて、アダマリア様をお守りしろ！」


    「我々が時間を稼ぎます！　アダマリア様は、このことをマンジー様に……！」


    　杖つえを構え、ランベールの前にアダマリアの部下の二人が立ち塞ふさがる。アダマリアは、ランベールとは反対側に逃走を始めた。


    　アダマリアははっきり理解していた。此こ度たびの襲撃の成否は、目前の鎧よろい剣士を殺せるか否かにかかっている、ということを。


    　あの鎧よろい剣士が生きている限りは、時間の経過と共にこちらの戦力が削られるだけである。最早、一刻も早く、マンジーに対処してもらう必要があった。


    　ランベールが無言で大剣を構え直す。


    「間合いに入られるな、そこが俺たちの限界だ」


    　二人の後ろに立つ男が、彼ら二人へと忠告を促す。問いかけられた方が、ランベールを睨にらみながら頷うなずく。


    　いつの間にか、大剣を斜めに振り上げたランベールが目前まで迫ってきていた。勇ましい自己犠牲の言葉を口にしていた彼らの喉のどの奥から、悲鳴が上がる。ランベールが振り下ろした大剣の前に、二人の上体が纏まとめて飛んだ。宙に投げ出された上体が地面に落下し、切断面から夥おびただしい量の血を流す。


    　杖つえを構えているアダマリアの部下の最後の一人が、震える杖先をランベールへと向けながら、ジリジリと後退する。


    「あ……あ……」


    「どうした？　撃たぬのか？」


    　男とランベールの距離は、まだ開いている。完全に魔術師の間合いであった。一番の好機は、ランベールが前の二人を斬きった瞬間であるはずだった。それを、男はあっさりと逃していた。


    　しかし今からでも、魔術師に有利なこの間合いならば、まだ勝機はあるはずだ。この距離ならば、常人の剣士が接近するよりも先に、二回は魔術を行使することができる。


    　男は心臓の鼓動を落ち着けるように意識した。息を止め、乱れる精神を少しでも落ち着けようと意識しながら、杖先をランベールへと向け続ける。


    「う……う……うわぁぁぁっ！」


    　男が杖を投げ捨てて、アダマリアとは別の方向へと逃げ出した。


    （鎧の剣士は必ず、頭格であるアダマリア様を狙ねらう……！）


    　ならば自分は逃れられるという、卑劣な考えであった。しかし、一概に責められるものではない。アダマリアと逃走すれば、二人纏めて叩き斬られることは間違いない。立ち向かっても何の意味がないのは、前の二人が証明済みであった。たかだか一秒を稼ぐために命を落とすつもりはない。


    「無様だな。貴様が選べるのは、死に様だけだったというのに」


    　声で、なぜか自分の方に鎧の剣士が向かってきていたことを知った男は、悲鳴を上げた。


    　ランベールは籠こ手ての腕を大きく伸ばし、巨大な凶刃が男の背から心臓を貫く。そのまま、骨と右肩を切断して上から抜ける。


    　絶命した男を蹴けり飛ばして素早く方向転換し、続けて最後の一人となったアダマリアを追う。アダマリアは、何もないところで大きく転んだ。


    　何事かと思えば、自分の膝ひざが痙けい攣れんしているのがわかる。恐怖のために足が動かなかったのだ。


    「フ、フフ……この私が、恐怖を……フフ……。まるでこれでは、小娘ではありませんか」


    　アダマリアが小声で自じ嘲ちよう的に呟つぶやく。


    　死は既に悟っていた。転んだことを惜しいとも思わない。あそこから逃げるのはどう足あ掻がいても不可能であった。


    　ランベールは大剣を構え、アダマリアへと接近する。アダマリアは地に両膝ひざをつけたまま、杖つえ先をランベールへと向ける。


    　次の瞬間、アダマリアの視界の天地が逆転した。腕に激痛が走り、杖が飛んでいく。鞘さやで腕を掃はらわれたのだと、遅れて気が付く。


    　その後、ミシリと腕から音が鳴る。ランベールの膝が、アダマリアの腕の関節を押さえ付けていた。明らかに骨が潰つぶれていた。ランベールの大剣が、アダマリアの鼻先へと突きつけられた。


    「マンジーとやらが、貴様らの頭らしいな。このことをマンジー様に、お伝えください……か？　どうやら貴様の言っていた蟲むしとは、あまり使い勝手のいいものではないようだな。制約があるのだろう」


    「……殺しなさい。悪いけど、情報を吐くほどヤワじゃありませんよ」


    　そう言ってアダマリアは、自身の顔の右半分、その皮の剥はがされた異い形ぎようの容貌を示すように手を当てる。


    「異端審問会に捕まったときのものですよ。ですが、私は白しらを切り通し……最終的には、逃げ出すことにまで成功した！」


    　異端審問会とは、禁魔術の研究と行使を目的とした魔術組織や魔術師の根絶を目的に設立された、禁魔術組織である。悪を以もつて悪を制する、この矛盾した方針を掲げた組織は、王国内でも他の追つい随ずいを許さぬ高位の魔術師たちの集まりによって結成されている。


    　審問官の情報は秘ひ匿とくされているが、死刑囚が顔を変えてその一員を務めている、国王の指示で不老を研究していた代がある、冤えん罪ざいで領地一つ焼き潰したことがあるなど、やや黒い噂うわさのある組織である。


    　一度彼らに捕まれば、冤罪であると後で判明しても決して生きて逃れることはできないとされていた。しかし、アダマリアは『笛吹き悪魔』内でも拷ごう問もんに対する訓練は充分に仕込まれていた。たび重なる拷問を前に、ひたすらに憐あわれな巻き込まれた一般人を装い続け、ついに冷酷な異端審問官の油断を誘い、彼らの魔の手より逃げ遂おおせた実績があった。


    　ランベールが、兜かぶとを持ち上げる。


    「えっ……あ、あ……」


    　荘厳な兜に覆い隠されていた、禍まが々まがしい骨の頭部が露あらわになる。空虚に空いた眼がん窩かの奥に、赤々と憎々し気に燃える災さい禍かの光。その光が、アダマリアを真上から睨にらんでいた。


    「繊細な作業は昔から苦手で、拷ごう問もんは得意ではないのだが。こういったことは、グリフの方が長たけていたな」


    　アダマリアには、何がなんだかわからなかった。アンデッドが、ここまで意思を残していること自体、信じられなかった。


    　しかし、一つわかることがあった。顔を晒さらした以上、解放をチラつかせて情報を出させるような甘い真ま似ねをするつもりはなく、単純な暴力と苦痛で情報を吐かせるつもりであろう、ということである。
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    　伯爵邸ていの三階、執務室の窓より、モンド伯爵は領地の有様を見て呆ぼう然ぜんとしていた。


    　都市バライラの中央部で謎の暴動が起こったとの情報があり、グラスコ率いる私兵団を鎮圧・調査へと向かわせてから、まだそう時間が経たっていない。だというのに、今や都市のあちらこちらから煙が上がり、領民の死し骸がいが野の晒ざらしにされ、ひと目見て正気を失っているとわかる白目を剥むいた冒険者たちが殺さつ戮りくを行っている。


    「そうか、正体不明の暴動の正体は、アンデッドの群れであったか……。となれば、事件を引き起こしたのは、『笛吹き悪魔』……まさか噂うわさはあったが、ここまで動きが早いとは」


    　モンド伯爵は握りしめた拳こぶしを震わせ、地獄と化した自領を眺める。その隣に、銀髪の優男、『踊る剣』のギルドマスター・ユノスが並び、街へと目線を降ろす。


    　細い目をやや開き気味に暴れるアンデッドを睨にらみつけ、苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情を浮かべていた。


    　ユノスはこの危機において、モンド伯爵への助言を繰り返してモンド伯爵からの信頼を高めていた。モンド伯爵の家臣たちよりも、厳しい冒険者の世界で持ち前の要領の良さと向上意欲を武器に成り上がり続けてきたユノスの方が判断力に優れており、また頭も切れた。そのため、モンド伯爵の執務室へも、気軽に訪問することを許される立場となっていた。


    　ユノスもこの思わぬ事態に最初はほくそ笑んでいた。しかし、『笛吹き悪魔』の被害は想像を遥かに超えていた。ユノスがせっかくこの冒険者の都バライラで成り上がろうと考えてこれまで綿密な計画を練って活動してきたというのに、これでは都市の持つ経済力や、レギオス王国内における重要性、他の都市への影響力も大きく下がってしまう。


    　今後最低十年は都市の復興がメインとなるだろうし、以前と同等まで盛り返すかも怪しい。というよりも、本当にこの騒動を鎮圧できるのかどうかも不明であった。これ以上、この都市にいること自体に、価値を感じられなくなってきていた。


    「各冒険者ギルドへと使者を送り、『笛吹き悪魔』騒動へと協力して当たってもらえるように呼び掛けてはおるが……被害の規模が、あまりに大きすぎる。近辺領地へも救援を呼び掛けてはいるが、いつ到着することか。あまりにも、向こうの仕掛けが速い」


    「そう、ですね」


    　モンド伯爵の嘆きへも、ユノスは興味なさげに答えるだけである。既に彼にとって、都市バライラはその価値を失っていた。


    「ユノス殿の『踊る剣』にも、アンデッド、及び『笛吹き悪魔』の魔術師の討とう伐ばつへと向かっていただこうかと考えているのだが……ユノス殿は、どうお考えか？」


    　モンド伯爵が口にしていることは、伯爵邸ていの護衛の破棄である。モンド伯爵は当初、復ふく讐しゆう鬼きとなったロビンフッドを恐れて『踊る剣』を雇っていた。そこへ都市全土へと『笛吹き悪魔』による攻撃が始まり、ロビンフッド対策に雇っていた『踊る剣』の冒険者たちを、そのまま『笛吹き悪魔』への護衛として転用する形になっていた。


    　しかし、この事態において、伯爵邸の護衛に一大勢力である『踊る剣』を拘こう束そくし続けるのは、愚策であるかもしれないと考えたのだ。なにせ、被害規模が想定以上に大き過ぎた。


    　意見を求められ、ユノスは窓からすぐ下の、伯爵邸の塀周囲へと目を走らせる。伯爵邸周囲では、『踊る剣』の部下と、モンド伯爵の私兵の一部が、攻め込もうとするアンデッドと抗戦を繰り広げていた。今のところ安定した戦いぶりである。


    　モンド伯爵の私兵はともかく、洗練された戦闘技能を持つ『踊る剣』の冒険者たちは上う手まく立ち回っており、未いまだに死傷者を出さずにいるようだった。


    　だがここも、長引けばどうなるかは保証ができない。敵はアンデッドと化した冒険者だけではなく、『笛吹き悪魔』の魔術師も混じっているという話であった。


    　大手冒険者ギルド『白銀の意志』が全滅した、という情報がモンド伯爵の元へと入ってきていた。ユノスはそれを聞いて、『白銀の意志』がアンデッド冒険者如ごときに後れを取るはずがないと、確信を持っていた。


    　既に『白銀の意志』を滅ぼしたのは『笛吹き悪魔』の魔術師であると、そう結論付けているのだ。今は彼の部下である『踊る剣』も余裕を持ってアンデッドを蹴け散らせているが、『笛吹き悪魔』が直接乗り込んでくれば、ここも怪しくなる。ユノスは目を瞑つぶり、しばし考えた後に口を開く。


    「伯爵様、都市バライラを脱しましょう。別の都市まで、我々『踊る剣』が護衛致します」


    　それがユノスにとっての最善手であった。この危険地帯と化した都市バライラから脱し、同時にモンド伯爵へと多大な恩を売ることができる。そう考えてのことであったが、モンド伯爵の反応は芳かんばしくなかった。顔を歪ゆがめ、ユノスを睨にらみつける。


    「ユノス殿は、儂わしに領地を棄すてて逃げろと言うのか!?　そんなことをすれば、それこそこの都市は終わりだ。領主も逃げ出したとなれば、私兵や冒険者たちも、この地を棄てて散り散りになってしまう。それこそ『笛吹き悪魔』の思う壺つぼではないか！」


    　領主が地を見捨てて逃げるなど、これからこの領地は滅びますと宣言するようなものである。領地のためにと抗戦している冒険者たちも、剣を投げて逃げ出すだろう。


    「確かに発覚すれば士気は下がるでしょうし、混乱が起きて余計な死者を招く結果となるかもしれません。ですから、一部の信頼のおける家臣にだけ話を通し、『モンド伯爵はまだ伯爵邸にいる』と、偽ってもらいましょう。そして安全確保のため……」


    「もうよい！　ユノス殿が、そうも恥知らずであったとは思わんかった！」


    　モンド伯爵の言葉に、ユノスが黙った。


    　ユノスは相手の思考を読み、自分の思惑へと誘導することに長たけていた。しかしそれは元々、ユノスが出身の地である治安の悪い貧民街に育った際に身につけた技術である。


    　ユノスの育った貧民街では、生き抜くためには周囲の者を犠牲にしてこなければならなかった。それゆえにユノスは、人は自己本位な合理主義者であるという考えを強く持ち過ぎる傾向にあった。そのため、ランベールにも彼の主張を一度否定されている。


    「……申し訳ない。少々、儂わしも苛いら立だっておったようだ。ユノス殿に当たるような真ま似ねをしてしまった。考え方は、それぞれである。確かに儂も、とっとと逃げた方がいいのかもしれん。だが、儂自身が、今はこの都市からは去りたくないと考えておる」


    「……いえ、とんでもない。過ぎたことを口にしました。非礼をお許しください」


    　ユノスは頭を下げてそのまま執務室を去り、廊下で小さく舌打ちをした。


    （馬鹿老人め……モンド伯爵は死ぬな。私単身でも、とっととここを去るべきか）


    　ユノスがそう考えながら階段を降りていると、上階の方から爆発音が聞こえてきた。モンド伯爵の執務室ではなさそうだが、どうやら魔術による攻撃を受けたようだった。


    　使用人たちの悲鳴が続く。ユノスの予想していた『笛吹き悪魔』の魔術師による襲撃が、一足早く始まったようであった。
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    　伯爵邸ていから、悲鳴と叫きよう喚かん。遅れて刃の交わる音と、魔術攻撃らしい破裂音が響く。伯爵邸に残った私兵とユノスの部下である『踊る剣』が、『笛吹き悪魔』の襲撃に応戦しているらしいと、ユノスは推察した。ユノスは退屈そうに鼻を鳴らし、音から遠ざかるように足を速める。


    （始まったか。私だけならば、逃げることは容易たやすいが……）


    　数ある冒険者ギルドの頂点に躍り出る、絶好の機会ではあった。だが、それもこの都市自体が衰退してしまえば、意味のないことである。


    『踊る剣』の部下を切り捨てるのも、これまでの功績を無に帰すのも、惜しいことではあった。しかしあの程度の部下ならば、また集められないこともない。


    　むしろ『踊る剣』の創設と運営で冒険者ギルドを動かす経験を積んだことで、次はもっと上う手まくやれるという自信もあった。『踊る剣』の上位陣は連れていきたいところであったが、モンド伯爵を見捨てて別の地でやり直すというユノスの判断についてくるものがいるとは思えなかった。


    　ユノスは部下に対し、自身の冷酷で実利主義な面は隠し、正反対の人間を装っていた。人を使う上で、そちらの方が都合がよかったからだ。


    　ユノスが冷めた顔で通路を歩いていると、慌あわただしく近づいてくる足音があった。なるべく避けたいところだが、不要な大回りになってしまう。避けた先で他の者と出くわすリスクも高く、意味がない。


    　ユノスは舌打ちしつつ腰に帯びた剣へと目線を落とす。前を向き直り、歩みを再開した。通路の先から現れたのは、モンド伯爵の私兵であった。


    「これは、『踊る剣』のギルドマスター、ユノス殿でしたか。しかし、上階の方で奇襲があったようですが……なぜ、こちらに？」


    　私兵は足を止め、ユノスを訝いぶかし気に見る。ユノスは足を止めない。


    「ああ、私は怖くなったのでね、そろそろこの館を出させてもらうことにしたよ。別れの挨あい拶さつを抜かしたことを、伯爵様に謝っておいてくれ」


    　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私兵の横を、ユノスは無感情に通り過ぎる。


    「な、何を言っている！　何のために、ここへ呼ばれたと……！」


    「生あい憎にくだが、私が受けたのは傍はた迷めい惑わくな元英雄様の始末であってね。反国家組織を相手取るほど酔狂ではない。それは君たち私兵の仕事だろう。我々は、受け取った対価分の仕事をするだけの冒険者だ」


    「お、怖おじ気けづいたのか！　『舞ぶ遊ゆう剣けんのユノス』ともあろう、お前が！」


    　私兵がユノスの背へと叫ぶ。ユノスは何も答えなかった。ただ、『踊る剣』の部下や、『笛吹き悪魔』の魔術師でなくてよかったと、それだけ考えていた。


    　伯爵の私兵ならば、『踊る剣』の部下ほど親しくないので、この緊急時に食い下がってくるような真ま似ねはしないだろう。敵の魔術師ならば、ユノスの態度に拘かかわらず、交戦は避けられなかったはずだ。


    「敵が怖いから、逃げるだと？　どうやら、世間で恐れられているほど大した奴やつではなかったらしいな！　なぜ今まで『踊る剣』の頭を張っていたのかが不思議なくらいだ！　二度と面つらを見せるな！」


    　私兵の暴言にも、ユノスは耳を貸さない。淡々と通路を歩む。彼らに対し、ユノスは何の興味も抱いてはいなかった。


    　数歩歩いたのち、妙な気配を感じてユノスは足を止めて振り返る。私兵の男の進路の先、ユノスが来た方向の先に、黒いローブを纏まとった男が佇たたずんでいた。


    　長い袖そでに覆われており、手元は見えない。だがその先から、長い双剣の刃が姿を露あらわにしていた。ローブの奥に見える男の顔は、瞼まぶたがない。刃物で乱雑に切り取ったように、痛々しいちぎれた肉の皮が目の上にわずかに張り付いているのみである。


    　真っ赤に充血した目は、常に見開かれている。そして、鼻もなかった。異い形ぎようの容貌の中央に二つ、穴が残っているだけである。


    「き、貴様、黒鬼！　『笛吹き悪魔』の一味だったのか！」


    　対たい峙じした私兵たちが声を荒らげる。


    　黒鬼とは最近突然都市バライラに現れた、通り魔殺人鬼である。目撃者の語る異様な風貌から、恐怖を込めて黒鬼と呼ばれていた。黒鬼を探っていた一流冒険者が身体からだ中を引き裂かれた惨死体となって発見されたことにより、冒険者たちからも強く警戒されていた。


    　黒鬼が双剣を振るいながら、私兵へと迫る。私兵は三手応戦したが、黒鬼の剣はあまりに速い。その上に、黒鬼のローブの長い袖そでが腕どころか柄まで覆い隠してしまっているため、剣の動きが予測しづらい。私兵の手元から剣を叩き落とされたところへ、逆側の刃が素早く腹部を突き刺した。


    「か、は……」


    　私兵が膝ひざをつく。黒鬼はその動きに合わせるように剣を抜き、そこで初めて口を開いた。


    「生きているか？　安心しろ、最も長く苦しみ、そして確実に死ぬ位置だ」


    　私兵は自決しようとして、落とした剣を拾おうと地を這はう。黒頭ず巾きんがその手を容よう赦しやなく踏み抜いて手の甲を潰つぶし、続けて彼の剣を遠くへと蹴け飛ばした。


    　私兵は呆ぼう然ぜんとした表情で、血溜まりへと突っ伏す。鬼巾はその顔を見て満足げに口元を歪ゆがませ、続けてユノスへと襲い掛かる。


    「『笛吹き悪魔』は魔術師しかいないと思っていたが……なるほど、呪じゆ剣けん士しか」


    「いかにも！」


    　呪剣士とは、身体能力向上の魔術を身につけた剣士のことである。しかし身体能力を強引に引き上げるのは身体への反動が大きすぎるため、長くは生きられないとされている。


    　魔術自体の複雑さと、身体能力向上の魔術自体のリスク。そして他の生体系禁魔術への転用を危険視されており、呪剣士を許容している国は少なく、研究も真っ当に進められていない。


    「我の肉体、動作の精密さは、マンジー様の魔術によって施ほどこされたもの！　常人のそれを遥かに超越している！」


    　黒鬼が得意げに言い、ユノスへと剣を振り上げる。ユノスもそれに対し、剣を抜く。長身の刃が円を描くように振るわれ、黒鬼の剣を的確に弾く。


    　黒鬼は続け様に左右に剣を振るうが、ユノスは余裕を持ってそれに対処する。黒鬼の剣に力が入る瞬間を見定め、強化された膂りよ力りよくが十全に発揮されない絶妙なタイミングで挫くじいていた。


    「ほう、ただの雑ざ魚こではないか！　面白い！」


    　黒鬼が笑う。ユノスの剣先が光り、宙に魔法陣を刻む。


    「風よ、我を運べ」


    　ユノスの周囲に風が吹き荒れ、彼を包んで宙へと浮かせた。


    「魔剣か、つまらぬ小細工を……」


    　黒鬼がユノスから距離を取る。風に包まれたユノスは、予測不可能な軌道で宙を舞い、身を翻ひるがえしながら黒鬼の横を抜けた。交差したときに金属音が響く。


    「チッ……」


    　黒鬼がその異様な容貌に皺しわを寄せ、不快さを露あらわにする。刃は合わせたが完全には防げず、腕をユノスに深く斬きりつけられていた。風魔術による変則的な高速移動を絡めた、回避困難の剣技。『舞ぶ遊ゆう剣けんのユノス』と称される所以ゆえんであり、『踊る剣』のギルド名の元にもなった技である。


    　だが、黒鬼の痛覚は、呪じゆ剣けん士しとなったときにマンジーに意図的に弱められていた。命が繋つながっている間は戦い続けることができる、正に狂戦士。黒鬼は流血の激しい腕で剣を構え直し、ユノスを睨にらむ。対するユノスは、宙返りと共に剣を振るう。


    「風よ、刻め」


    　剣を降ろしながら、地に足を着ける。


    　剣先から放たれた光が魔法陣を描き、風の刃を黒鬼に放つ。


    「なっ！」


    　本来、剣士が魔術を扱うこと自体が稀まれである。至近距離での戦闘中に、魔術の行使に意識を集中するなど、あまりに困難である。


    　鍛たん錬れんと実践、そして剣と魔術の両方の才に愛される必要があった。黒鬼は後ろに跳びながら、剣で風の刃を叩き斬って四散させる。


    「おのれ、小賢しい手ばかり……」


    　黒鬼が剣を構え直し、前方にいるはずのユノスを捕捉し直そうとしたとき、ユノスは黒鬼のすぐ目前で腰を落とし、剣を構えていた。慌あわてて黒鬼は剣の大振りで牽けん制せいして引き離そうとしたが、反応が遅すぎた。


    　ユノスの剣が横に振るわれる。黒鬼の腹部が切り裂かれ、腸が零こぼれる。すぐさま迷いなく剣を持ち替え、黒鬼の目玉から脳を貫き、引き抜いた。黒鬼が絶命する。


    「そ、そんなに強いのならば、なぜ……逃げる……？」


    　血溜まりに倒れる私兵が呟つぶやく。


    「私に戦うだけのメリットがない」


    　ユノスは淡々と言い、その場を後にした。


    　二階のバルコニーに目を付ける。ユノスの風の魔術があれば、二階程度からならば充分に無傷で降りられる。そう判断し、バルコニーへと移動する。塀から改めて都市を見下ろし、呆あきれた顔を浮かべる。


    「まったく、運がない。私の数年間を、これから滅ぶ都市で費やしてしまった」


    「お前に運がないのは同意だな」


    　声の方へと目を向ける。即座にユノスは剣を振るいながら後退。ユノスの剣が、飛来してきた矢を尽ことごとく打ち破る。


    「都市の状態を一度確認しておきたいと思ってここへ来たのだが、真っ先にお前に出会えるとはな。お前はもっと、追い詰めてから殺してやらないと気が済まないと思っていたが……どうやら、あまりお前に構っていられる余裕もないようでな」


    　目立つ鮮やかな緑の貴族服、カールのかかった橙だいだいの髪。戦神ロビンフッドであった。


    「……モンド伯爵様の危機と見て、先に仇かたきを討ちに来たのか。それは八つ当たりというものだろうが、今更止める意味もない。行きたければ、とっと……」


    「お前の尻しつ尾ぽを掴つかむのは苦労したよ、『舞ぶ遊ゆう剣けんのユノス』。もう、理解してるだろ？　俺がお前の部下を襲い、今ここでお前に弓を引いた理由くらいはさ。それでも、まだ誤ご魔ま化かしてみるか？」


    　ロビンフッドがユノスへと弓を構える。ユノスの無表情が崩れ、細目がやや興奮気味に開かれる。そして挑発するように薄く笑った。


    「だったら、それこそ八つ当たりというものだ。禁止されていた魔獣の討とう伐ばつに向かった。貴様は、その時点で、妨害くらいのリスクは覚悟しておくべきだったのだ」
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    「任せろよ坊主、俺たちが仇を取ってやる」


    　鮮やかな緑の眩まぶしい服に身を包む青年は、泣いている子供の頭を撫なでながら、あっさりと難題を引き受ける。


    「正気ですかな、ギルドマスター殿。失敗すれば、我々は犯罪者ですぞ。最悪の場合、オーガの群れが散って都市へと入り込むことになる。成功しても、モンド伯爵から目を付けられることになりましょう」


    　身なりの整った老剣士が呆あきれ顔で言いつつも腰を上げ、準備を始める。老剣士は、都市バライラにおいても歴代最強と噂うわさされる冒険者ギルド、『蒼そう穹きゆうの大弓』のサブギルドマスターであった。


    　彼は、かつては大貴族に仕えていた騎士であった。隠居してからは穏やかに過ごすつもりであったのだが、青年の求心力、意志の強さに惹ひかれ、一冒険者として復帰したのである。


    　今では『蒼穹の大弓』の主力冒険者であると共に、無鉄砲な節の強い青年を諌いさめたり、貴族絡みの依頼人との交渉役を買って出たり、といった役目が多い。


    「問題あるまい。どっちにしろ、もう俺たちは、伯爵様からしてみれば、無視できない存在になってるだろうよ。それに、他の奴やつらが尻しり込みする案件だからこそ、挑む価値がある。それが英雄ってもんだろ？　嫌だって言うんなら、巻き込まれないようにこのギルドを離れてたっていいんだぜ？」


    「……まったく、しょうがないお人ですな。確かに私も、判断を鈍らせているモンド伯爵に、思うところがないわけではありません。少し育ち過ぎたというだけの人食い鬼と、安定主義気取りの伯爵に、私たちの強さをしっかりと認識させてやりましょう。今回は、私も剣を抜きますよ」


    　サブギルドマスターの許可が下りたところで、ギルド内の冒険者たちが立ち上がり、歓声を上げる。


    「流石さすがはロビンフッドさまぁー！　子供と困ってる人と、アタシみたいに可愛かわいい女の子には優しいですもんねぇー！　だって、美談になるから！」


    　ギルドマスターの青年は、抱き着いてくる少女の身体からだを、肩を揺らして最小限の動きで躱かわす。


    「人聞きの悪いことを言うなよ、シャルナ。最近は特に、俺たちが戦闘狂だのなんだのと、悪評をあることないこと吹き込んで回ってやがる連中もいるって話なんだから……」


    　青年は笑いながら言う。シャルナと呼ばれた少女は、部下の一人である。戦闘においては、鉤かぎ爪づめによる接近戦を得意としていた。死角から飛び掛かったにも拘かかわらず、得意の飛びつきをギルドマスターに軽々と避けられたことを残念そうにしながらも、そんな彼の部下であることに対し、誇らしげな様子でもあった。そこには自身の頭目への崇拝があった。


    



    　ロビンフッド率いる『蒼そう穹きゆうの大弓』とオーガキング一派の森での交戦は、順調に進んでいた。魔術で感知して先に囲い込み、上う手まく相手を分散させ、確実に数を減らしていく。


    「確かに大した化け物だよ。オーガキングと当たったのは二度目だが、前に見た奴やつより角が大きい。だが、俺たちの敵ではなかったな。これで終わり……」


    　決着が付こうというその間際、横槍やりが入った。魔獣の将を前に集中するロビンフッドのすぐ後ろから、矢が放たれたのだ。咄とつ嗟さに馬から跳んで致命傷を逸そらしたものの、矢は彼の肩を射い貫ぬいた。彼は肩を押さえ、地を転がる。


    　場が凍り付いた。射たのは、少し前より『蒼穹の大弓』に入っていた弓使いの男だった。


    「お前……何を……！」


    「や、やったぞ！　俺が、俺が戦神を止めたぁ！　出てこい！　荒らすだけ荒らして、とっととずらかるぞ！」


    　男の声と共に、気配を隠していた者たちが、『蒼穹の大弓』の冒険者たちを囲むように、ぞろぞろと現れる。


    　──この数日後、『蒼穹の大弓』の冒険者全員に処刑が宣告されることとなる。理由は、功績に目が眩くらんだという利己的な理由で、領主のお触れによって手出しを禁じられていたオーガの群れへと挑んで討とう伐ばつに失敗し、都市バライラへとオーガ、オーガキングを呼び込み、多数の死者を出したためである。


    　討伐失敗には第三者の干渉もあったとされるが、お触れを破って死者を出した『蒼穹の大弓』に対する民衆の怒りは大きく、またオーガに蹂じゆう躙りんされた都市内部は混乱の最中にあり、大した裏を取られるはずもなく、減刑を図った妄もう言げんとして処理された。
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    「苦労したぜ、俺に恨みを持ってる冒険者やら、犯罪者落ちした仕事を選べない冒険者ばかりを集めて、俺たちの妨害を指揮していた奴やつを暴くのによ。まさか、ここまで徹底して正体を隠していたとはな。おかげで、無関係な奴も随分と殺したよ」


    　ロビンフッドが、怨えん恨こんの込められた眼まな差ざしをユノスへと向ける。


    「やはり、狙ねらっていたのはこの私か。お前がわざわざ、過去の悪評に乗っかる形で『踊る剣』を襲撃したのは、私に対しての宣戦布告のつもりだったわけだ。返り討ちに遭ったそうだがね」


    　ユノスが挑発気味に返す。ロビンフッドは目を僅わずかに細めるが、表情は崩さない。ユノスは鼻で笑い、剣を抜いた。


    「目的のためには殺しも厭いとわない、か。お前は私と似ているのかもしれないな。元英雄、ロビンフッドよ」


    　ユノスが挑発気味に言う。


    「否定はしない。俺も、ロクな死に方ができるとは思っちゃいない。お前も覚悟しておいた方がいい」


    「悪行に報いを求めるのは、弱い人間だ。だが、現実には、悪い奴より、弱い奴の方が悲惨な死に様を選ぶのが世の道理というものだ。悪行に報いあれと願う者は、自みずからの価値観の根底が、安い願望と無意味な思い込み、空虚な自己肯定でしかないと悟るべきだ」


    　ユノスが口端を歪ゆがめながら言い、剣を横に構える。刃越しにロビンフッドの顔を見て、鼻で笑う。


    「私は貧民街の生まれでね。私がパンを奪った子供は、数日後には飢えて歩けなくなり、生きたまま野犬に喰くわれていたよ。だが、私は生きている。貧民街の外は綺き麗れいだったが、本質はどこでも変わらないと知るのに時間はいらなかった！」


    　ユノスがロビンフッドへと距離を詰める。ロビンフッドが指に三本の矢を引っ掛け、ユノスを目がけて次々にと弓に掛けて放つ。


    　ロビンフッドの神かみ業わざにより、同じ瞬間に放たれたとしか思えない三連射がユノスを襲う。ユノスはその内の二本を回避し、残る一本を剣で打ち砕く。


    　間かん髪はつ容いれずに再び放たれた三矢も、ユノスを傷つけることはできなかった。長身の刃の前に叩き斬きられ、矢がへし折れて床へと落ちる。ついに、ユノスの剣の間合いにロビンフッドが入る。


    「お前も、私にとってはパンを奪われた貧民街の子供だ」


    　ユノスは刃先を自身に傾けていた剣を、手首の返しでロビンフッドへと突き出す。ロビンフッドはそれを身体からだの捌さばきだけで回避する。手に掴つかんでいた弓を落とし、空いた手で自身の服に隠していたナイフを取り出し、自然な動きで手へと構える。


    　ロビンフッドのナイフは、刃の先が奇妙な形状になっている。刀身自体が反るように大きく曲がっているのだ。当然だが、彼の取り出したナイフはユノスの長剣には遥かに及ばぬ短さである。


    　ユノスは勝利を確信していた。弓士の間合いを楽々と突破できた時点で、ユノスの勝ちはほとんど決まったようなものであった。片や熟練の剣士、片や破れかぶれでナイフを出した弓士である。ユノスは自身の剣がギリギリで当たる位置に立ち、長い刀身を活いかして一方的な攻撃に出ていた。


    　対するロビンフッドは、ナイフを防御には使わない。ひたすらに身体からだを動かし、ユノスの剣を避ける。避け続ける。


    「ならば、これはどうだ」


    　ユノスが一時的に自身の間合いから離れ、背を屈める。


    「風よ、我を運べ」


    　ユノスの剣先に魔法陣が浮かび、彼は地面を蹴けった。吹き荒れた風が、ユノスの後を押す。変則的な高速移動の中、剣を伸ばして的確にロビンフッドを狙ねらう。


    『舞ぶ遊ゆう剣けんのユノス』の本領、風魔術での移動と剣術を組み合わせた、予測、回避困難の一撃である。


    　風を纏まとって飛ひ翔しようする中、ユノスはしっかりとロビンフッドと目が合った。ユノスは自身に、そんなはずはないと言い聞かせる。


    　ユノスとて、この技を完全にものにするのには数年の年月を要した。高速移動する風の内側から、周囲の動きを見切る必要があるのだ。言葉にするほど簡単なことではない。それを、ロビンフッドはあっさりと、ユノスの変則的な動きを目で追ってきていたのだ。到底受け入れられることではない。


    　だが、ロビンフッドは弓の利点を十全に活かすため、動体視力を幼少より徹底して鍛きたえていた。ユノスが振るう剣も、彼には止まって見えていた。風魔術による変則的な高速移動も例外ではない。


    「チッ！」


    　ユノスは風魔術での高速移動によってロビンフッドの真横を潜くぐり抜け、二人の影が交差したところで剣を振るおうと考えていた。


    　しかし、ユノスは伸ばそうとした腕を曲げて、ロビンフッドから放たれた一撃を防ぐ側へと回る羽目になっていた。空中で予想だにしていなかった防御に回ることになったユノスは、不格好に着地する羽目になった。ユノスは慌あわてて地面を蹴って、ロビンフッドから距離を取る。


    （あんなナイフで、俺を追い詰めるとは……。弓以外も、扱えたのか。しかし、あのリーチでは、これだけ距離を取れば問題ない。ロビンフッドは、得意の弓を地面へ投げ捨てたところだ。弓での追撃もできな……）


    　そこまで考えていたユノスの腹部を、矢が貫いた。地面を蹴けって後退していたユノスの足取りが乱れ、その場に崩れ落ちる。


    （そ、そんな……矢は、構えていなかったはず……）


    　ユノスが顔を上げると、ロビンフッドは依然、先ほどのナイフを構えているばかりであった。ユノスは目を細めてナイフを凝ぎよう視しし、妙なことに気が付いた。


    　奇妙な形状のナイフは、よくよく見れば側部に糸が張られている。あのナイフもまた弓の役割を持っていたのだと、ユノスは遅れて知った。


    「クソッ……この、私が……」


    　ユノスが身体からだを起こそうとしたとき、手の甲をロビンフッドに踏み抜かれた。ユノスは短い悲鳴を上げる。


    「ユノス、お前は善悪と死に方の因果関係が薄いと言ったな。お前の哲学は知ったことではないが、今この場においては明確に誤りだ」


    「ま、待てロビンフッド！　交渉しよう！」


    「なぜなら、お前の死に方を決めるのは運命の神様じゃない。俺だ」


    　ロビンフッドはナイフをしまい、床に落とした通常の弓を手に取る。大きく矢を引きながら、その先端をユノスの背、心臓の反対側へと押し当てる。


    「やめろ！　私は、私はまだ、死ぬわけにはいかない！　私には、大いなる才能がある！　こんな一都市の、冒険者ギルドのギルドマスター程度ではなく……もっと、もっと大きなことを成す器がある！　今はその通過点だ！　私が、こんなところで……！」


    　ユノスは這はって逃げようとする。ロビンフッドはユノスの背中越しに、彼の心臓へと矢を放った。バルコニーに鮮血が舞った。


    



    ５


    



    　モンド伯爵邸てい三階、執務室では、『踊る剣』の冒険者五人と、アンデッド兵の交戦が行われていた。部屋内はすっかり荒れ果てており、机はひっくり返されて書類が床に撒まき散らされ、その上には惨死体が倒れている。モンド伯爵は部屋の奥に立ち、ギルドマスター補佐である赤髪短髪の大男、ファンドに庇かばわれていた。


    「るおおおおおっ！」


    　ファンドが左右に斧おのを振る。接近していたアンデッドと化していた冒険者三人の額、頭頂部、側頭部が深く斬きりつけられ、脳のう漿しようを零こぼしてその場に崩れ落ちる。斧を構え直したファンドの目線が、倒れたアンデッドの一人の顔へと落ちる。


    （この男は、ギルド『義勇の証あかし』のジェフ……）


    　知っている男であった。その不運な偶然が、ファンドの意識を瞬間、戦闘より逸そらしてしまった。


    「隙すきあ、りりりりり！」


    　身体からだのあちこちに包帯を巻いた長身の男が、ファンドを蹴けり上げた。ファンドの巨体が宙に上がる。どうにか体勢を整えて着地するも、蹴られた部位は服ごと肉が裂かれていた。


    「失敬、ワタシ、爪つめが長いものでででで」


    　不気味なほどに長い背丈の男が笑う。背丈だけではなく、足と腕も、ひと目見て違和感を覚える程に長い。ファンドも相手が人間なのか、死体を弄いじって作られたアンデッドなのか、判断がつかない。アンデッドの雑ぞう兵ひようとは比べ物にならない俊敏さで動く。


    「化け物め……ユノス様が戻られれば、お前など……」


    「化け物では、ないい！　カラダの七割は継ぎ足しニクであるがが、三割は元のままであるる！」


    　男は腕を大きく曲げて頭を抱え、身体を揺らしながら喚わめき散らす。ローブが外れて、縫い合わせた痕あとだらけの禿はげ上がった異様な頭が露あらわになる。目は、死体のように淀よどんでいた。


    「化け物とは、しし、失礼なな！　この『継つぎ接はぎのブルコニー』に対する、侮ぶ辱じよく、侮辱くく！」


    　ブルコニーと自みずからを称した男が、リーチを活いかして武器を持つファンドへと殴りかかる。ファンドは斧おのの刃で受け止めようとするが、ブルコニーの長い腕は奇怪な曲がり方をし、斧を綺き麗れいに避けてファンドへと接近する。


    （こ、この腕、関節が四つはある！）


    　ファンドは咄とつ嗟さに斧を捨てて背後へ跳ぶが、肩に殴打を受け、体勢を崩した状態で床へと叩きつけられる。立ち上がる前に、ブルコニーがファンドへ馬乗りになり、腕を振り上げた。


    「しっ、ししし、死、ねねねね！」


    「ユ、ユノス様……俺は、ここまで……」


    　そのとき、ブルコニーが急に身体を翻ひるがえし、ファンドから距離を置いた。矢が風を切って自分に向かう音を聞いたためである。身体を返したブルコニーは、矢を、己おのれの奇怪なまでに長い指先で摘つまむ。


    「フ、フフフフ、このワタシの研ぎ澄まされた動きを、弓矢如ごときで捉とらえようなど……」


    　ブルコニーが射手への関心を示したとき、腹部に激痛が貫いた。矢は、二本あったのだ。一本の矢の影に隠れるようにして並行して飛来し、ブルコニーの腹部を穿うがったのである。あり得ない速度と精度の連射であった。


    「ここ、殺す……」


    　呻うめくブルコニーの首に、三本の矢が縦に並んで突き刺さる。ブルコニーの長身が、人工的な動きでへし折れて床に倒れる。


    「お前、お前……何者……」


    　睨にらむ先、執務室の入り口には、悠然とロビンフッドが立っていた。


    「……儂わしの首を、取りに来たか。アンデッドどもに殺される前に、自分の手で、というわけか」


    　モンド伯爵が、歯を喰くいしばってロビンフッドを睨にらみつける。ロビンフッドは黙ったままモンド伯爵を睨み返す。


    「なぜ、なぜお前が、ここに！　よりによって、こんなときに出てくるなんて！」


    　女冒険者タルミャが、驚きよう愕がくと嫌悪を露あらわにした声を出す。タルミャのナイフ捌さばきが鈍り、アンデッド兵の剣に弾かれる。


    「しまっ……！」


    　その瞬間、タルミャと向かい合っていたアンデッド兵の脳天を、矢が綺き麗れいに貫いた。手助けしたことは明らかである。


    「な、なんで……！」


    　その後も、次々と正確に放たれた矢が、ほとんど抵抗も許さないままにアンデッド兵を打ち倒していく。アンデッド兵が倒れて静かになった執務室へと、ロビンフッドが立ち入る。


    『踊る剣』の冒険者たちからしてみれば、ロビンフッドの行動ははっきりと矛盾している。なにせロビンフッドは『踊る剣』の依頼中に横槍やりを入れて、仲間を殺したことさえある。


    　それが今は、明らかに標的であったはずの領主と、一度は襲撃を仕掛けた相手のサポートを行っているのだ。味方だとしても受け入れられるものではない。


    　ロビンフッドからしてみれば、今となっては、『踊る剣』の冒険者を殺す理由がなかった。ロビンフッドは、ユノスに自分と同等、それに近い絶望を与えるためには、例えほぼ無関係であったとしても、ユノスの部下である『踊る剣』の冒険者の命を奪うことに、抵抗は一切なかった。それだけ自分からすべてを奪ったユノスを恨んでいた。


    　信頼し合っていた仲間たちを、一人残らず貶おとしめられて殺された苦しみの、十分の一でも返すことができればいいと考えていた。しかし、ユノスにそういった感情は一切なかった。ユノスが部下である『踊る剣』を道具としてしか見ていなかったのだと知り、その時点で彼らを手にかける理由を失っていた。


    　とはいえどロビンフッドは、身勝手に他者の命を手にかけたという意味で、ユノスと同等まで自分自身を貶めているということも理解していた。今更、再び英雄を気取るつもりもない。


    「噂うわさになってるんだろ？　不利な方に付く、壊れた英雄崩れがいるってな」


    　ロビンフッドが笑う。


    「今のお前らを殺しても仕方がないからな。活いきのいい相手じゃないと、俺が上だと証明できない。今日のところは、味方についておいてやろう。心強いだろう、伯爵様よ？」


    「……テメェ、あのときはよくもっ！」


    『踊る剣』の冒険者の一人が、ロビンフッドへと剣を向けて歩み寄ろうとする。それをファンドが制止する。


    「……信用できる相手でもないし、許せる相手でもない。だが、今の状態でロビンフッドと戦えば、俺たちはそれこそ全滅するしかない。気持ちはわかるが、抑えてくれ。奴やつの気まぐれに、賭かけるしかない」


    「ファンドさん……しかし……」


    「ユノス様も見当たらない。最悪の場合、ということもある。各おの々おのに思うところがあるのはわかるが……今は、黙って俺に従ってくれ」


    　ユノスと聞き、ロビンフッドの心中でさざ波が立つ。だが表には出さず、素知らぬ顔をしていた。


    「ヨホホホホ……ユノスとは、どの子のことだったかな？」


    　扉前から、しゃがれた声がする。姿を見せたのは、生白い皮ひ膚ふに、異様に長く、瘤こぶがいくつもある、禿はげ頭の、あまりに醜い奇怪な老人。その背後には、五人のアンデッド兵が続く。


    　その中に、細目の長髪の男がいた。眼球は真っ赤に染まっており、背に深々と矢が刺さっている男は、アンデッドと化した『踊る剣』のギルドマスター、ユノスであった。


    　それを目にし、『踊る剣』の冒険者たちとモンド伯爵が凍り付いた。ロビンフッドだけは、冷淡な目でアンデッドとなったユノスを睨にらんでいた。


    「ブルコニーがやられたとなると、ロビンフッドとやらは多少は遊べる玩具のようだ。ヨホホホホ」


    　奇怪な老人、『笛吹き悪魔』の八賢者が一人マンジーは、床で伏せる部下の死体を見つけ、嬉うれしそうに笑う。
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    「一応名乗っておこうかな？　ワシが『笛吹き悪魔』の八賢者が一人、『屍しかばねの醜しゆう老ろう』マンジーである。領主殿、冒険者諸君よ、このワシを殺せば、此こ度たびの騒動は止まるぞよ。この都市を覆うすべてのアンデッドを動かしているのは、このワシが源流であるのでな。もっとも、それができればの話なのだが」


    　ユノスを含めた五人のアンデッド兵を引き連れた、奇怪な老人マンジーが、朗々と語る。皺しわと染みに塗まみれた顔が異常な笑みを象かたどっていた。


    　執務室にいた『踊る剣』の冒険者たちは、呆ぼう然ぜんと口を開けたまま、言葉を紡つむぐことができない。マンジーの周囲を守っているアンデッド兵の一人が、自分たちの捜していたギルドマスター、ユノスであるためだ。


    　アンデッドと化したユノスに、生前のカリスマ性や凛り々りしさ、力強さは既にない。その眼球は灰色の染みが生じて淀よどんでおり、口元からはだらしなく青白い舌が伸ばされ、背も大きく曲がっていた。顔付きにも力がなく、生前のユノスと重ならない。既に命が損なわれていると、ユノスの全身がそう主張していた。


    「ユ、ユノス様……？」


    　ファンドを筆頭に、『踊る剣』の冒険者たちは、ユノスの姿に絶望していた。ロビンフッドは淡々と屍し兵へいと化したユノスを睨にらみ、その奥に立つマンジーへと視線を移す。


    「都市全体のアンデッドの、一斉操作だと？　そんな一人で戦争を起こせるような大魔術を、個人で行使できるわけがない」


    　ロビンフッドの言葉に重ねて、マンジーは楽しげに笑う。


    「死し黒こく水すい晶しようを部下どもに持たせて拡散してはいるが、元はワシの力……そして、ワシの魔導書の力ぞよ」


    　そう言って、己おのれの力の源である、黒い魔導書を取り出して手に掲げる。わざわざ敵の前に姿を現し名乗りを上げ、自身の最大の武器を晒さらす。マンジーは、はっきりと都市バライラの冒険者たちを格下に見て、遊んでいた。


    「この魔導書……『ガイロフの書』は、死し操そう術じゆつの媒ばい介かいとしてもこの上なく優秀な上に、四十二種の高位死操術を略式で発動し、十三体の冥めい界かいの精霊の召喚権限を持つ。人類史上最悪と謳うたわれた、ワシが敬愛する錬金術師ガイロフ様の生きた証あかしである！」


    「ガ、ガイロフだと!?　あの五百万人殺しのガイロフなのか!?」


    　ファンドが声を上げて驚く。その様子に、マンジーが満足げに微笑ほほえむ。人類最悪の錬金術師ガイロフを知らない者は、レギオス王国において、赤子くらいのものである。


    　ガイロフは、二百年前、今はなきアルグロウス王国の錬金術師であった。アルグロウス王国は、二百年前の当時のウォーミリア大陸西部の八国において、平和主義を掲げていた唯一の国であった。


    　物資に乏とぼしく戦時にも不慣れであった弱小国のアルグロウス王国の王は、八国統一戦争の激化に伴い、隣国であったヘイン王国に半ば取り込まれる形で同盟を結ぶことを決定した。国民を無む為いに死なせないための判断であった。


    　しかし、当時の王国錬金術師団の一人であったガイロフは、王族を操あやつってヘイン王国との同盟を最悪の形で裏切らせ、そのまま隣り合う国同士での争いを誘発したのだ。


    　更にはアルグロウス王国の圧倒的戦力不足を補うため、倫理上の問題で忌き避ひされていた死操術の開発を大きく押し進め、それによって格上の国相手に立ち回っていた。


    　続く手柄によって自身の権力を増したガイロフは、王族全体の傀かい儡らい化を進めて政治に干渉、民の尊厳を無視した残酷な弾圧・搾取、心ない見せしめの処刑と拷ごう問もん、病的なまでに徹底した監視・管理を行い、平和主義であったアルグルロウス王国を、ほぼたった一人で最悪の軍事王国へと変貌させた。


    　そして当のガイロフが戦死したことでそのすべてが総崩れとなり、内部での反乱が勃発。結果としてアルグロウス王国は、八国統一戦争において内外含めてもっとも死者を出した王国となり、ガイロフが間接的に殺した人間の数は五百万人にも上るとされている。そのガイロフが自身の武器として用いていたのが、黒い魔導書であった。


    　マンジーの手にしているガイロフの書が本物だとすれば、マンジーが単独でも都市一つの規模でアンデッドを操作していると言い張っていることも、何ら疑問ではなかった。


    　すぐさまロビンフッドがマンジーへと矢を放つ。三連に放たれた矢は、綺き麗れいに五体のアンデッドの合間を潜くぐり抜けて、マンジー本体を狙ねらう。


    　マンジーの歪いびつな頭部へと当たる前に、唐突に現れた、首から上のない双剣の鎧よろい剣士が右の手に握る剣を振るい、一振りで三つの矢をすべて叩き折った。古めかしい黒い鎧に身を包むのは、冥めい界かいの精霊デュラハンである。


    　精霊は異界の住人であり、魔術師は異界との交信を行って契約を結ぶことで、特定の条件下で精霊を召喚し、使役することができる。今回の場合は、ガイロフが魔導書を媒ばい介かいに結んだ精霊との契約を、マンジーが魔導書を用いることで引き継いだ形になっている。


    　剣を振り終えたデュラハンの姿が、黒い霞となって消える。異界に帰ったわけではない。姿を消して身を潜め、召喚主であるマンジーの身を守っているのだ。


    「ヨホホホホ……そう焦らなくとも、相手をしてやろうではないか。このワシが手を下すほどの価値があるかどうかはわからぬがな」


    　マンジーの言葉と共に、五体のアンデッド兵が動き出す。先頭に立つ淀よどんだユノスの赤目がぐりんと動き、左右で別の方へと不規則に向く。


    「わわ、私ハ、私は死なナいィイ！　すべテを手に入れル！　私は、私はァ、アァ、アアアアアッ！」


    　ユノスが天井へ剣を掲げ、極端な猫背のまま、ロビンフッドへと突進する。アンデッドの形態により、死体に残留している本人のマナの量や意志の強さによっては、アンデッドに自我が残る場合がある。ユノスは完全に自我が残っていたわけではなかったが、生前の妄もう執しゆうが、歪いびつに形を変えて残っていた。


    「ロビンフッド、貴様は死ネ、死ネ、死ネェェェッ！」


    「とっくに死んでるのは、お前の方なんだよ！」


    　ロビンフッドの放った矢が、ユノスの顔面に突き立てられる。ユノスは矢の衝しよう撃げきで首が大きく揺らぎ、可動範囲を超えた首の骨から不吉な音を漏らす。


    　しかし、ユノスの足は止まらない。首を捻ねじ曲げたままでロビンフッドへの距離を詰め、大振りに剣を振るう。大雑把な動きだが、剣の速度は生前を明らかに上回っていた。


    「死ネ、死ネ、死ネ！」


    　ロビンフッドは横に振られた刃を屈んで回避し、続く縦斬ぎりを左に避けて回避。三打目のユノスの攻撃を、懐ふところに隠していたナイフを取り出して受け流す。続けて放たれた突き技を、剣の切っ先にナイフの切っ先をぶつけて弾き、相殺させる。


    「駄目だ。この間合いだと、防ぐのが、限界……」


    「風ヨ、我を運べ」


    　ユノスが口にした途端、剣先に魔法陣が浮かぶ。室内であるというのにも拘かかわらず、唐突に風が吹き荒れた。ユノスが風に乗り、体勢が崩れたままのロビンフッドへと襲いかかる。動きの精妙さはないが、勢いと速度があった。


    　ユノスの凶刃がロビンフッドを襲う。弓術士の最高潮として鍛きたえ抜かれたロビンフッドの動体視力が、ユノスの変則的な動きを捉とらえる。


    「っ！」


    　ロビンフッドの指先からナイフが投とう擲てきされる。ユノスの舞ぶ遊ゆう剣けんは、風魔術によって予め軌道を作る必要があるため、そこからの派生である動きのパターンが絞られる。生前の戦闘行為における動作を無造作に真ま似ねるだけのアンデッドでは、その特徴は顕著であった。


    　ロビンフッドは、一度はユノスの舞遊剣を正面から破っている。だからこそ、舞遊剣の複雑な動きを完全に読み切り、その軌道の先へとナイフを放つことができた。


    　自身の作った風に従い動く舞遊剣は、咄とつ嗟さの制止ができない。防ぎようのない位置に配置された刃を、ユノスの双そう眸ぼうが捉える。だが、対応は不可能であった。


    　ユノスの側頭部にナイフが突き立てられる。ユノスの血管の浮き出た虚うつろな白眼が、驚きよう愕がくに見開かれる。ユノスの動きが止まった一瞬に、ロビンフッドが弓を構えて矢を放つ。


    　右膝ひざ、左腕、そして右眼を狙ねらっていた。如い何かに強きよう靭じんな生命力を持つアンデッドであろうが、関節部や感覚器官を破壊されては、戦力としての意味を失う。完全に当たるタイミングであったはずだった。だが、ユノスは、即座に身を翻ひるがえしながら剣を振るう。


    「風よ、弾ケ！」


    　生じた風が、矢の軌道を逸そらす。外し切れなかった一本の矢が、ユノスの腹部を射る。ユノスは腹部に刺さった矢を素手で引き抜き、片手でへし折って地面へと落とす。その様子に、ロビンフッドは距離を置きながら舌打ちする。


    （これまでのアンデッドと比べて、規格外に打たれ強すぎる……！）


    　ロビンフッドの矢は、鎧よろいに防がれたとしても、位置によっては相手の骨に罅ひびを入れさせるだけの威力がある。それを頭部に受けたにも拘わらず、むしろその勢いを利用し、ユノスは身体からだを回して体勢を整え、追撃の矢へと対応してみせたのだ。


    「アンデッドだからこそ取れる動きか。ユノスの剣術と魔術に、アンデッドの頑丈さとは、最悪だな」


    　ロビンフッドは、右目の警戒をユノスに残したまま、左目だけを動かして部屋内の様子を確認する。『踊る剣』の冒険者五人は、マンジーの引き連れてきた他のアンデッド二体と渡り合っていた。


    　ファンドが中心となって大声で指示を出しながら連係を組み、知性の薄いアンデッドへの優位性を保っている。しかし、アンデッドの不死性を考慮すれば、剣を振るごとに疲労し、血を流すだけ動きの鈍る『踊る剣』の冒険者たちがいずれ崩れるのは、明らかである。


    　八賢者が一人、奇怪な老人マンジーは動かない。薄気味悪い笑みを浮かべながら戦況を眺めている。その両脇わきには左右一体ずつ、計二体のアンデッドが残っている。


    　あの二体を動かせばいつでも戦いは終わらせることができるはずであった。それを行わないのは、マンジーがこの場を、アンデッドと冒険者を戦わせる遊戯としてしか見ていないことの証明であった。


    　ロビンフッドもそのことには気が付いていた。できることならば、ユノスとの戦いを長引かせながら、油断したマンジーに致命打を与えたかった。しかし、それはほとんど不可能に近い。マンジーの傍そばに二体のアンデッドが張り付いている以上に、ガイロフの書によって召喚された冥めい界かいの精霊・デュラハンが姿を消したままマンジーの傍を守っているからだ。


    　ただのアンデッドよりも、そっちの方が遥かに難敵である。デュラハンの不可視状態からの双剣による神速の一撃は、人間に対処できる範はん疇ちゆうを遠く超えていた。


    　更にはマンジーの腕にガイロフの書がある以上、マンジーが真っ当な戦闘態勢に入れば、デュラハンと同等以上の精霊が増える恐れもある。


    （戦力が、はっきりと足りない……。恐ろしいのは、部下の補助があるにせよ、ガイロフの書による大規模な死し操そう術じゆつの発動と精霊の召喚を熟こなしながら、マナ不足による疲労が、まったくマンジーから窺うかがえないところだ。常人ならば、とっくにマナ枯渇で意識か正気を手放している。あいつを殺すには、手札を抱えたまま死んでもらうしかないが……そんな隙すきを、むざむざ見せるとも思えない）


    　正攻法で挑むことは不可能と、早々にロビンフッドは決めてかかっていた。しかし、マンジーへと向けて策を練り、かつそれを実行するだけの猶ゆう予よは、ロビンフッドにはなかった。


    「アハ、アハハハハァ！」


    　剣を構えたユノスが、ロビンフッドへと直進してくる。ロビンフッドが矢を射る。その刹せつ那な、ユノスの動きが急激に速度を上げ、三連射を完全に回避した。


    「う、動きが、生前よりも遥かに速くなっている!?　そんな馬鹿な！」


    　ロビンフッドが続けて放った矢の先端を、ユノスの剣が破壊する。牽けん制せいの矢を肩で受けて塞ふさぎ、アンデッドの不死性を生かして強引に距離を詰めてくる。


    （違う、速さというより、単純な筋力が底上げされている。いや、それは十全に発揮されていなかっただけで、最初からそうだった。それが使い熟されるようになったということは……）


    「凄すごい、凄イゾ！　アハ、アハ、アハハハハハハァ！　こレで私ガ、都市バライラ、一の冒険者とナる！　この私がァ！」


    「自我が、戻りつつあるのか！」


    　あり得ないことではない。強大なマナを有する高位の魔術師や、研ぎ澄まされた精神を持つ剣士は、アンデッドとなって甦った後も、死体に残留したマナが基となり、人格や思考の断片が、不完全ながらに復活することがある。


    「この力があレば、この力がアれバ、なんダって思いのまマだ！　アハ、アハハハァ！　私は、私は生まレト決別し、剣と智略を持って、貴族にナる……！　その前に、貴様は邪魔だロビンフッドォォオッ！」


    「馬鹿が！　お前はもう死んでるんだよ！」


    　ユノスは生前の剣と魔術の技量にアンデッドの耐久度、そこに更に一部とはいえ知性が戻ったことで、強化されている死体の身体からだを完全に扱い切る術すべを得た。行動の単純化という、アンデッド最大の弱点はもうなくなっている。


    　ロビンフッドの矢の三連射を、ユノスは最低限の動きで致命傷になるのを避ける。身体に当たろうとも、肉体の著しい欠損か関節部の損傷でない限り、アンデッドと化したユノスにとっては問題ではない。


    「風ヨ、我を運ベ」


    　絶妙なタイミングで行使された、ユノスの風魔術。ユノスは宙に浮かず、低空を駆け抜け、矢を掻かい潜くぐり、ロビンフッドの目前で着地した。移動距離が長ければロビンフッドの動体視力の餌え食じきとなるため、短区間の高速移動に割り切るという、理性的な行動であった。


    「しくじった！」


    「死ぬノ、貴様ァ！」


    　ユノスの連撃を、退いて回避する。だが、張り付くようなユノスの動きが、ロビンフッドに間合いを取り直させない。やがてユノスの剣がロビンフッドの頬ほおを掠かすめ、赤い線を描く。ロビンフッドは背後に跳び、壁に手を当てる。


    （チッ、後がないか。最悪だ）


    　ユノスが直後に距離を詰める。ロビンフッドが死を覚悟した瞬間、強烈な破裂音を伴って窓が割れた。


    　外から飛び込んできたのは、金属塊の如ごとく鎧よろいを纏まとった大男である。大男はロビンフッドの隣に着地した。部屋の全体が、超重量の鎧に軋きしむ。


    　部屋全体の空気が一変した。攻勢に出ていたユノスが、危険を察知して即座に下がる。他のアンデッドや冒険者も戦いの手を止めて交戦相手から各おの々おのに間合いを取り、乱入者へと意識を向ける。マンジーさえも、気色の悪い笑みを途絶えさせ、険けわしい顔を浮かべていた。


    「ワシの余興を邪魔するのは誰だ？」


    「余興、か。まだ狩りのつもりでいるのか」


    　大鎧が、巨大な剣で床を叩く。再び部屋が大きく揺れ、床に大きな罅ひびが入った。


    「今から狩られるのは、貴様の方だ」


    　ランベールの鎧の奥、頭ず蓋がいに空いた二つの眼がん窩かが、マンジーを睨にらんだ。
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    　マンジーはランベールに異様なものを感じていた。


    　この時代の死し操そう術じゆつ師として最高位に立つマンジーには、ランベールの人ならざる気配の片へん鱗りんに気が付くことができた。臨戦状態のランベールの周囲に纏まとわりつく、濃密な瘴しよう気き。それは、これまでの一方的な狩りに気を緩ゆるめていたマンジーに、警戒を促すに充分な要素であった。


    （この威圧感は、瘴気か？　ならば、アンデッド……？　しかし、ここまで自我を保っておるとなると、最高位リッチ相応ではないか。そんなものがおれば、『笛吹き悪魔』を通じてワシの耳に入っておるはず……。しかし人間にしろ、ただ者ではない。このようなものは、事前の調査でも見当たらなかったのが不気味だ）


    　リッチは、死操術師が永遠の命を得るために、自みずからに呪いをかけて不老の身体からだにしたものである。生命として破は綻たんしているため、身体機能や精神、マナに重大な破綻を来きたすとされているが、通常のアンデッドと比べれば、高い水準での自我を保つことができるとされている。


    　ただ、桁けた外れに強きよう靭じんな意志とマナだけで完全に安定した自我を保ち続けるアンデッドの前例が存在しないため、ランベールの状態を定義する言葉は存在しない。


    　マンジーはランベールを睨にらみ、手を振りかざす。


    「不確定要素は、確実に潰つぶすとしよう。手が余っているときでよかったわ」


    　マンジーの両脇わきを守っていたアンデッドが、剣を構えてランベールへと突進する。


    （ここに引き連れてきたのは、このワシ自らがガイロフの書という最高の魔術媒体を用いて、魔術式を仕込んだ強化アンデッド……！　一体ならば切り抜けることもできるかもしれぬが、二体は対応しきれまい！）


    　込められたマナが、肉体を守る脳の制御を無視し、限界を超えた速度で床を駆ける。二体のアンデッドの身体能力は生前を遥かに凌しのいでいた。


    　ランベールの前方で動いて床を蹴けり、左右へと散る。片側のアンデッドが、確実にランベールの死角を取った。完かん璧ぺきな動きだった。マンジーも口元を緩め、感嘆を漏らしたほどである。


    　長くアンデッドを造ってきたマンジーでも、ここまで極まった俊足を持つアンデッドは、なかなかお目にかかれるものではない。冒険者の都バライラの上位冒険者の、日々の鍛たん錬れんにより鍛きたえ抜かれた肉体を持つ死体を用いて生成したからこそのものであった。


    「ヨホホ、ヨホホホホ！　素晴らしい！　ワシは感動しておる。ありがとう、冒険者たちよ。ありがとう、ワシの死体人形となるために必死に身体を鍛えてくれて、ありがとう……！　ここは、素晴らしい死体が多すぎるわい！」


    　感極まったマンジーが、醜悪な顔に恍こう惚こつとした表情を浮かべ、手を広げながら叫ぶ。ロビンフッドはユノスを牽けん制せいしながらも視界の端にランベールとマンジーを入れていたが、二体のアンデッドの動きに驚きよう愕がくしていた。


    （ユノスの死体だから強いのかと思っていたが、違う！　それなりに鍛きたえられた死体さえあれば、あの水準のアンデッドをその場で造れるのか！　二体で確実に致命傷を与える単純な戦法だが、あの練度の完成された動きで、かつアンデッドの頑丈さがあるならば、最早、人間の凌しのげる次元じゃない……！）


    　アンデッドは、一度や二度斬きられただけでは止まらない。倒すには、身体からだの関節部を破壊するか、焼くか、脊せき髄ずいと脳の大部分を破壊するしかない。相手を斬っても攻撃が止まらない以上、回避や防御を度外視した定じよう石せき外れの剣技は、防ぎようがないのだ。


    　それが、二方向から、一流の剣士の動きで放たれるのだ。ランベールの首元を狙ねらい、二本の凶刃が異なる方向から斬り掛かる。


    「素晴らしいっ！　ヨホホホホ！」


    　その声と共に、鮮血が舞い、別々の方向へとアンデッドの死体が斬り飛ばされる。胸部から上しか残っていない二体のアンデッドの上体が、それぞれに壁へと頭から打ち付けられて潰つぶれていた。ランベールの周囲に残る二体の胸から下の死体は、さすがに動かない。


    「……は？　は？」


    　剣士でさえない、死し操そう術じゆつ師のマンジーにランベールの神速の刃を目で追えるはずがなかった。彼には状況が理解できなかった。


    　近づいたアンデッド二体の上体が、消し飛んだ。剣術というより、最早魔術といわれた方が納得がいく。


    「俺の剣を褒ほめてくれたのか。意味がわからない奴やつだな」


    「ば、化け物め……あ、あり得ない、こんな……！　ワシの、強化アンデッドを……！」


    「その書……人皮か？　まさか、ガイロフの奴の魔導書ではあるまいな」


    　ランベールが大剣に付いた血を振るいながら、マンジーへと問う。


    「見ただけで、ガイロフの書がわかるのか……？　貴様、やはり、リッチか！」


    「俺が、リッチだと？」


    「違うというのか？　しかし、死操術師でもないものが、ガイロフの書の実物を一目で判別することなど、できるわけがない！」


    「直接目にしたことがあるからな。思わぬところで、長年の心残りを潰せた。しかしまさか、二百年経たった今でも残っているとは」


    「なにを、なにを、意味のわからぬことを……」


    「ガイロフを斬ったのは、俺だ。奴の魔導書を押さえられなかったのは、最大の悔かい恨こんだった」


    「な、なぁっ！」


    　たった一人の錬金術師の暗躍により、無謀な戦と非道な攻撃を繰り返し、アルグロウス王国は暴ぼう虐ぎやくの蛮国と化した。それに終止符を打ったのは、当時のレギオス王国の四魔将の一角、ランベールであった。


    　──二百年前、アルグロウス宮殿の最上階。追い詰められ、敵味方問わずに狂暴な精霊と、大規模な死し操そう術じゆつ師で死体を築くガイロフを、ランベールは正面から叩き斬きった。


    　しかし、それで終わらないのが人類最悪の錬金術師と畏おそれられるガイロフであった。ガイロフはランベールに斬られる間際、自みずからの生きた証あかしでもある魔導書を、離れたところにいる弟子の手元へと転移させたのである。


    　己おのれの魔術と、契約した異界の精霊との繋つながりを、この世界に残して大きな傷跡とする。計五百万人を死に追いやったとされる、史上最悪の戦犯である老錬金術師の最さい期ごの妄もう執しゆうであり、ランベールは結果としてそれに敗れた。それにより、以降二百年に亘わたってガイロフの怨念が、所有者を変えて死体の山を築くこととなったのだ。


    「そうか、我が失態、そこにあったか」


    　ランベールの怒りの興奮により、より濃密な瘴しよう気きが辺りを支配する。


    「そんな馬鹿な！　貴様は己が、反逆の四魔将、ランベールとでもほざくつもりか！　ま、まさか……あ、あり得ぬわ！　いくらなんでも、そんなことが……！」


    「如い何かにも。俺こそが四魔将の末席汚し、歴史の終幕に汚名を刻んだ、ランベール・ドラクロワだ。その呪いの魔導書は、貴様ごと斬らせてもらう」


    　ランベールが冷淡に言い放ち、大剣を構える。マンジーは垂れ下がった分厚い瞼まぶたの下の目を見開き、ランベールを睨にらむ。


    



    ８


    



    「ガイロフ様を敬愛するワシの前で、よりにもよって、あのランベールを騙かたるなど……万ばん死しに値するわい！」


    　マンジーが叫び、ガイロフの書を掴つかむ手の力を強める。


    　ランベールがマンジーへと駆ける。マンジーは左手で書を支えながら、右手をランベールへと向ける。


    「炎よ、焼き払え！」


    　ガイロフの書を媒ばい介かいとし、魔術が発動する。マンジーの示した手先から高さ二ヘインを超える炎が上がり、床と共に天井を焦がす。マンジーの魔術は、ランベールの動きに遅れ、後を追うように炎を上げていく。


    「ヨホホホホ！　その鎧よろいが、貴様の肉を焦がして焼き付け、貴様をいたぶる棺ひつぎとなろう！」


    「なんだ、あの魔術の規模は……!?」


    『踊る剣』の冒険者が、呆ぼう然ぜんと声を漏らす。マンジーの魔術は、通常の魔術師とは比べ物にならない。


    　発動までにかかる時間が、規模が、威力が、発動間隔が、あまりに圧倒的であった。魔術の中でも、無から有を生み出すものは、多くのマナを消耗する。そのため土や風を操あやつり、攻撃に転じる魔術師が多いのだ。


    　炎を扱うものも、せいぜい手のひらに乗る程度の炎弾を放つ程度である。通常の魔術師であれば、あの量の炎を生み出せば、すぐにマナが枯渇して動けなくなるばかりか、命にまで関わるはずである。


    　マンジーは、歴史の怪物・錬金術師ガイロフの魔導書を媒ばい介かいにして魔術を操っている。ガイロフの書は複雑な魔術式によりマナ効率を極限まで高めており、魔術の媒介としてほぼ完成形に達していた。


    　その力も無論あるものの、しかしこれだけの規模の炎を生じさせているのは、マンジーの圧倒的マナ総量のなせる技であった。


    「ただの冒険者に太た刀ち打うちできる範囲じゃない！」


    　強化アンデッドと戦い、仲間の指揮を執るファンドが、尻しり目めでマンジーとランベールの交戦を見て、脂汗を垂らす。


    「あれほどの魔術の腕がありながら、なぜ、禁魔術組織などに……！　あんな規模の炎を自在に操ることができるのならば、近付きようがない！」


    　ファンドの言には、三つ間違いがあった。


    　一つは、マンジーの得意とするのはあくまで死し操そう術じゆつであり、手元の屍しかばねを用いてランベールを遮さえぎる方法がなく、仕方なく本領ではない手段を取ったに過ぎないこと。そして二つ目は、マンジーは魔術師として道を踏み外してこうなったのではなく、幼少よりとっくに人間として破は綻たんしていた者が、強い力を持ったがゆえにより大きな邪悪になったに過ぎないということ。


    　最後の三つ目は、マンジーと相対しているランベールにとって、その炎がさしたる問題ではないということであった。


    　ランベールは寸前で回避しつつも、動作には余裕があった。敢あえて引き付けて寸前で接近することで、最短経路でマンジーへの距離を詰めているのだ。


    「ガイロフの書を用いて、この程度か」


    　ランベールの評価に、マンジーは脂肪塗まみれの顔面に深い幾つもの皺しわを生じさせ、怒りを露あらわにした。


    　ファンドを畏おそれさせたマンジーの魔術も、ガイロフの放つ魔術を実際に受けたことのあるランベールにとっては、想定の遥か下のものとしか感じられなかった。


    　ついにランベールの大剣が、間合いの範はん疇ちゆうにまでガイロフを捉とらえた。二人の目が、合った。


    「その書は破壊させてもらう」


    「馬鹿めが、死ぬのは貴様だ！」


    　ランベールの目前に唐突に、漆黒の鎧よろいに身を包む、頭部のない双剣士が、右の剣を振り上げた姿勢で出現した。姿を消してマンジーの傍かたわらを守っていた、ガイロフが契約した冥めい界かいの十三精霊が一体、デュラハンである。


    　不意打ち気味に降ろされた刃が、ランベールの大剣に防がれる。


    「ガイロフの十三精霊、六番目のデュラハンか。二百年振りだな」


    　ランベールの剣とデュラハンの剣が交わり、押し合う。デュラハンが双剣を用いて、ランベールへと人外の剣技を放つ。


    　音よりも速い剣の連打を、ランベールが受け止める。ランベールは、デュラハンの剣技の前に三十手近くに亘わたり、受け身に回る。


    　八国統一戦争を制覇したレギオス王国の魔将の一角であるランベールとて、ガイロフの十三精霊は容易に打ち倒せるものではない。ランベールが床を蹴けり、後方へ跳ぶ。


    「なるほど、俺が眠っている間に腕を上げたか」


    「…………」


    　デュラハンは無言で、双剣を構える。


    　デュラハンの剣は、左右で違う。右の剣は、魔銀ミスリルによって造られた、剣の軽さと硬度を天てん秤びんにかけた薄刃の剣である。デュラハンの素早い連撃の主力となる。


    　左の剣は、剣の全体が黒く、霞がかかっている。一目見て異界のものとわかる魔剣であった。デュラハンの身体からだの一部でもあるこの剣は、肉体を透過して命のみを絶つ、呪われた魔剣である。


    　ランベールが受け身に出ているのも、この魔剣が最大の要因であった。実体を持った魔銀ミスリルの剣に、刃や鎧よろいを透過する防御不可の魔剣。片方ならば対処は容易たやすい。しかし、この全く異なった対応を要する双剣から繰り出される神速の連撃は、ランベールとて戦いづらい。


    　マンジーは、都市バライラの冒険者ギルドの制圧のほとんどに、デュラハンを用いていた。


    　デュラハンほどの精霊剣士が呪剣を振るえば、大手ギルドであろうが、それだけであっという間に制圧できてしまう。


    　マンジーとて、魔術によるマナの浪費は抑えたい。それに正面に立って戦えば、マンジーであっても大手ギルドを相手取って無傷で制し続けられるとは限らない。また、死体を傷つけないデュラハンの剣は、死体を利用したいマンジーにとっても都合がいい。


    　七番目以上の精霊は、マンジーが召喚するには大掛かりな儀式や対価、自身への危険があった。そのためマンジーは、六番目のデュラハンを好んで使役する。


    　如い何かなる剣士であってもその人外の剣技で瞬殺するデュラハンは、マンジーにとって最大の剣であった。


    　だが反面、強すぎてつまらないため、大勢の制圧や、今回のように最後の盾たてとして保険に用いることが常であった。マンジーはガイロフの書を手にして以来、デュラハンの力によって、命の危機に晒さらされることがなかった。そのデュラハンが手こずっている光景は、マンジーにとって大きなストレスとなっていた。


    「何を手こずっておる！　もう、遊びはいい！　生かして捕えるのも、やめだ、やめだ！　殺せ！　殺せっ！　殺してしまえ！」


    　マンジーの言葉に、デュラハンが飛び出す。常人の認識できる範はん疇ちゆうを超越した人外の決闘が再開される。マンジーが、引き攣つる口元を歪ゆがませて笑みを形作りながら、その戦いへと腕を振るう。


    「炎よ、焼き払え！」


    　精霊であるデュラハンは、身体からだの大部分を損傷しても、この世界での存在を保てなくなり、異界へと帰るだけである。そのためマンジーは、デュラハンごとランベールを焼き尽くすことにしたのであった。


    　二人の剣士が、マンジーの放った炎に包まれる。


    「ヨホホホホ！　やった、やってやった！　殺してやった！　ヨホホホ……」


    　マンジーが笑う。炎の中から、瘴しよう気きを帯びる黒い剣がはじき出される。


    「ヨホッ……!?」


    　次の瞬間、デュラハンが炎の中から蹴けり出され、壁を背に倒れる。手に、剣はない。漆黒の鎧よろいは縦に裂かれ、この世界に存在を保てなくなったのか、透過が始まっていた。


    「な、なぜ!?　なぜ……」


    　炎の柱から、大剣を構えるランベールが姿を見せる。


    「援護のつもりかは知らぬが、集中力が切れたのは、そちらの精霊だったな」


    　マンジーの炎に意識が逸それたデュラハンから、一瞬、二種の双剣による精妙な連撃が鈍ったのだ。両者の勝敗を分けるには充分な時間だった。結果、激戦を制したのは、生なま半はん可かな魔術を通さない純魔金オルガンの鎧を纏まとい、精神面でも勝っていたランベールとなった。
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    「あ……あり得ぬ、それだけは、絶対にあり得ぬ！　デュラハンが、剣の戦いに敗れるなど！　絶対にあり得ぬ！　精霊の剣士として完成されたデュラハンの剣速を、上回るなど……！」


    　マンジーは言いながら後あと退ずさる。背に壁が当たり、足が止まる。恐怖に震える膝ひざが床の上に崩れた。


    　そして、顔を上げる。マンジーの瞳ひとみに、ランベールの姿が映る。


    「あの時代ならば、さして珍しいことではなかったのだがな」


    　炎を背に立つ大鎧の男は、マンジーから見て悪鬼そのものだった。


    「わ、我が声に応え、冥めい界かいより来たれ、『虚うつろなる塔ボーンバベル』よ！」


    　マンジーの叫びと共に、ガイロフの書が再びマナの輝きを帯びる。白の三さん角かく錐すいが、ランベールの足下の床を貫いて出現。


    　ランベールは跳ね退のき、距離を置く。続いて三さん角かく錐すいを押し上げ、直径三ヘイン程度の白の円柱が伸び上がり、天井を貫通。


    　執務室内が大きく揺れる。押し上げられた床に亀裂が入り、砕けた天井から瓦が礫れきが落ちる。


    　更には、隣接していたマンジーの立っていた側の壁を破壊していた。マンジーは白い円柱の破壊した壁の裂け目に飛び込み、伯爵邸ていから逃走していた。


    「再び距離を取られたか……しかし、それどころではないな。まずは目前の問題をどうにかせねば」


    　円柱は夥おびただしい骨を積み上げて形作られていた。頭ず蓋がいが等間隔に並び、外側へと虚うつろな眼がん窩かを向けている。


    「ここで出てきたか。ガイロフの十三精霊の一番目、ボーンバベル……」


    　ボーンバベルも、デュラハンと同様にガイロフが契約した冥めい界かいの精霊の一体である。


    　ただし、デュラハンと違い、召喚されてから自在に動くようなことはない。八国統一戦争においてガイロフは、ボーンバベルを召喚時の奇襲性を活いかし、再召喚を繰り返し、武器として用いていた。


    　ガイロフの十三精霊の中では一番目に数えられることからも、最も非力である。しかし、決して無用というわけではなかった。むしろガイロフは、剣にも盾たてにもなる、応用の利くボーンバベルを好んで用いていた。ランベールが警戒気味に大剣を構える。


    「……やはり、ガイロフの呪いが相手では、容易ではないな。炎柱を放ってきたので、ボーンバベルが何らかの理由で損なわれているのではないかと期待していたのだが……。範囲の限られる屋内で、まともにボーンバベルと戦うのはさすがに苦しい」


    　ボーンバベルは、質量を分けて複数体となり、同時に召喚されることもある。心理戦に長たけたガイロフは、それにフェイントを交え、時間差を付けながら高速で操あやつる。


    　ガイロフはボーンバベルを用いて、八国統一戦争時代の名のある英雄さえも翻弄し、蹂じゆう躙りんしていた。


    　ガイロフが自在に操るボーンバベルの前には、ランベールの直属の部下さえ、何人も葬ほうむられていた。自然とランベールが大剣を握る手にも力が込められる。


    　もっともそれは、ガイロフが八国統一戦争終盤の過酷な時代において上位十人に数えられる魔術師であったため、その桁けた外れなマナが可能にした戦術である。マンジーが真ま似ねをして連続的な再召喚などを行っても、マナを棄すてるようなものであり、決して真似できるものではない。


    　緊張感を高めるランベールを他所よそに、ボーンバベルの姿が薄れ、大穴を残して消滅する。


    「……む？」


    　随分と緩慢な退場にランベールの目には映った。明らかに魔術によって制御して異界へ送り返したのではなく、術者からのマナ供給が不格好に途切れたための消滅であると、ランベールはそのように感じた。


    　そして、事実としてそうであった。マンジーは、ガイロフの攻撃の要であるボーンバベルを、単に分ぶが悪いと見て自分の逃走に使用したのである。


    　ランベールは壁の穴から身を乗り出す。モンド伯爵邸ていの三階からは、都市バライラに並ぶ建物が小さく見える。


    　その中に、奇怪な馬に跨またがる、血塗まみれのマンジーの姿があった。通常の頭部とは別に、胸部に人面が張り付いている。馬の頭部自身にも三つの目があり、見ているだけで不快感を催す姿をしていた。


    　ガイロフ十三精霊の三番目、二貌の霊馬トロイである。


    「逃がしはせぬぞ！」


    　ランベールは三階から飛び降りようとしたが、『踊る剣』の冒険者の悲鳴を聞いて背後を振り返る。


    　後ろでは、まだ強化アンデッドと『踊る剣』の冒険者、ロビンフッドの交戦中であった。戦場である執務室は、ボーンバベルによって床と天井を派手に損壊させられており、おまけにマンジーの放った炎が広がり、館を燃やしている。疲労を知らず、肉体の損傷を無視して戦う強化アンデッドを相手に、一流の冒険者たちも苦戦を強いられていた。長引けば長引くほど、強化アンデッドの有利になっていく。


    （このままでは、長くは持つまい……だが、ガイロフの書を逃すわけにもいかん。恐らくマンジーは、俺を前にするまでは本気で動いてはいなかった。ここで猶ゆう予よを得た奴やつは、必ずガイロフの書の上位精霊の召喚を行おうとするはずだ。十三体目が出てしまえば、昔の直属の部下たちがいない今、対抗する手段はない……）


    　昔の戦場の有様を思い出し、百戦錬磨のランベールさえ身震いする。ガイロフの十三精霊の十三体目は、契約主であるガイロフでさえ制御できない、地獄を体現したかのような化け物であった。ランベールが部下と連携を組んで戦っても、正面からは倒せなかったほどである。マンジーに余計な時間は与えられない。だが、ここで後を追えば、伯爵邸に残る面メン子ツを全員見殺しにすることになる。


    　一人の冒険者が、逡しゆん巡じゆんするランベールを振り返る。


    「早くあの怪人を追え！　ここは、俺に任せろ！」


    　優美な緑の貴族服に身を包む細身の男は、ロビンフッドである。戦闘相手から目を逸そらしたロビンフッドに、アンデッドと化したユノスが襲いかかる。


    「アハ、アハハハハハ！　ロビンフッドォ、お前モ、死ぬンダよ！　地獄で、お前ノ部下が会いタガッテたゾォ？　アハハハハハ！」


    　宙を舞うユノスの頬ほお、胸部、太ふと腿ももに矢が突き刺さる。ユノスは矢に勢いを殺され、その場で足を伸ばして床に着地した。腕を伸ばして間合いを伸ばし、先端でロビンフッドを狙ねらう。ロビンフッドは体勢を崩しながらも後ろへ身体からだを反らし、回避する。


    「ドうシタァ、狙ねらイが、甘くなッテルガ？　アハ、アハハハ！」


    　返す剣が、ロビンフッドの額を掠かすめた。整った顔に、薄い血の線が生じる。


    「アハ、アハハハ！　アハ……」


    　笑うユノスの額に、一本の矢が深々と突き刺さる。至近距離から放たれた矢の衝しよう撃げきにユノスの首が折れ、後ろに大きく曲げられる。ユノスの身体が転倒した。


    「こいつらは、俺にやらせてくれ」


    　ロビンフッドが、肩で息をしながらランベールへと言う。額に矢が突き刺さったままで、ユノスの身体が起き上がる。


    「痛イじャなイか、ロビンフッドォオオオ！」


    　ランベールは何も言わずに、破壊された壁から飛び降りた。ランベールの巨体と魔金オルガン鎧よろいの合わさった重量が、モンド伯爵邸ていの三階の高さから落下して加速する。地面との衝突による衝撃で、轟ごう音おんと共にランベールの足の型で地面が窪くぼんだ。間かん髪はつ容いれず地面から足を引き抜き、マンジーの後を追った。
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    　荒廃した都市バライラを、妖馬トロイに跨またがってマンジーが移動する。トロイの馬の頭の三つの目が蠢うごめき、口からは絶え間なく涎よだれが流れていた。


    　トロイの胸元の人面が奇怪な声を上げて笑う。普段ならさして気にならない笑い声が、今のマンジーには苛いら立だたしい。


    （冗談じゃない！　ちょっと遊びに伯爵の元へ出向いてみただけだというのに、あんな化け物がいるなど聞いていない！）


    　マンジーが直接伯爵邸へと打って出たのは、部下たちの実力が不充分と考えたわけではない。単に、自身の調整したアンデッドを相手取るのに相応ふさわしい人間が欲しかっただけである。


    　それにマンジーは、自身を強いと思っている戦士が絶望する様を見るのが好きだった。伯爵邸へ出向けば、その機会にも恵まれると思ったのだ。


    　トロイを駆けさせながら、周囲へ目をやる。都市バライラへと満まん遍べんなく配置したはずのアンデッドが、ただの一体も見当たらない。すべて動かぬ死体へと戻っている。


    　無表情で仲間の死体を引き上げるものや、子供らしき名前を呼びながら歩道を走る女の姿もある。警備に当たっているモンド伯爵の私兵は、妖馬に跨またがるマンジーを不審と見てか、大声を上げて何かを叫んでいた。


    　マンジー好みの陰惨な光景ではあるが、仲間の死体を引き上げ、明らかに非戦闘員であるものが声を上げて歩き回ることができる余裕があるというのは、ひとまず目前の難が去った後だからこそできること。それはつまり、最低でも周辺のアンデッドが既に対処された後であることを示していた。


    （あれだけ造り上げたアンデッドが、ただの死体の山に戻っている……？　死し黒こく水すい晶しようは、部下に守らせていたはずだが……どいつもこいつも、しくじりおったのか？　それにしても、あまりに手際が良すぎる……）


    　死黒水晶とは、ガイロフの書を媒ばい介かいに発動した魔術によってマンジーのマナから造られた、水晶玉である。複数の死体を制御、操作する力がある。


    　今回マンジーの用いた大規模型死し操そう術じゆつの心臓である。十の死黒水晶を造り出し、都市バライラの各区域に分けて部下に守らせていたが、どれだけ妖馬トロイを走らせても、動いている死体が見当たらない。


    　グラコス率いるモンド伯爵の私兵団、壊滅を免まぬがれた冒険者ギルド、そして単騎で動くロビンフッドが、総数五つの死黒水晶の破壊に成功していた。そこまでは、マンジーの想定から逸脱したものではなかった。


    　だが、ランベールは主力級アンデッドの群れを操あやつっていた五つの死黒水晶を破壊した上で、ランベールへとピンポイントで奇襲を仕掛けてきたマンジーの補佐であるアダマリアを逆に殺し返しており、それがマンジーの思惑を大きく狂わせていた。


    （しかし、これだけ死体があるのだ。無能な部下どもも、例の準備くらいはきっちりと行っておるはずだ。いくらでも補充の利く雑ざ魚こが死んだというだけで、総合的な計画に支障はない。あの自称ランベールには胆を抜かれたが、ワシは既に、都市バライラで果たすべき目的をほぼ完遂させておる）


    　マンジーは、醜い顔に笑みを浮かべる。血走った目には、狂気の悦よろこびがあった。


    　マンジーが伯爵邸ていへと直接出向いたのは、本当にただの戯たわむれである。マンジーの目的は、レギオス王国の中でも優秀な冒険者が多く集う都市バライラを、二度と再興できぬまでに徹底的に破壊することにあった。


    　そのためには、マンジーが都市バライラで一定数の死体の山を作ることさえできれば、それだけで準備は充分であった。それから先は、すべて彼にとってお遊びに過ぎない。とっくに条件は整っており、後は時を待つのみであった。


    　マンジーが空を見上げる。既にもう、夜が始まっていた。月が青白く輝き、都市バライラを照らす。


    （時も来た。月が空に満ちる今この時こそが、冥めい界かいと現界が接近する瞬間！　死体は充分すぎるほどに集まった。茶番はこれまでよ……最後の仕上げを行い、このガイロフ様の魔導書を用いて、都市バライラを地獄へ変える！　元より、またアレが見たくてワシは此こ度たびの役目を引き受けたのだ！　自称ランベールよ、せいぜい止められるものなら止めてみろ！）


    　妖馬を走らせるマンジーへと接近する、六人の馬に乗る冒険者がいた。全員の手には弓があった。


    「と、止まれ！　緊急事態とはいえ、精霊の召喚は許容されていないはずだ！」


    「お前は不審過ぎる。少し、話を聞かせてもらうぞ」


    　マンジーは鼻で笑い、ガイロフの書を捲めくる。


    「我が声に応え、冥界より来たれ、『冥門の番人ケルベロス』よ」


    　マナの光が集い、全長三ヘイン近い、二つの頭を持つ猛犬の姿をした精霊が現れる。ガイロフの十三精霊、五番目のケルベロスである。


    　酸の涎よだれが地を溶かし、赤々と輝く四つの瞳ひとみが獲物を見やる。放たれた矢を、ケルベロスが身体からだで受ける。矢は厚い体表を貫通せず、当たった後に地に落ちるだけであった。


    「な、なんだ、この化け物は！」


    　冒険者たちの先頭に立つ男が叫びながら、弓を捨てて剣を構える。矢では化け物の体表を射い貫ぬけないため、剣へと切り替えたのだ。


    　ケルベロスは振り下ろされた剣を牙きばで受け止め、頭を大きく振るって男を馬から引きずり降ろし、地面へと叩きつける。無防備に落ちてきた男の頭を強きよう靭じんな爪つめが薙なぐ。


    　鮮血が噴き出し、首から折れた骨が露出。明らかに即死であった。更にケルベロスの逆の頭が、捥もげた頭部へと喰くらい付く。頭から脳のう漿しようが舞い、ケルベロスはそれを啜すすり、口周りを脳漿と血で汚す。


    　赤い剣けん呑のんな瞳が、残る五人を射抜いた。あまりに凄せい惨さんな虐殺に、残る五人の冒険者から戦意が喪失した。


    　ケルベロスが跳び上がり、背を見せた五人の内の一人の背中へと飛びつく。背中の肉が剥はがれ、血を噴き出しながら馬から転がり落ちる。直撃を受けた馬は、太ふと腿ももから腹部付近を裂かれ、そこから腸が漏れて地面に倒れ、身体を痙けい攣れんさせる。


    「ヨホホホ……ワシは先を急いでいるのでな。雑ざ魚こに構っておる暇はないのだ」


    　マンジーがちらりと背後へ目をやる。満足げな笑みを湛たたえていたが、後方を見て表情が固まった。逃げ惑う冒険者とは反対に、ケルベロスへと向かい、巨大な馬を走らせてくる男の姿が遠くに見えた。


    「アレを見て、戦意を失わんか。大物か、ただの馬鹿か……」


    　マンジーは目を擦こする。


    　彼はあまり視力がよくなかった。加えて、謎の男とは距離が空いている。そのせいだろうか、マンジーの目には、黒い大馬の首から先が、どこにも見当たらない。


    　大馬に乗る男が、巨大な剣を引き抜いて手に構える。同時に大馬が速度を引き上げ、大剣の威力を少しでも底上げしようとする。


    　立ち塞ふさがるケルベロスを、何事もなかったように大馬が通過する。一体何が行ったのか、マンジーにはわからない。マンジーが続けて目を擦ったその刹せつ那な、ケルベロスの二頭の付け根である首元から腹、尾に掛けて、一直線に切断される。


    「ギャインッ！」


    　左右に刎はね飛ばされた二つの頭部が、それぞれに短い断末魔の雄たけびを上げる。青黒い血のような液体を垂らしながら、残った前足と後ろ足でもがき、暴れ狂う。だがやがて力尽きて動きを止め、すぐに姿が薄れて消えていった。現世に姿を留とどめる力を失い、冥めい界かいへと帰ったのだ。


    （ケルベロスを、子犬が如ごとく蹂じゆう躙りん!?　まさか、奴やつは……）


    　マンジーが呻うめくように呟つぶやく。唇くちびるを噛かみながら、ケルベロスを倒した騎兵へと目を向ける。独特な柄の鎧よろいに身を包む大男は、先ほどマンジーを敗走へと追い込んだ自称ランベールであった。おまけに、大男に跨またがられている馬には首から先の頭がない。


    「な、なんだアレは!?」


    　マンジーが大声で叫ぶ。


    　頭のない大馬に跨またがる鎧よろいの大男が、大剣を振るいながら迫ってくる。周囲にはちらほらと住民たちや私兵、冒険者の姿があるのだが、鎧の大男はお構いなしに、堂々と大柄の頭のない黒馬へと跨っている。凄すさまじい速度で都市バライラを駆ける頭なし馬は、周囲の者たちに絶叫を上げさせていた。
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    「逃がさぬぞ！　ガイロフの書を渡せ！」


    　ランベールは、頭のない黒馬ナイトメアに跨って大剣を振るいながら、荒れ果てた都市バライラの道を突き進む。


    　異様な風貌の騎士を目にした住民たちが、悲鳴を上げて逃げ惑う。ランベールが追うのは、奇怪な二つの顔を持つ妖馬トロイに跨る、八賢者が一人マンジーである。


    　異い形ぎようの馬を操あやつる両者ではあったが、ランベールの迫力に対し、マンジーは明らかに劣っていた。マンジー自身も、追いつかれれば死ぬしかないことを覚悟していた。


    　ナイトメアは凄まじい俊足の持ち主なのだが、さすがに魔金オルガンの鎧を纏まとう超重量のランベールを背に乗せていることが大きなハンデとなっていた。


    　しかし、それでも着実にマンジーへの距離を詰めている。この調子ならば、いずれマンジーへと追いつけるはずであった。


    「やはり人間ではなかったか！　おのれ、なぜ、なぜ、ワシの邪魔をするのだ！　なぜワシについてくる！」


    　マンジーはランベールという不条理に嘆きながら、背後の彼を尻しり目めに睨にらむ。手元では、慌あわただしくガイロフの書を捲めくっていた。


    （六番目のデュラハンでさえ敗北したのだ。五番目のケルベロスでは、話にもならんかった！　真っ当に戦ってどうにかなるわけがない！　儀式を行うまで、奴やつに邪魔されるわけにはいかん！　この場は時間稼ぎに徹する！）


    　マンジーは、伯爵邸ていでの一件において、ランベールの恐ろしさを痛感させられていた。これ以上、正面から戦うつもりは皆無である。


    「我が声に応え、冥めい界かいより来たれ、『黒の傀儡くぐつ師しリリス』よ！」


    　マンジーが叫ぶと、彼の跨る妖馬の尾の上部に、黒い外がい套とうが浮かぶ。外套の端からは、病的に白い肌はだの少女の顔が覗のぞく。


    　少女がくすくすと笑い、細い指を伸ばす。ガイロフの十三精霊の四番目、黒の傀儡師リリス。本体自身に戦闘能力はないが、視界内の死体を無む尽じん蔵ぞうに操り、自みずからの傀かい儡らいとして自在に操ることができる。


    　ただし、あくまでもリリスが死体を動かしているだけであり、本人の戦闘技術を再現できるわけではなく、達人の死体であろろうが、子供の死体であろうが、さしたる違いはない。


    　死体さえあればその場で即座に大量の兵を作り出せるのが強みであるが、あくまでも数頼みの雑ぞう兵ひようである。そのため、使える状況は限られてくる。


    　だが、現在の都市バライラのような大規模の戦闘があった後の地では、圧倒的な力を発揮する。外がい套とうに隠れるリリスの瞳ひとみが、ランベールを捉とらえる。口元が、微かすかに笑った。


    「リリス、か……」


    　リリスが両手を掲げる。十の指先に青白い光が灯ともり、通りに倒れていた死体が起き上がり、一斉にランベールの進路を塞ふさぐ。


    　その数は二十を超えていた。女、子供、冒険者、老人。まちまちな構成であったが、リリスにかかれば、一律に手足を失っても戦う狂戦士となる。


    　アンデッドが狙ねらうのは、ランベールではない。ランベールの跨またがる頭なし馬、ナイトメアの脚であった。


    　ランベールには敵かなわなくとも、落馬させさえすれば本人と馬に大きなダメージが入る。アンデッドは姿勢を低くして待ち構え、ナイトメアの脚へと飛びつこうとする。


    「行け！　潰つぶせ、潰せ！」


    　マンジーが期待を込めて叫ぶが、それはまったくの無意味なことであった。


    　ランベールの振るった大剣が死者を弾いて間引いて減らし、後は頭なし馬が蹴け飛ばして強引に通路を作る。僅わずかに距離が開きはしたものの、それもほんの少しのことである。


    「な、なんなんだお前はぁっ！」


    　後を追うにつれて、幾度となく起き上がった死体の軍勢がランベールの道を塞ぐが、ランベールはそのたびにあっさりと跳ね退のけてみせる。


    「そろそろ無駄だと観念しろ。これ以上、無意味に死者を冒ぼう瀆とくするな」


    　言いながらランベールは、妙なものを感じていた。


    　周囲の死体の中に、首なし死体が増えてきていた。それはマンジーを追うにつれて、どんどんと数が増していく。


    　偶然ではない。何らかの意図があって、首なし死体を作っていたということだ。それがつまり、何を意味するのか。かつて、最悪と称された錬金術師ガイロフと相対したことのあるランベールには、その意図がわかった。


    「これは、屍し玩がん竜りゆうの宴……！」


    　ランベールにも動揺の色があった。先を走るマンジーは、やや振り返り、青あお褪ざめた顔に醜悪な笑みを浮かべる。


    「なぜ、それを知っておる？　まぁ、どうでもよい。ここまでくれば、もう止められはせぬ！　ワシのリリスも、貴様を殺すには至らぬかったが、足を止める役目は十全に果たした」


    　マンジーが向かう先には、ローブを纏まとう不審な連中が二人立っていた。


    　彼らの周辺には直径十ヘインにもなる巨大な魔法陣が描かれており、その内側に描かれた円の中には、大量の人頭が積み上げられていた。


    　異界の住民である精霊には、好みの時刻、場所、状況、魔力場といったものがある。高位の精霊ほど、我わが儘ままで条件を満たしにくい傾向が強い。


    　この条件に合った状況を魔術干渉で強引に造り出して精霊を招く行為は、儀式と称される。屍し玩がん竜りゆうの宴も儀式の一つであった。


    「貴様の負けだ、鎧よろいの大男……いや、アンデッドナイトよ。たかがアンデッドが、ここまでワシを追い込んだことは見事。だが、ワシは最初から、屍玩竜の宴が目的だったのだ！　死体の山を築いたのも、呪いの竜を呼び出すための布石に過ぎぬ！　そしてそれは、今を以もつて完遂される！　ヨホ、ヨホホ、ヨホホホホホホ！」


    　妖馬トロイが足を止める。待機していた二人の男が、トロイに跨またがるマンジーへと目を向けた。


    「既にリリスも召喚されているということは、マンジー様、儀式を行うのですね！」


    「しかし、あの背後のアレは……」


    　二人のローブの男たちは、こちらへ駆けてくるランベールを見て顔を引き攣つらせる。マンジーは二人を無視し、トロイの尾付近で浮遊している童女、黒の傀儡くぐつ師しリリスへと顔を上げた。


    「リリスよ、屍玩竜を呼び出す！」


    　リリスは見かけの年齢に似合わぬ大人びた笑みを浮かべ、魔法陣内に積まれた人頭の山へと手を伸ばす。


    　リリスの力で、死体の一部である人頭が規則的に浮遊。同時に閉じられていた目が大きく開かれ、淀よどんだ焦点の合わない瞳ひとみが晒さらされる。


    　人頭は、魔法陣上部の宙へと、規則的な形を持って配置されていった。カクカクと人頭の顎あごが震え、笑い出す。悪趣味極まりない景観であった。昇り始めたばかりの月が、異い形ぎようの世界を照らし出す。


    　魔法陣内を、血の滴したたる生首が舞う。マンジーが、ガイロフの書を捲めくりながら叫ぶ。


    「我が声に応え、冥めい界かいより来たれ、『屍玩の竜ラウンプゥプ』よ！」


    　マナの光が、魔法陣中央に集い、膨れ上がって巨大な輪りん郭かくを象かたどる。声なき狂笑を上げる生首に囲まれ、高さ二ヘイン近い巨大な人頭が浮かび上がった。


    　人頭の目に感情はなく虚うつろであり、肌はだ質もどこか異質である。頭に髪はなくつるりとしており、やや大きめの瞳からも、人形の赤ん坊のような印象があった。


    　その身体からだは、肌の色をしてはいるものの、人体とは明らかに構造が違う。長い胴体に幾つもの節目があり、側部からは多足類のように、大量の腕が等間隔に伸ばされていた。


    　異形の身体を引き摺ずり、地を這はう。全長は、二十ヘインを超えている。冥界の精霊、『屍玩の竜ラウンプゥプ』は、無表情な巨頭の口を大きく開き、不気味な産声を上げた。


    「ア……ア、アアァァアァァアアァァァアッ！」


    　リリスの浮かせている人頭の一つを喰くらい、煩わずらわしそうに一つを腕が握り潰つぶす。魔法陣近くまで急いで移動していたランベールも、ラウンプゥプの出現を見て間に合わなかったことを悟り、ナイトメアの速度を落とさせていた。見ただけで人の正気を奪う異い形ぎようの化け物が、不快な身体からだを撓しならせて身体の向きを変えようとする。


    「マ、マンジー様！　一度っ！　これを止めて……」


    　部下の二人が、唐突に動き出したラウンプゥプから逃げながら、マンジーへと呼びかける。だが、マンジーの目は彼らを見ていない。


    　狂老人の瞳ひとみには、異形の化け物への陶酔があった。その連なる胴を、不気味な巨頭を、不快な動きを見て、感嘆を漏らす。


    「おおおお……よき、なんと、よき。いつ見ても、やはりラウンプゥプは美しく、雄大であられる！」


    　悲鳴を上げ、助けを求める部下を放置した。一人はラウンプゥプの下敷きとなり、押し潰され、口から内臓を吐き出して絶命。二人目は、無数の巨大な腕に掴つかまれ、持ち上げられ、引きちぎられて死亡した。


    　向きを変えたラウンプゥプが大きく上体を持ち上げ、ナイトメアに跨またがるランベールを見下ろす。
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    「さすがに、アレは不ま味ずいな」


    　ランベールは、上体を持ち上げた屍し玩がんの竜、ラウンプゥプを見て呟つぶやく。不気味な巨頭は彼を見下ろし、口をまごまごと動かしていた。焦点の合わない瞳が、ぐるぐると蠢うごめく。


    「ヨホ、ヨホホ、ヨホホホホホ！　もう、終わり！　ワシの勝ちだ！　アンデッドの身である貴様が、なぜこの地を守ろうとしていたのかは知らぬが、ラウンプゥプが出た以上、この都市は滅ぶ！　残念であったなぁ！　ヨホホホホ！」


    　ラウンプゥプを挟んだ向かい側で、トロイに跨るマンジーが嘲あざ笑わらう。


    　最初からマンジーにとって、都市での虐殺とアンデッドの大量生産は、死体を捧げ者としてラウンプゥプを呼び出し、一気に都市を壊滅させるための布石でしかなかったのだ。


    　ラウンプゥプの規模は、はっきりと、少人数でどうにかなる範はん疇ちゆうを超えていた。召喚主であるマンジーを殺せばラウンプゥプも消えるはずだが、マンジーには妖馬トロイという足がある。そこに加え、リリスもまだ残っている。


    　リリスは既に、この場へと死兵を集め始めている。無数のアンデッドとラウンプゥプを避け、トロイに跨るマンジーを殺すことは難しい。まずは攻撃と守りの要である、ラウンプゥプを崩さねば、マンジーには届かない。


    「アァァァァァァァアアアアアアアアアッ！」


    　奇声を上げながら、ラウンプゥプの不気味な頭部がランベールへと迫る。ナイトメアが駆けて回避したそのすぐ後ろの地面が、容易たやすく抉えぐられた。ランベールが振り返ると、口から砂を垂らし、カタカタと口元を揺らして笑う、巨大な赤子の顔があった。


    「貴様とは、二度と会いたくなかったものだな！」


    　ランベールを乗せて疾走するナイトメアの後ろを、ラウンプゥプが追いかける。三つの関節を持つ、巨大な人間の腕を、無数に伸ばして這はう。


    　その前に、大量のアンデッドが立ち塞ふさがった。リリスの集めたアンデッドである。時間経過に伴ってその数を増やしており、既に死兵は四十以上にもなっていた。


    　ランベールの視界に、憂いのある目をした、隈くまの濃い、痩やせぎすな壮年の男の幻影が映り込んだ。たった一人で国を操あやつり、五百万人の死者を出した錬金術師、ガイロフの虚像である。ここに彼がいるはずはなかったが、ガイロフの精霊三体に囲まれたランベールは、まるで彼と対たい峙じしているような気分であった。


    　ランベールは、ガイロフを殺す前、初めて彼の顔を見たときのことを思い出していた。敵味方問わずの大量殺人鬼の戦犯でありながら、何一つ意志の込められていない、空虚な目をしていた。だからランベールには、最初は彼がガイロフであると、理解できなった。だが、相対した男が表情を崩して悪魔のような笑みを浮かべ、その途端にその場が地獄へと変わったことで、影武者でもなく本物のガイロフなのだと、そのときはっきりと思い知らされたのだ。


    　一瞬の間に、ガイロフの幻影は消えた。代わりに離れたところから、マンジーの哄こう笑しようが響く。


    「立場が逆転したな、アンデッドナイトよ！　ガイロフ様の恩恵を受けたワシは！　ガイロフ様の御意志と御力を受け継いだワシは、無敵なのだ！　ガイロフ様に代わり、ワシが、この西ウォーミリア大陸を支配し、現世を冥めい界かいへと変える！」


    　マンジーは自身のマナとガイロフの書に、絶対の自信を持っていた。彼は『笛吹き悪魔』の八賢者の一人ではあるが、組織への忠誠はない。そもそもマンジーは、その奇怪な容貌と生い立ちが元で、他人に対する愛着を抱いたことがなかった。


    　例外として、マンジーが勝手に共感を抱いており、死し操そう術じゆつ師として崇拝しているガイロフと、物言わぬ死体となった者に対してのみ執着していた。ガイロフの書さえあれば八賢者の中でも己おのれが頂点であると信じて疑わず、いずれは自分が組織の頭になるのだとさえ考えていた。


    「貴様が、ガイロフの意志を継ぐだと？」


    　ランベールが大剣を構える。


    　ナイトメアが、アンデッドの群れへと突撃する。ランベールの一振りと共に、十ものアンデッドの上体が宙に舞い、下半身がナイトメアに蹴け散らされる。追ってくるラウンプゥプが、死体を押し潰つぶして後を追う。


    「思い上がりにも、程がある。書の呪いに操あやつられるがままに殺人を犯すだけの貴様如ごときが、ガイロフの後継者を騙かたるだと？」


    「なにっ！」


    　マンジーの顔が怒りに染まるが、開いた口は、何か言葉を紡つむぐ前に閉ざされた。ランベールの放つ濃密な瘴しよう気きに、マンジーは気け圧おされていた。目前の正体不明のアンデッドナイトから放たれる桁けた違いの貫かん禄ろくの片へん鱗りんを感じさせられ、マンジーの怒りが萎しぼむ。口は固く閉じたまま、開かない。身体からだが自然に身震いを始めていた。


    「貴様が魔術や精霊を操っているのではない。貴様が、魔術と精霊に操られているのだ。大きな力を得て、勘違いしただけの凡俗めが」


    「ぐ……う……」


    　反論するつもりだったが、咄とつ嗟さに言葉が出なかった。傍かたわらの童女、リリスの笑い声が、まるでマンジーを嘲あざ笑わらっているようにさえ彼には聞こえた。


    　やや沈黙があって、ようやくマンジーの硬直が解ける。マンジーは抱いた恐怖を気のせいだと自身に言い聞かせ、自みずからを安あん堵どさせるため、醜悪なる異い形ぎようの赤子、ラウンプゥプを視界に入れる。


    「早く、早く押し潰つぶしてしまえ、ラウンプゥプよ！」


    　ラウンプゥプが再び頭部近くを大きく持ち上げる。ぐるぐると動いていた瞳ひとみが、ランベールを睨にらんで止まる。


    　巨頭が僅わずかに震えた後に、カタカタと口が震え、ランベール目がけて直進する。豪速の頭部がランベールが捉とらえた。超重量の魔金オルガン鎧よろいを纏まとうランベールが、軽々と跳ね飛ばされる。頭なし馬ナイトメアも宙へと投げ出され、腹部の側面から地へと落下した。


    「ヨホホホホホホ！　さすがラウンプゥプよ！　さぁ、早く奴やつを仕留めて……」


    「アァァァァァァアアァアァアアアアッ！」


    　ラウンプゥプが口を大きく開け、上体を反らし、絶叫を上げる。そのおぞましい叫びは、マンジーの命令をも掻かき消し、彼を閉口させた。


    　そして、マンジーは気が付く。ラウンプゥプの左目を縦に跨またいだ、一筋の大きな傷があることに。マンジーの目が、大きく見開かれる。


    「ラ、ラウンプゥプ!?　ば、馬鹿な！　最上位クラスの精霊だぞ!?」


    　倒れていたランベールが起き上がる。


    「やはり、部下もいないこの状況では、ラウンプゥプの相手は一筋縄ではいかんな。それに……ナイトメアも、しばらくは走れそうにないか。間合いを取って隙すきを待つのも、これでは不可能だな」


    　大地を抉えぐるラウンプゥプの一撃を受けて、魔金オルガンの鎧は傷一つ付いていなかった。


    「そこで見ていろ、観衆風情。こいつが終われば、次こそは貴様だ」


    　マンジーは、またもやランベールの言葉に、何も返すことはできなかった。ランベールの言葉の重み、風格はハッタリではないと、今のラウンプゥプとの正面の激突ではっきりと思い知らされていた。


    　浅くない傷とはいえ、たったの一ひと太た刀ちである。ラウンプゥプを討とう伐ばつせしめるものではない。分ぶがまだ、ラウンプゥプにあることは疑いようがなかった。


    　だがマンジーは、ラウンプゥプほどの精霊は戦争で兵器として用いられるものであり、個人でどうこうできるものだとは考えていなかった。そのラウンプゥプへの絶対視が、今の一太刀で揺らぎつつあった。
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    　ラウンプゥプの大きく持ち上げられた頭部が、怒りの面おも持もちでランベールを見下ろす。大剣の一撃により片瞼まぶたが左右に裂け、そちら側の眼球にも痛々しい縦の線が引かれて、青黒い体液が涙のように垂れ流されていた。


    　ランベールも大剣を構え、ラウンプゥプの不気味な頭部を睨にらみつける。ラウンプゥプを警戒して動かないランベールの後方を、リリスのアンデッド軍団が囲い込んでいく。アンデッドがランベールへと接近し、剣を振るったのと同時に、ラウンプゥプが動いた。


    「アァァァ───アァァァァ──ッ！」


    　ラウンプゥプの不気味な胴体が節々を軋きしませながら蠢うごめき、頭部がランベールを押し潰つぶすべく迫る。ランベールはその一撃を後ろに跳んで躱かわし、迫る顔面の頬ほおに大剣の一撃を放つ。


    　だが、ラウンプゥプの顔に新たな傷はつかない。ラウンプゥプの体表は恐ろしく硬い。ランベールとて、力押しの大振りでなければ、まともに剣を通すことはできない。そしてラウンプゥプの巨体に似合わぬ俊敏さは、ランベールに大技を放つ隙すきを与えない。


    　不気味な頭部が、宙へと上がるのと同じ速度で持ち上げられていく。ランベールが次の攻撃へと備えるより早く、再度ラウンプゥプの頭部が、豪速でランベール目がけて落ちていく。悪夢の連続攻撃であった。


    　ランベールはこれも寸前で回避に成功する。代わりに巻き込まれたアンデッドが、肉片と臓物を撒まき散らし、頭部を地へ転がす。あまりの威力に、一瞬にして身体からだが十以上に分割されていた。


    　巨体から放たれた二連撃。それに必死に対応するランベールを目にしたマンジーは、ラウンプゥプの絶大な力を再認識し、失いかけた余裕を取り戻しつつあった。脂汗に覆われた引き攣つった顔の口元を歪ゆがめ、苦渋の笑みを浮かべる。


    （あの速さを保ちながらに、二連撃を行えるのか！　やはり我がラウンプゥプは無敵だ！　顔の横に傷は付けられたが、あんなものはまぐれに過ぎぬ！　ラウンプゥプがあの二連撃を折を見て挟んでいれば、奴やつとてどんどん体勢を崩して余裕を失っていく……いける、いける！）


    　そのとき、マンジーにとっても予期していなかったことが生じた。素早く宙へと引き上げられたラウンプゥプの頭部が、三度目の連撃をランベールへと放ったのである。


    「ヨホ……？」


    　大地が抉えぐれ、土の飛ひ沫まつが舞う。そのため、攻撃が当たったのかどうかは、マンジーにはわからなかった。


    　ラウンプープの連撃は、三連打に留とどまらなかった。四度目、五度目の猛攻が、速度を落とさずに土煙の中にいるランベール目掛けて放たれる。


    「ヨホホホ……？」


    　重いものが速い。それは、それだけで脅威となる。重量と速度の掛け合わされた破壊衝しよう撃げきが、大地の形状さえ蹂じゆう躙りんしていく。離れたところに立つマンジーにも振動は伝わってきた。


    　視界の悪い中での、圧倒的規模を誇るラウンプープの五連撃。


    （あのアンデッドナイトとて、これを回避しきれたはずがない！）


    　そして六度目、七度目と続き、八度目と間かん髪はつ容いれずの猛攻が続いた。ラウンプゥプの猛攻に巻き込まれたらしい、ランベールに纏まとわりつこうとしてたアンデッドの肉片が土煙の中から弾き出されていく。ラウンプゥプの恐ろしい八連撃を前にマンジーは興奮し、身体からだを前に乗り出す。


    「ヨホホホホホホホホホホホ!?　素晴らしい、素晴らしすぎるぞラウンプゥプ！　何だ今の動きは！　これなら奴は……！」


    　土煙が薄れる。アンデッドの血肉の山の上に、ラウンプゥプの連撃を回避しきったランベールが立っていた。マンジーの笑みが止まる。顔の筋肉を痙けい攣れんさせ、吐き出すように叫ぶ。


    「なぜ……なぜだ！　なぜなのだ！　なぜ、ラウンプゥプの姿を見て絶望しない？　なぜ、喰くらい付ける！　ラウンプゥプは、最上位クラスの精霊だぞ!?」


    「……さすがに危なかったが、どうにかなるものだな。せっかく馬を用意できていたというのに、早々に失ったのがやはり痛いが。この巨体を相手に、正面突破するしかなくなってしまった」


    　正気を失ったように怒声を張り上げるマンジーに対して、ランベールは事もなげに言い放つ。


    「か、勝てると思っておるのか!?　その言い方では、まるで……まるで……」


    　マンジーはランベールの言葉に驚きよう愕がくし、妖馬トロイの上で体勢を崩し、落馬しかけて寸前のところで踏みとどまった。彼は衝撃と極度の興奮のあまり息が乱れ、心臓も激しい動どう悸きのあまりに痛みを訴えていた。


    （奴は、勝ち目のない戦いに身を投じる者の振る舞いではない！　まるで、まるで……充分に勝算があるような物言いではないか!?）


    　マンジーは、都市バライラの殲せん滅めつ手段としてラウンプゥプを用いたのだ。それが、たった一人のアンデッドの剣士に妨さまたげられている。


    　あり得ない。ラウンプゥプは、そんな規模に収まる範はん疇ちゆうの精霊ではないのだ。単体で都市一つ落とせる兵器だ。


    （あり得んだろうが……いくら、なんでも！　あの五百万殺し、ガイロフ様の契約した、高位精霊だぞ!?　なぜたった一人の人間を殺せない？）


    　八連撃が終わった後に、ラウンプゥプについに、一瞬の硬直が生じた。ランベールがその隙すきを逃すはずがなかった。大剣を大きく引いて、地面を蹴けとばして跳び上がる。刃の先は、ラウンプゥプの額を捉とらえていた。ラウンプゥプの額に大きな刺し傷が生じ、顔中に罅ひびが入る。


    「アアァ、アァァァアアァァアアアッ！」


    　ラウンプゥプが怒りのままに頭突きを放つ。だが、その先にランベールはいない。


    「こっちだ！」


    　ランベールは、ラウンプゥプの額を斬きりつけると同時に、その巨大な頭部の上へと移動していた。ラウンプゥプの頭頂部へと大剣が突き立てられた。


    　ラウンプゥプは奇声を発しながら身を捩よじり、ランベールを振り落とそうとする。ランベールはラウンプゥプの大きな身体からだの上を駆け回る。時に床へと跳び降りては、再びラウンプゥプの上へと跳び乗る。とにかく、ラウンプゥプに捉えられないようにと動き回る。


    　ラウンプゥプの身体から生える、無数の腕がランベールを掴つかもうと蠢うごめく。しかし、次の瞬間に腕が切断され、斬り飛ばされていた。ランベールは我が武む者しや羅らに剣撃を放ちながら跳び回り、ラウンプゥプの身体を破壊していく。


    「アァァァァァ、アァァァァアァアァァッ！」


    　ラウンプゥプの身体が大きく跳ねる。ランベールはその動きを利用して高く跳び上がった。


    「『月げつ羽う』！」


    　宙高くにて大剣を振り上げるランベールの姿は、名画の一枚のようでさえあった。群がるアンデッドが、空高くにいるランベールへと上げた腕を揺らす。


    　大剣を一気に振り下ろし、剣先を真下へと向ける。魔金オルガン鎧よろいを纏まとうランベールの超重量のすべてが、真下へ構えられた剣先に乗った。そのすべてが集約された一撃は、ラウンプゥプの長い身体の中央の、節目へと放たれた。


    　剣先を中心として生じた衝しよう撃げき波が、群がるアンデッドを薙なぎ倒す。ラウンプゥプの蜈蚣むかで状の身体が、前半分と後ろ半分に分かたれた。


    　ラウンプゥプの奇声が響く。頭部を失った後ろ半分の身体は、しかしそれでもなお動きを止めず、地の上を這はって動き回っていた。
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    「ラ、ラウンプゥプが、両断された……？　たかだか、人型のアンデッドの膂りよ力りよくに……？　ガイロフ様の精霊が、敗れた……？」


    　マンジーには既に、目前の光景への理解が追いついてはいなかった。


    　頭側と尾側に分断されたラウンプゥプの狭はざ間まにて、ランベールは大剣を構えたままに立っていた。ランベールが両断した衝しよう撃げき波で薙なぎ倒されたアンデッドの残ざん骸がいを踏み越えて、新たなアンデッドがランベールへと迫る。


    　しかしランベールは、リリスの操あやつるアンデッドの軍勢など、ほとんど気にも留めていなかった。ランベールが焦点を当てているのは、自身が両断したラウンプゥプの頭側と尾側、その二つだけであった。


    「これだけで、ラウンプゥプがくたばると思っているのか。よくもガイロフの後継者などと宣のたまえたものだ」


    　ランベールはマンジーの声を聞き、つまらなさそうに零こぼす。


    　その言葉の正しさを示すように、苦く悶もんに喘あえいでもがいていたラウンプゥプが身体からだを転がし、元の這はい這いの体勢へと戻る。頭側だけではなく、尾側もであった。分割された二つのラウンプゥプは、リリス操るアンデッドの軍勢を轢ひき潰つぶしながらランベールの周囲を這い回る。


    　ラウンプゥプは、例え頭部から切り離された部位であろうとも、しばらくは自律行動を取ることができる。


    　マンジーはこの特性を知りもしなかったが、ラウンプゥプの最大の強みは、この圧倒的な耐久性と、分離された部位の自律行動にあった。確かにラウンプゥプと渡り合うためには、その巨体を削そぐことは必須である。


    　しかし、中央からラウンプゥプを分割するのは、今のように敵の手数を増やすことにも繋つながる。下へ手たをすれば、自身を追い詰める愚行となりかねない。


    　ラウンプゥプの二つの長い胴体が、ランベールを押し潰そうと迫る。何度も胴を打ち付け、弾き、絡み合う。


    　ランベールは胴の関節部の動きを見切り、僅わずかな隙すきを掻かい潜くぐって回避する。大剣の腹の部分で受け、わずかにラウンプゥプの軌道を逸そらしてやり過ごし続ける。


    　ラウンプゥプの猛攻が大地を削り、地形を変えていた。リリス操るアンデッドが、身体を欠損させながらもランベールへと襲いかかり続ける。だがまともに到達することもなく、災害に等しいラウンプゥプの巨体から繰り出される無差別な暴力の前に押し潰され、惨死体となる。


    　それでも、地面に張り付いたアンデッドの死し骸がいの一部が、不気味に振動していた。マンジーはしばらく惚ほうけたように見ていたが、ふと我に返る。


    （な、何が、起きておる……？　ここは、本当に、都市バライラなのか？）


    　ラウンプゥプとリリスを召喚した張本人であるはずのマンジーが、今目前で起きている地獄の光景を理解できないでいた。現世を死者の世界へと変えると普段から宣のたまって死し操そう術じゆつを行使し、ラウンプゥプを美しいと評していたマンジーではあるが、この光景に対して恐怖を抱き始めていた。


    　マンジーの脳裏に、ランベールの『書物に操あやつられるだけの小者』という辛しん辣らつな評価が過よぎる。


    （ち、違う！　ワシは、ガイロフ様の意志を継ぐ者だ！　そしていずれ、『笛吹き悪魔』の八賢者の頂点にも立つ存在……）


    　マンジーは自身に芽生えかけた恐怖を押し殺し、ラウンプゥプと交戦するランベールを睨にらむ。ラウンプゥプは、器用に避けるランベールに苛いら立だちを覚えてか、動きを変えた。


    　唐突に、頭側が素早く遠ざかっていく。残った尾側が、我が武む者しや羅らに身体からだを地に打ち付け、跳ね回った。大きな身体のうねりに惑わされ、回避し損なったランベールがついに捉とらえられる。巨大な胴体がランベールの背を弾き、宙へと打ち上げた。


    「や、やった！　ついに、奴やつを……！　やはり、ガイロフ様のラウンプゥプは無敵……」


    　しかしランベールは、この程度では終わらない。魔金オルガン鎧よろいの圧倒的な防御性能は、ラウンプゥプの巨体から繰り広げられる衝しよう撃げきさえも大幅に殺していた。


    　手放しかけた大剣を強く握り、宙で身体を捻ひねって反撃を狙ねらう。そこへ容よう赦しやなく、ラウンプゥプの尾側の追撃が襲いかかる。轟ごう音おんと共にランベールの身体が横に弾き飛ばされる。その先で待ち構えていた頭側が、巨大な頭部を大きくうねらせ、無防備なランベールへと打ち付けた。反動で飛んだランベールを、更に反対に位置する尾側の胴体が弾く。


    　ただの一打を、死ぬまで続く連撃へと繋つなげる。ラウンプゥプの巨大な身体に捕まったランベールには、逃れる術すべはなかった。


    　高位精霊としての圧倒的耐久性と規模を誇るラウンプゥプと、ただの人型アンデッドに過ぎないランベールの圧倒的な差が、如実に表れていた。


    　どれだけ善戦しようともラウンプゥプの致命傷には遠い。そして一度捕まれば、暴力の蹂じゆう躙りんはいつまでも続く。


    　最後は、頭側のラウンプゥプから伸びる巨大な腕がランベールの頭を掴つかみ、地面へと押し付けて突進する。地との摩擦で魔金オルガン鎧が擦こすれ、火花を散らす。ラウンプゥプはより一層と激しく奇声を吐き出しながら速度を上げ、円を描くようにランベールを引きずり回す。


    「ラ、ラウンプゥプは、無敵……」


    　あまりに苛か烈れつで陰湿な連撃に、思わずマンジーは言葉を途切れさせた。ラウンプゥプは、顔に狂喜を浮かべながら、ランベールを弄もてあそび続ける。その光景には、マンジーでさえもぞっとするところがあった。


    　やがてランベールから魔金オルガンの兜かぶとが外れ、ラウンプゥプの手に兜だけが残され、ランベールが投げ出される。地に弾き落とされたランベールの身体からだが、激しく側転する。鎧よろいの首元からは、白い頭ず蓋がいが覗のぞいていた。


    「よ、ようやく、くたばったか。やはり、アンデッドナイトであったか。恐ろしい奴やつであった。ガイロフ様の魔導書を知っておるようだったが、一体何者……？」


    　ラウンプゥプは、兜かぶとを掴つかむ手を持ち上げ、奇声を発する。笑っているようであったが、その人外の感情を窺うかがう術すべはない。


    （ラ、ラウンプゥプは、あまりに強く、おぞましすぎる……。こんなものを、ワシが呼び出したのか？）


    　マンジーはしばし、ラウンプゥプを見上げて自問自答していた。その思考に割り込むように、ランベールの声が響いた。


    「それは俺が、四魔将の一角として陛下から賜たまわったものだ。返してもらうぞ」


    　ラウンプゥプの、鎧を握っていた腕が斬きり飛ばされる。ランベールの憤怒の一撃。マンジーには無論のこと、勝利の余よ韻いんに浸り、油断のあったラウンプゥプにも見切ることはできなかった。


    　根元から削そがれたラウンプゥプの腕が宙に跳ね上げられる。握力を失った手から投げ出された兜を、ランベールが受け止める。頭蓋に空いた眼がん孔こうが爛らん々らんと光り、尻しり目めにマンジーを睨にらむ。


    　鎧兜越しではない、剥むき出しになったランベールの頭蓋を見て、マンジーは息を呑のむ。自然と呼吸が苦しくなり、足が動かなくなる。今までとは全く異なる、より強烈な圧迫感であった。


    （なぜ、あれだけの攻撃を受けて、まだ動くことができるのだ!?　まさか本当に、あのアンデッドが、レギオス王国が大陸西部を支配したときの四魔将が一人、ランベールだとでもいうのか!?）
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    　ランベールは頭蓋へと鎧兜を被かぶり、ラウンプゥプへと大剣を構える。


    「今ので俺を倒さなかったのは、貴様の最大の失敗であった。最後の機会を逃したぞ」


    　ラウンプゥプの頭側と尾側が、ランベールを中心として、それぞれに円を描くように動き、牽けん制せいする。


    　今の連撃でランベールを仕留め損ねたのは、ラウンプゥプにとっても予想外であった。ラウンプゥプは隙すきを窺い、円の径を保ったままにランベールの周囲を回っていた。


    　ラウンプゥプの巨体が二つに分かれて牽制しているこの状態で、リリスのアンデッドの軍勢を相手取るのは、ランベールにとっても戦いづらい状況であるはずだった。


    　しかし、ランベールに一切の隙は生じない。ランベールは一か所に留とどまり、近づくアンデッドの群れを最小の動きで殲せん滅めつしてはすぐに構えを戻す。いつまで待とうが、この構えが崩れる傾向は見えない。リリスの量産型アンデッドでは、ランベールを崩すにはあまりに力不足であった。


    　やがてラウンプゥプが痺しびれを切らす。頭側と尾側が円を描くように這はい回りながら、同時にランベールからやや距離を取り、勢いを付けて前後より同時に突撃を開始した。


    　ラウンプゥプの接近に対し、ランベールが動きを完全に止めた。ここまでは完封していた、纏まとわりつくリリスのアンデッドの攻撃さえ通し、指の一つも動かさない。ラウンプゥプの挟み込みの接近を、無抵抗に許容する。


    （力尽きたのか？　いや、そうではない……？）


    　離れたところから見ているマンジーは、困惑していた。


    　ランベールは、アンデッドに組み付きを許しながらも、微動だにしない。力尽きていたのならば、引き倒され、鎧よろいを剥はがされていることだろう。だが、そうでないなら、なぜアンデッドの攻撃を敢あえて受け入れているのか。アンデッドのダマと化しているランベールへと、ラウンプゥプの頭部と尾が迫る。


    　そのとき、アンデッドの山から、ランベールの大剣の腹がそっと伸びて、静かにラウンプゥプの尾に添えられた。


    「このときを、待っていたぞ」


    　ラウンプゥプの尾が、軌道を変える。アンデッドに纏わりつかれるランベールを妙な動きで避けて、ラウンプゥプの頭部へと直進した。マンジーには、そうとしか見えなかった。


    　ラウンプゥプの、これまで感情の読めなかった巨大な頭部にも、明らかな驚きよう愕がくの顔が浮かぶ。


    「ァアァァア？」


    　ラウンプゥプの顔面に、尾が直撃する。互いの相対速度と圧倒的重量が、膨らんだ赤子のような顔面を破壊する。


    　轟ごう音おん。硬い異い形ぎようの赤子の顔面、身体からだに亀裂が入り、双方が進行方向とは正反対へと弾き飛ばされる。片眼玉が、衝突地点へと落ちていた。


    「『天地返し』……我が師、キホーテの絶技である」


    　本来は、交差された剣越しに相手の刃の力の向きを逆に返し、自死へと誘う返し技である。相手の関節を利用し、そこを起点として力の向きを操あやつる技ではあるが、ラウンプゥプの胴体にも大量の節目の関節があり、そこを利用したのだ。


    　さすがにラウンプゥプの動きを完全に返すことはできないが、力の向きを逸そらし、軌道をほんの少し歪ゆがめ、本体と分離体の衝突を誘発した。


    　ラウンプゥプの頑丈な顔面を完全に破壊するためには、ランベールでは力も規模も不足していた。それを補うために、ラウンプゥプの圧倒的な重量と速度を利用するべく、分離しても双方が動く特性を敢えて誘発させるために中央部で両断したのだ。


    　直前まで狙ねらいが悟られぬよう、アンデッドを纏わりつかせて寸前まで剣を隠し、『天地返し』によってラウンプゥプの顔面を破壊するに至ったのだ。


    　マンジーは、目前の光景が受け入れられない。悠然と立つランベールの背後に、崩れていくラウンプゥプの巨体があった。


    　ラウンプゥプの巨体には細かい罅ひびが入り、部分部分が欠損している。身体からだの奥の芯が折れているのか歪いびつにねじ曲がっており、顔面も片目がなく、空いた眼がん孔こうからは青の体液が涙の如ごとく零こぼれていく。青白い舌が、大きく口元から垂れ下がっていた。剥はがれた体表の奥には、青黒い、細かな植物繊維の様なものが走っている。


    「ガイロフ様の、精霊が……ガイロフ様の、精霊……ラウンプゥプ……」


    　ラウンプゥプは全身を大きく痙けい攣れんさせながらも、ランベールの後ろで起き上がる。残った片眼球は、ぐるぐると蠢うごめいていた。再び這はい動き、ランベールの背へと突進する。


    「ア、アァァァアァァァアァァアッ！」


    　ランベールの姿が消え、次の瞬間にはラウンプゥプの首の上へと立っていた。


    「無駄だ。動きも精妙さがなく、視界もまともに機能していない。挙げ句、装甲の表皮も失ったのだ。今の貴様は、ただの図体のでかい芋いも虫むしに過ぎぬ」


    　ラウンプゥプの顔面に、縦の大きな線が入る。青の体液が切断面から噴き出し、今度こそラウンプゥプが力尽きた。突進の勢いが死に、無数の腕がだらりと垂れ、腹部と地の摩擦で減速し、すぐに動きも止まる。燐りん光こうと共に、ラウンプゥプの身体が消失する。


    「ガイロフ様が、敗北した……？　あ、ああ、あああ……そんな……」


    　マンジーが、消えゆくラウンプゥプの残ざん骸がいを呆ぼう然ぜんと眺めていた。


    　次にランベールの刃は、マンジーの手元のガイロフの書へと向けられる。黒い外がい套とうを纏まとうリリスが宙を舞い、ランベールへと手を翳かざす。


    　潰つぶれた死体の山が起き上がり、固まって、ランベールの進路を妨さまたげる。惨死体が寄り集まり壁となる様は、異い形ぎようの一言であった。リリスの行動は、既に気力のないマンジーの意志とは明らかに反していた。


    「貴様ら異界の民にとって、怪人ガイロフの書は、現界に死を振り撒まくためのちょうどいいゲートというわけか。だが……」


    　ランベールが大剣を構える。ランベールの姿が消え、死者の壁に大穴が開いて辺りへと散らばる。一瞬で妖馬トロイに跨またがるマンジーの目前まで到達していたランベールは、大剣を振り上げる。リリスの華きや奢しやな身体が、腰から反対側の肩にかけて両断される。


    「我が目の黒い内は、たとえ異界の民であろうと、レギオス王国の国土を穢けがすことは許さぬ」


    　白い肢体が血に濡れる。残っていた死者の壁や、大量のアンデッドが崩れていく。リリスは苦し気に喘あえぎながら、光に包まれて消える。


    　次の一振りは、妖馬トロイを斬きり殺した。騎乗していたマンジーが撥はね飛ばされ、地面に顎あごを打ち付ける。横に倒されたトロイが、マナの光と共に消えていった。


    「……もっとも、俺にすでに瞳ひとみはないのだったか。まぁ、よい」


    　なす術すべのない、満まん身しん創そう痍いのマンジーへとランベールが歩み寄る。


    「あ、あり得ぬ……ガイロフ様が、敗れるなど！　認めぬ！　ワシは認めぬぞおっ！」


    「貴様が召喚したのは、十三精霊の九番目、屍し玩がんの竜ラウンプゥプに過ぎぬ。十番台でさえない。貴様が、ガイロフの何を知っている？　貴様など、ガイロフには遠く及ばぬ。その書を持ってどれだけ大きく振る舞おうが、異界の民にゲートとして利用されるだけの存在でしかない」


    「な、なぜ、それを知っているのだ!?　ワ、ワシは、ワシは……！」


    　そのことは事実であった。マンジーの魔術の腕では、ガイロフの十三精霊の十番以降の精霊を召喚することはできなかったのだ。九番目、屍玩の竜ラウンプゥプが限度であった。そこから上の精霊は、どれだけ死体を並べ、儀式を尽くそうとも、姿を見ることさえ叶わなかった。


    「ガ、ガイロフ様、万歳！」


    　マンジーが、ガイロフの書を庇かばうように抱え込み、その場に蹲うずくまった。ランベールが大剣を振り上げる。


    「そのガイロフを斬きったのは、俺だ」


    「ラ、ランベール……ランベール・ドラクロワァァァアアアッ！」


    　マンジーが、血管の浮き出た、真っ赤に充血した目でランベールを睨にらむ。最早マンジーは、疑う気にはならなかった。目前の人物が、ガイロフを斬った四魔将の一人、大逆人ランベールその人物の成れの果てであることを。


    　振りかざされた刃が、マンジーごとガイロフの書を破壊した。マンジーの上半身と下半身が、別々に地に当たって大きく跳ねあがって血を舞わせる。


    　口と切断面から大量の血を吐き出した醜悪な老人マンジーが、仰あお向むけの姿勢で地に落ちる。既に事切れていた。白目を剥むき、舌を突き出し苦く悶もんの顔を浮かべる死体の前で、ランベールの足が、ガイロフの書の残ざん骸がいを踏み躙にじった。


    「これで、すべてに片がついたか」


    　ランベールはそういい、死体に紛まぎれて倒れている、頭のない大馬、ナイトメアの姿を見つける。


    「あの混戦の中で、よくぞ無事であった。……む？」


    　ランベールの大剣が、不意に飛んできた矢を切断した。矢の飛来してきた丘の上を見れば、蒼の毛並みを持つ馬に跨またがる、血と腐肉に汚れた服を纏まとう美青年がいた。ロビンフッドである。


    「よう。ちょうど、心残りも消化したところだ。死ぬまでやろうぜ」


    「……見逃してやってもいいかと考えていたのだが、何の真ま似ねだ」


    「お前ほどの剣士の記憶に、逃げた小悪党がいたと残るのはゴメンなもんでな」
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    「何度も聞く気はないが、退ひく気はないのだな？」


    　ランベールが大剣に手を掛け、愛馬に跨またがるロビンフッドに問う。ロビンフッドは軽く笑って答える。


    「俺も、随分とこの手を血で染めてきたもんだ。今更、善人ぶる気もない」


    　ロビンフッドは、オーガキングの騒動によって仲間を処刑に追い込まれて都市バライラを逃げ出して以来、自身に計略を仕掛けた黒幕探しに手段は選ばなかった。その悪名高さは、決してユノスの計略のみによるわけではない。元来激情家で仲間想いの面が強かった彼の気質は、事件以来ずっと悪い方へと向かい続けていた。


    　本人にも自覚はあり、悪人と断ぜられて斬きられたとしても、構いはしなかった。目的も果たした今、無様に逃げ続ける理由もない。


    「それに……森でお前の剣技を見てから、ずっと昂たかぶってたんだ。鎮めてくれよ、鎧よろいの剣士よ」


    　ロビンフッドは、口元に僅わずかに笑みを浮かべながら言う。しばしランベールは、ロビンフッドの目を見て沈黙する。だが、柄に手を掛けていた大剣を一気に鞘さやから引き抜き、ロビンフッドへと構えた。


    「よかろう、受けてやる。レギオス王国四魔将の一角にして八国統一戦争最後の裏切り者、ランベール・ドラクロワだ」


    　やや自じ嘲ちようめいた言い方に、ロビンフッドが表情を和やわらげる。離れたところから立ち上がろうとする頭なし馬、ナイトメアへとちらりと目を向ける。


    「……ランベールとは、大きく出たもんだな。だが、疑う気はない。むしろ、納得がいったくらいだ。しかし、お前は裏切り者ってタマには見えないがな」


    　馬上より弓を構え、ランベールへと向ける。


    「都市バライラ最強の冒険者ギルド『蒼そう穹きゆうの大弓』がギルドマスターにして、最悪の戦闘狂、戦神ロビンフッド、ロビンフッド・ノグフォードだ。歴史に置き去りにされた亡霊騎士よ、最高の戦いにしようぜ」


    　ランベールに被かぶせた口上であった。ロビンフッドが言い終えると同時に、彼の蒼の愛馬セラフが動く。


    「俺の本領は、騎射術こつちでね！　お前の馬は使えないようだが、悪く思うな！」


    　ロビンフッドはセラフを走らせながら、弓での正確な連続射撃を行う。ランベールとの間合いを保ちながら、彼を中心として大地に円を描くように駆ける。


    （この動きは、まさか、ラブル部族の……？）


    　ランベールを閉じ込めるように、半円状に展開させる矢の雨が降る。ロビンフッドという人間離れした精度の射手と、セラフという並外れた俊足を持つ名馬が揃そろってこそ可能となる、騎射の絶技『円えん牢ろう矢や』であった。


    『円牢矢』は、八国統一戦争時代の伝説の遊狩部族、ラブルの騎射術である。ラブル部族は各国が国境周辺の警戒に躍やつ起きになっている時代に、平然とウォーミリア大陸の国境沿いを旅して暮らしていた部族である。


    　それゆえに各国の兵と問題を起こすことも多く、彼らはそう言った場を切り抜けるべく、多対一を想定とした騎射術を編み出していた。


    　ラブルの勇者は一騎が百騎を落とすと恐れられたほどである。最終的には国につき、戦争終結前に戦いの中でその血を絶やしたはずであった。


    「なるほど、お前はラブルの血の末まつ裔えいか」


    　ランベールが大剣を振るう。大剣の腹が矢を砕き、叩き落とす。


    「よくぞ、その名を知っていたものだな！」


    「一度、戦地で出会ったことがある。確かに強敵であった。ラブルの勇者は百騎を落とすとは、よく聞いた謳うたい文句だ」


    「はっ！　そりゃ光栄だな！」


    　ランベールの言葉を虚言か真実か測りかねたロビンフッドではあったが、それでも快かい闊かつに笑って応えた。この間合いではいくら矢を放っても無意味と判断したロビンフッドは、矢を放つ手を止める。


    　ランベールの周囲をセラフに駆け回らせながら、ゆっくりと半径を縮め、距離を詰める。半径を五ヘインにまで詰めたところで、再びロビンフッドの手が動く。放った瞬間に動き、別の全く異なった角度から矢を放つ。続けて、また素早く別の位置へと移動して矢を放つ。


    「『重じゆう影えい射しや』……どうだ？　まるで複数人を同時に相手取っているかのようだろう！」


    「だが俺は、一度の戦場で三百を斬きったことがある」


    　ランベールはただ一度の大剣の振り上げで、三か所から放たれていた矢を的確に落とす。構えを見た途端、ロビンフッドは冷気に襲われた。動きながら、間合いを最低でも五ヘインは保っていたというのに、まるでここがランベールの間合いであるかのように感じさせられたのだ。


    （あり得ない……あの大剣は、長く見積もって二ヘインだぞ？　あの振り上げで、俺を狙ねらえるわけがない。相手が動いてから対応すればいい。今は、攻撃に専念できる距離……）


    　だが、愛馬セラフの方が退いた。横に跳び、ランベールから距離を置いたのだ。


    「おい、セラフ、なぜ……奴やつに、気け圧おされたか！」


    　次の瞬間、ロビンフッドの真横を巨大な刃が叩き、土の飛ひ沫まつを上げた。ランベールは大剣を振り上げたまま、一瞬で距離を詰めてロビンフッドを間合いの内側に入れたのだ。


    　ランベールの人外振りを散々目にしたロビンフッドでも、まだ信じられない俊敏さであった。続く刃が、駆けるセラフの尾を掠かすめる。


    「は、はははははっ！　どれだけお前は、規格外なんだよっ！」


    　セラフが駆けて、再びランベールの間合いから逃れる。セラフは「ヒフ……」と高い声で鳴き、主へと意向を尋ねる。


    「そうだな……何度も仕切り直すのも、無粋というものだ」


    　彼の言葉を理解しているかのように、セラフが首を上下させる。セラフは弓の間合いを捨てて即座に身を返し、ランベールへと直進する。


    「行くぞランベール！」


    　正面から放たれた三連撃ちを、ランベールはこともなげに大剣で落とす。セラフはランベールの間合いの手前まで疾走したところで、脚をバネに大地を蹴けり、高く跳び上がった。


    　宙よりの矢が、ランベールへと襲う。


    「見よ、『天円えん牢ろう矢や』！」


    　斜め前、脳天、斜め後ろから、縦の円がランベールを包むように、矢が放たれた。


    「ぬっ」


    　一矢を落とし損ね、ランベールは身を捩よじって回避した。セラフが身を翻ひるがえして再びランベールに向かう。


    「あれだけやって、掠りもしないのはさすがにあり得ないだろ……」


    　弓を構えるロビンフッドが、複雑な絶技の完全回避を容易たやすく成し遂げたその動きに、舌を巻く。


    「悪くない技だった」


    「あのランベールに褒ほめてもらえるなら光栄だな！」


    　再び、ロビンフッドを乗せるセラフがランベールへと疾走し、高く跳び上がった。


    



    ２


    



    「同じ技を続けて選ぶとは、失策だったな……」


    　ランベールは剣を下段に構え、垂直に跳んだ。このまま振り上げて、セラフに騎乗するロビンフッドを斬きる算段だったが、馬の上にロビンフッドの姿はなかった。


    　ロビンフッドはその更に上にいたのだ。跳び上がったセラフの背を蹴って更なる上空へと向かっていた。


    　ロビンフッドの手には、黄金の装飾のなされた、巨弓が構えられていた。弦とするには反発力の強すぎるドラゴンの髭ひげが用いられた糸が、弓の両端を繋つなげている。


    　それを歪ゆがませる二指には血が滲にじんでいた。ロビンフッドが初対面の際にも見せた、竜王弓であった。竜王弓に耐えられる、特別製の魔銀ミスリルの矢の照準は、ランベールの胸元へと向けられていた。


    　宙では、さすがのランベールでも回避できない。読み負けた結果、堂々と自身に矢を向けるロビンフッドに対し、無防備なまま、身体からだを晒さらしていた。


    「最初に見たときから、普通に撃っただけなら駄目だと思っていた。どうやったら当たるのか、ずっとそのことを考えていた。……今なら、当たる！」


    　魔銀ミスリルの矢が放たれた。竜王弓の一撃が、至近距離からランベールを狙ねらい飛来する。


    　胸元へ吸い込まれるような一撃、ランベールの常人離れした反射神経が、矢の側部を大剣で打つことに成功。魔銀ミスリルの矢がへし折れた。城門さえ穿うがつ一撃が、ただの一振りで地へと落とされる。


    　だが、竜王弓を放ってなお気を途切れさせていなかったロビンフッドは、国宝級の竜王弓を地へと投げ捨て、宙で別の弓を素早く構え直していた。
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    　竜王弓では構えてから放つまでに時間が掛かるため、間に合わないと判断したのだ。ほぼ同時に放たれた二射が、続けてランベールを襲う。一射目は大剣の柄が弾いたが、二射目がランベールの肩に当たった。


    「ぐっ」


    　支える足場もなく肩に衝しよう撃げきを受けたランベールの体勢が崩れ、その姿勢のままに落下する。ランベールの身体からだが不安定な体勢で地面へと叩きつけられ、土煙が上がった。


    　続いて、ロビンフッドも膝ひざをつきながら着地する。息を切らしながら土煙の中を睨にらみ、砂さ塵じんに浮かぶ巨大な人影に苦笑する。


    「普通なら……鎧よろい越しでも、衝撃で骨がいかれてるはずなんだがな」


    　ランベールは、矢を受けた側の腕に大剣を握り、悠々とその場に直立していた。


    「この時代では、鎧越しにとはいえ人間相手に一撃を受けたのは、今のが初だ」


    「……褒ほめられた気がしないな。どれだけ化け物なんだ」


    　ランベールからの素直な賞賛の言葉は、ロビンフッドにとっては、対たい峙じしている相手が如い何かに化け物であったかの指標にしかならなかった。人生を懸けて研ぎ澄ました絶技を用いて奇策を狙ねらい、決死の覚悟で辿たどり着いた一撃は、致命打には遥かに遠い。


    　一秒ほど、互いに動かなかった。ランベールが口を開く。


    「終わりか」


    　愛馬セラフからは既に下りた。切り札の竜王弓も投げ捨てた。これ以上、ロビンフッドにランベールへと食い下がる術すべはない。


    　ロビンフッドはしばし沈黙した後、無邪気に表情を綻ほころばせる。


    「冗談じゃない。こんな楽しい時間は他にない。まだ楽しませてもらうぞ！」


    　ロビンフッドが、常用している弓を投げ捨て、ベルトより刃渡りの長いナイフを抜き取り、構える間もなく駆け出した。『刃じん姫き弓きゆう』と呼ばれる、刃に張った糸で弓としても扱えるナイフである。


    　ランベールが大剣を振るうと同時に、ロビンフッドが跳び上がる。刃を足で蹴けって跳び上がり、宙よりランベールを狙う。横薙なぎに振りかぶると同時に、矢が放たれる。矢とナイフの刃が、同時にランベールへ迫る。


    　掬すくい上げるように放たれた一振りが矢を砕き、同時にロビンフッドの身体に縦の一いつ閃せんを入れた。切断された刃姫弓が宙を舞う。鮮血を噴き出しながらロビンフッドの身体が跳び、地に頭から落ちた。


    　左腕が力なく開かれる。右腕は、手首で斬きり落とされていた。


    「剣の間合いじゃ……どうにもならないか」


    　それから首を僅わずかに持ち上げ、自身の下腹部から逆の肩にかけて斜めに入れられた傷痕あとを目にし、フツと笑い、再び地に後頭部を預ける。


    「ヒン……ヒン……」


    　セラフが寂しげに鳴きながら、ロビンフッドへと顔を近づける。ロビンフッドはセラフの顔に手を触れようと左腕を持ち上げようとするが、肩が震えるばかりで、動かなかった。


    「今までありがとうよ、セラフ……どこへなりと、自由に行け」


    　ロビンフッドの目が、ランベールへと向けられる。


    「最さい期ごに、お前みたいな剣士と手合わせできてよかった。あいつらにも、自慢できるかもしれねぇなぁ……。また、シャルナに怒られちまうか。俺はあのときから、気が急せいて真っ先に一人で行くか、遅れて一番最後だったからな……」


    　呟つぶやくように言い、ロビンフッドの目が閉じられる。都市バライラの戦神ロビンフッドは、それきり動かなかった。セラフがロビンフッドへと顔を近づけ、寂しげな声で鳴く。


    （……死に場所を、探していたようだな）


    　ランベールは大剣を持ち上げ、鞘さやへと戻そうとする。ふと、ロビンフッドの愛馬、セラフと目が合った。蒼い馬は、ランベールへと何かを訴えかけるように嘶いななく。


    「お前の主は、これからは自由にしろと言っていたが？」


    　セラフは目線を動かすことなくランベールを見つめ続ける。ランベールは溜め息をつき、しまいかけていた剣を手に握り直し、セラフへと歩み寄る。


    　高速の一いつ閃せんが、セラフの胸部を斬きりつける。セラフの身体からだがぐらりと揺れ、血を流しながら崩れ、ロビンフッドへと寄り添うように倒れた。


    　ランベールは一人と一頭の顔を確認した後に、今度こそ大剣を鞘へと戻す。彼らの亡なき骸がらに背を向け、歩く。その傍かたわらに、頭のない大馬ナイトメアがついて歩く。ランベールは振り返ることもなく、その場を去っていった。


    



    ３


    



    　都市バライラで繰り広げられた、大規模な死し操そう術じゆつによる惨劇は幕を閉じた。しかし、その被害は莫ばく大だいなものであった。


    　冒険者ギルドのほとんどが人員不足のため解散、及び失った力を補うために合併しており、大幅に数を減らしていた。冒険者以外にも、都市バライラの領民の半数が死亡したとされている。生き残った者も、心に傷を負い、苦い過去だけが残ったこの地を去る者は多い。冒険者の都、都市バライラが、かつての力を取り戻すことのできる日は、まだ遠い。


    　襲撃発生時、伯爵邸ていの警備に当たっていた『踊る剣』の冒険者たちの口より、首謀者が自みずからを『笛吹き悪魔』の八賢者、『屍しかばねの醜しゆう老ろう』マンジーと称していたことが明らかとなった。


    　マンジーと思おぼしき老人の亡骸は、領主であるモンド伯爵の私兵たちによって、既に都市バライラの中で発見されていた。歪いびつな頭部という特徴的な外見が『踊る剣』の冒険者たちの証言と一致しているため、ほぼ間違いないだろうと見られている。


    　王国内最強の魔術師団とされる異端審問会も、これを機に『笛吹き悪魔』への徹底調査を強めるのではないかと噂うわさされている。


    　冒険者ギルド『踊る剣』は都市バライラにおいて、最も影響力を持つギルドの候補の一つとされており、伯爵邸ていの警備でも大きく貢献した。しかしギルドマスターであるユノスが、過去の事件の恨みから襲撃に便乗して伯爵邸へと乗り込んだ戦神ロビンフッドとの交戦に陥り、命を落とした。そこで深手を負ったロビンフッドは伯爵邸から離脱し、一度バライラを離れようと目もく論ろんでいたところ、都市に蔓延はびこるアンデッドの襲撃を受けて死亡したとされている。


    『踊る剣』は事件後、別のギルドからほとんど取り込まれる形で合併した。都市バライラのアンデッド襲撃事件での最大貢献者である『踊る剣』は、その名誉ある名をあっさりと捨てたのである。


    　なお、ギルドマスターであったユノスは人格者で、ギルド内外での評判もよかったとされているが、元『踊る剣』の冒険者たちは、不思議とその名を口にしたがらないという。アンデッドと成り果てて正気を失ったユノスが口走ったことが原因だとも言われているが、当事者が口を割らないため、詳しいことはわかっていない。


    　また、『踊る剣』のユニコーン討とう伐ばつ依頼において横槍やりを入れた『殺さつ戮りく曲馬団』は、モンド伯爵の敵対者を装ったユノスに依頼されていたのではないか、という噂うわさがある。伯爵側の落ち度で依頼の難度を上げた上でユニコーンの角を持ち帰ることで、モンド伯爵に深く取り入ろうとしていた、という話だ。しかし、すべての真実は『笛吹き悪魔』の襲撃事件の前に埋もれてしまい、今や藪やぶの中である。噂を裏付ける具体的な根拠も、何一つ上がってない。


    『笛吹き悪魔』の襲撃事件より一週間後、復興作業の続く都市バライラにある酒場の片隅で、琴の弾き語りをしている女がいた。


    　女はやや薄めの衣服に、分厚いマントを羽織る。頭に巻いたスカーフからは、赤に近いブラウンの髪が覗のぞく。盲目の吟ぎん遊ゆう詩人、アルバナである。


    　謳うたうのは、邪悪な魔術師より都市を守る、アンデッドナイトの物語、『都市バライラの英雄譚たん』であった。外れの森に出没する頭部のない暴れ馬を従え、冒険者を狙ねらう強盗団を追い払い、巨悪を誅ちゆうして都市を去っていく。


    　都市バライラで囁ささやかれる、アンデッドナイトの噂話を纏まとめたものであった。あまりに荒こう唐とう無む稽けいな話であったが、街を駆ける頭部のない馬に跨またがる鎧よろい騎士を目撃した領民たちは、意外に多い。怪人マンジーを殺した英雄が名乗りを上げないという事実も噂に拍車を掛けている。


    「この店にアルバナという女はおるか！」


    　酒場の入り口に、怒声のような大声を上げる巨漢が立っていた。その荒らげられた声に酒場内が静まり返る。


    「アルバナとやら！　マンジーを葬ほうむった剣士に、随分と詳しいらしいな！　知っていることがあるならば、このグラスコ様へと洗いざらい吐くがいい！」


    　太い腕を振り上げて恫どう喝かつするのは、モンド伯爵の私兵グラスコである。


    「無粋な人ですね、私の歌を、妨さまたげるなんて」


    　ずかずかと他の客を押し退のけて歩み寄り、不ぶ躾しつけに顔を近づける彼へと、アルバナはからかうように飄ひよう々ひようと返す。


    「モンド伯爵様の命めいだ！　我々は、この都市を救った剣士を、なんとしてでも捜しださねばならぬ！　旅詩人の胡う散さんくさい法ほ螺ら話であろうとも、そこに一片の真実が埋もれている可能性があるならば、無視するわけにはいかんのだ！　奴やつは何者だ！　どこへ向かった！」


    「そんなことは知りませんよ。私が知りたいくらいです」


    「ならば何を知っておるのだ！　知っていることはすべて話せ！」


    「……なぜそうも必死なのですか、兵士様？　まるで、貴方あなたが騎士様に会いたいように聞こえます」


    「ちっ、違うわい！　俺様は、あんな奴と会いたくなどない！　モンド伯爵様の命なのだと、何度言ったらわかるのだ！　ともかく、早く話さんか！」


    　グラスコはその場でどんどんと地団太を踏む。その高圧的な態度も、アルバナは一切意に介さないようで、マイペースに琴を置き、唇くちびるに指を添える。


    「そうですねぇ……だいたい広まり切っているものばかりですし、お話しできる、捜索に繋つながりそうなことは何も……」


    「本当だろうな！　もっとしっかりと考えるのだ！」


    「ああ！　あの頭なし馬、ナイトメアって言うんです。私が付けたんですから、間違いないですよ」


    「は、はぁ!?」


    　グラスコは強こわ面もての顔を歪ゆがめ、間抜けな面つらで聞き返す。周囲からクスクスと笑い声が飛び交う。からかわれたのだと思い、顔を真っ赤にして身を翻ひるがえす。


    「く、くそっ！　知らんのならよいわ！　馬鹿にしおって！」


    「本当のことなんですけどね」


    　アルバナは彼が酒場を去り、扉を閉じる音を聞いてからまた琴を持ち上げる。盲目の目を微かすかに開けて、薄い色の瞳ひとみを、どこへ定めるとなく宙へと向ける。ぼうっと、あの現代に蘇よみがえった将軍が、次はどこへ行ったのやらと考える。くすりと微かに笑うと、「さて……！」とよく通る声で切り出し、周囲の客の目を集めた。


    「どこまで歌いましたかね？　今は、頭なし馬に跨またがり、逃げる死し操そう術じゆつ師を追いかけるところからでしたか？」


    　どこか惚とぼけたような口調で言い、また『都市バライラの英雄譚たん』を綴つづっていく。

  


  
    あとがき


    



    　どうも、作者の猫ねこ子こと申します。この度はアンデッドナイト第二巻をご購入いただき、ありがとうございました。


    



    　私はガガガ文庫より出させていただきましたのは本シリーズが初めてなのですが、他社さんの方から出させていただいたものを合わせると、本作で三シリーズ目となります。一シリーズ目を刊行した際には、まったく知らない世界にたまたま飛び込んでしまったといった心持ちであったのですが、もう三シリーズ目ともなりましたら、これはファンタジーライトノベル作家を名乗ってもいい身なのではなかろうかと最近そわそわしております。そわそわ。


    



    　せっかくのスペースなので、制作秘話なんかを書かせていただこうと思います。


    　アンデッドナイトを書くに当たり、自分が一つ苦労していることがあります。薄っすらと勘づいている読者の方もいるかもしれませんが、そうです。作中内に、ランベールと渡り合えるキャラクターがあまりに少ないことです。


    　自分としましては、もう少しランベールと対等に戦えるキャラクターを出しておきたいなと考えているのですが、同時に半端な奴やつを相手に苦戦はしてほしくないな、とも思っております。


    　ランベールは、自分の中の理想の主人公像の一つとして書きました。そのためランベールに対抗できるのも、自分の中の悪役の理想形、というよりも、何かしらの強い信念と美学を持った存在にしたいのです。


    　そういう意味では、残念ながらマンジーさんは力不足でした。使役精霊との戦いがメインとなり、マンジーが置いていかれることになったのは、やっぱり自分の中でそういう想いがあったからなのだと思います。オーボック伯爵に仕えていた流浪の剣士ヘクトルや、元英雄の戦神ロビンフッドも、二百年前の大英雄ランベールと比べると、どうしても青く思えてしまうのです。


    　第三巻では、ランベールと秤に掛けられる、魅力的な悪役を出したいものです。いや、課題が見えたのならば、出さねばならないでしょう。第三巻でのランベールの活躍に、こうご期待！


    



    　……もう少し、後書きの尺が余ってしまいましたね。では本作品に無関係な上に、本当に中身のない話で申し訳ないのですが、私の趣味の話をさせていただきます。


    　実は私、果物の木なんかを育てて、成長過程を見守るのが大好きなのです。三年ほど前に、昼食に使ったアボカドの種を水に着けて、育てていました。そう、アレです。黒ずんだ皮に覆われた、森のバターと呼ばれている果物です。……あれは、野菜ではなく果物でいいのですよね？　木になっていますし。度々議論になるスイカ果物野菜討論では、果物か野菜かは実の糖度で決まるという話を聞いたことがあるのですが……まぁ、どちらでもいいことですね。


    　あのアボカド、初期は下半分だけを水に浸して育てるといいのだそうです。自分もさあ育てようと決心してから調べてようやく目にしたことですので、何故そうなのかはまったく知らないのですが。自然界で下半分だけ水に浸し続けるなんて機会が訪れるはずもないのに、不思議な話です。当然といえば当然ですが、毎日中の水を入れ替えねばなりません。育てる時間と手間を考えれば、一個百円ちょっとで売っているアボカドをそこまで熱心になって育てる意味はないのかもしれません。ですが、しかし、自分で育てたものを食べる。そのことが果物を育てる喜びなのであり、値段に意味はないと思うのです。自分は別に得がしたかったわけではないのです。


    　一年以上の月日を掛け、三つ育てていたアボカドの内の二つが枯れ、ようやく一つのアボカドがそれなりの成長を見せてくれたところで、私が「アボカド太郎よ、お前も大きくなった。もっと広い世界を見ねばならん」とウキウキで家族と協力して土への植え替えを行ったところ、一か月と経たたぬ間にアボカドが枯れるという痛ましい事件が起きました。アボカド太郎にはどうやら世界は広すぎたようです。


    　しばらくはアボカドの死に打ちひしがれていましたが、つい最近、どうしてもアボカドの死が忘れられず、アボカドの若木を買いに、植物の販売店へと向かいました。なんとアボカドの一メートル程度の小さな若木が、一万円でした。せいぜい三千円、安ければ千円くらいだろうと考えていました。若木の中でも、サクランボやザクロは千円程度だったのですが、アボカドは一万円です。私はしかし果物の木が欲しいのは得がしたいからではないぞと思いました。思いましたが、でもやっぱりアボカドが五十個以上買えることを考えるとアホらしいのではないかと懸命な判断を下し、千円のザクロを購入して帰宅することにしました。ザクロはまだ実はつきませんが、今のところは枯れる様子もなく、庭で元気にしています。書籍の後書きで何の話をしているのだ私は。


    



    　……さて、どうにかこうにか文章も埋まったところで、謝辞に入らせていただこうと思います、げふんげふん……。


    



    　今作を出版してくださったガガガ文庫様、迫力ある素晴らしいイラストを付けてくださった晩ばん杯ぱいあきら様、そして改めまして今作をお手にとっていただいた読者の皆様、本当にありがとうございました。また次巻以降も本作品とお付き合いいただけることを楽しみにしております。

  


  
    猫子


    Nekoko


    



    どうも猫子です。花粉症が辛い時期になってきました……。ゾンビ映画で花粉症のゾンビを見たことがありませんが、やっぱりアレルギーとかはなくなるのでしょうね。羨ましい話です。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    元将軍のアンデッドナイト　２
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